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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章




　これは竜りゆうが帰った後の物語──




　吐と息いき一つ聞こえなくなった。

　それまでの喧けん噪そうが嘘うその様に生徒達が口を噤つぐみ、私立建たけ速はや学がく園えんの二〇四一年入学式式場は凍いてつく空気に覆おおわれていた。

　澄すみ渡わたった中をギシギシと、美しい少女が壇だん上じように上がる音だけが聞こえてくる。

　腰こしに下げたまるで日本刀のような何かの深い青色が、鮮あざやかに輝かがやいている。

　少女が膝ひざ下したまであるブーツを次の段へ上げると、まるで濡ぬれているかのような黒く艶つややかな髪かみがゆらりと躍おどり、黒さとは真逆の白く透すき通るうなじがチラリチラリと披ひ露ろうされた。やや遅おくれて豊満な胸も上下に揺ゆれていく。

　少女の短めのスカートから伸のびる、肉付きのよい黒いタイツに包まれた太ももは、足を上げるたびにしっかりと筋肉のラインが浮うかんで、少女がただ美しいだけではない、鍛きたえ上げられた頑がん健けんな肉体を持っていることをはっきりと表していた。

　少女の名は杵き築づき弓ゆ美み香かと言う。

　建速学園において五ご鱗りんと呼ばれる、選ばれし五人の生徒の一人だ。

　通常は三年生が選ばれる五鱗に二年生になると同時に選出された、開校以来の天才との呼び声が高い。さらに弓美香は、学園のオーナーであるクシナダ財団のオーナーの血筋でもあることから、学園の内外で絶えず注目を浴びる特とく殊しゆな存在だった。

　弓美香は短い階段を上り終えると、無む駄だのない所作で演壇に立った。

　ニコリと微笑ほほえむ。

　涼すずしげな目元と黒い瞳ひとみを持つ品の良い顔立ちが花の様に綻ほころんだせいで、式場に緊きん張ちようした面おも持もちで座る入学生達の間に、ようやく吐息やざわめきが復活していく。

「皆みなさん、初めまして。二年一位杵築弓美香です」

　欠片かけらも緊張など感じさせない落ち着いた声で、弓美香は話し出した。

「ここはただの学舎ではありません。《竜》の侵しん攻こうに抗あらがう砦とりでです。皆さんも私達もここで、平和に浮かれた人々に代わって、人類を守護する騎き士しとならなくてはなりません。共に学び、共に戦いましょう」

　よく響ひびく、そしてよく染みいる声だった。それはもしかしたら、弓美香という少女の人を導く器うつわから発せられているのかも知れない。

「それでは私から、私が戦せん闘とうを指導し指し揮きを執とる一年生四人を発表します」

　弓美香は、式場全体をしっかりと見渡した。

　式場全体が緊張に満たされている。発表されるのは弓美香をリーダーとする五名のチームであり、戦闘小隊に選ばれた生徒の名前だ。小隊は他ほかの生徒のチームと切せつ磋さ琢たく磨まする、この学園におけるクラスよりも基幹となる単位だった。そして、、誰だれしもが思う。一年間に渡って学園始まって以来の天才と呼ばれる弓美香が、自から戦う術すべを教えるそのチームに選ばれたい、と。

「まず──」

　弓美香は見渡すことをやめて、広い式場の中から一点だけを見つめた。

　そこには一歳年下の少年がいる。

《竜》が希求し続けてやまないクシナダの姫ひめ巫み女ことして生まれてしまった自分を、護まもると誓ちかってくれた少年。

　そして、護ったが故ゆえに記き憶おくも力も封ふう印いんされてしまった少年。

　幼い弓美香の心に、しっかりとその存在を刻み込んだ少年。

　ただただ、弓美香が信じて待ち続けた少年。

　そして、弓美香と同じく過か酷こくな運命を持って生まれてしまった少年。

　彼を護りたい。そして彼に護られたい。

　弓美香は小さく息を吸い、少年──自分の騎士の名前を、喜びに溢あふれた声で響き渡らせる。




　　　　※　　※　　※




「叶かのう零れい士じくん」

　それが少年の名前だった。

　零士が居いるのは、式場の最後列の右から二番目の席だ。

　それは彼が下から二番目一五九位の成績で、私立建速学園に合格したことを視覚的にも表している。自分が、この学園の理事長と親しくしているが故のコネではないかと、疑ったことさえある。

　そんな零士にとって二年生の一位である弓美香という美しい少女は、あまりに遠い存在だ。それでも零士は、食い入るように弓美香を見つめた。

　なぜなら弓美香こそが、死と隣となり合わせの学園に入ったただ一つの理由だからだ。

「叶零士くん」

　もう一度、弓美香がその整った紅あかい唇くちびるを開いて、零士の名前を呼んだ。

　彼女に自分の名前を呼ばれている。

　それだけで、零士の頭の中は真っ白になってしまう──。




　それは幼い頃ころの、まだ五歳ぐらいの頃の、だが確かな記憶だ。

　零士は、両親に連れられて一人の少女と出会った。

　その名前だけは、記憶から欠落している。どうしても思い出すことが出来ない。

　父は、その名前が欠けた少女に頭を下げて言った。

「零士、私達に何かあった時は、お前がこの人を守らないといけないよ」

　母は、少し寂さびしそうな顔を少女に向けて言った。

「この娘この過酷な運命は、お母さんの責任でもあるの。だからお願いね」

　零士は大好きな両親二人にお願いされたことが嬉うれしくて「はい」とすぐに答えた。

　その様子を見ていた少女が、微笑んだ。

　そして、周りの制止を振ふり切って、優ゆう雅がな所作で零士の前まで歩き、手を取った。

「私の名前は────よ。不思議ね零士さん、これからは貴方あなたが護ってくれるって、私は信じられるわ」

　満開の薔ば薇らが見えるような、そんな錯さつ覚かくを覚えるほど少女が満面の笑みを浮かべる。零士はその笑顔に見とれて、ポカンとしてしまった。

「ふふふ、信じてもいいのでしょう？」

「はい！」

　勢いよく、零士は答えた。

「約束よ？」

　少女が小指を絡からませてくる。

「約束します」

　そして場面が変わる。

　少女が、まだ幼い少女が襲おそわれていた。鎧よろいの様な何かを身に纏まとった人間ではない何か達が、剣けんを振り上げる。

　自分は、その前に火も刃やいばも恐おそれずに、飛び込んだ。

　彼女が何者か、よく知っていた。分かっていた。

　そして、これからは自分が彼女を護らねばならない。それが約束だった。

　だから、人を捨てた。

　彼女の制止も聞かずに────になった。

　ただただ、彼女を護るためにだ。




　いきなり、脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを食らった。

「…………？」

　零士の視界に、式場が映った。おかしい、火も、刃も、ここにはない。

　キョトンとすると、また肘鉄を食らった。

　隣となりに座る零士よりも一つ下、つまり最下位一六〇位の目付きの鋭するどい男装の少女──確かレティシアといった──の行動のようだった。

　壇上には名前が欠落した少女が、いや違ちがう。なんで錯覚したかは分からないが、そこに居るのは弓美香だ。

「聞こえていないのかしら、一年一五九番叶零士くん」

　零士は、ようやく自分の名前が自分を呼ぶために、弓美香によってアナウンスされていることに気が付いた。

　そしてここが入学式の式場であると、認にん識しき出来た。

　軽く頭を振って、おかしな、自分の記憶の中にはなかったイメージを振り払はらうと、パイプ椅い子すを大きな音を立てて蹴けり、零士は慌あわてて立ち上がった。

「は、はい！」

　そのせいで大きな音といったら弓美香の声だけだった式場に、ガチャンとした騒そう音おんを響き渡らせてしまって、零士は思わず赤面してしまった。そんな零士に弓美香が、ちょっとしたおかしみを混ぜた笑みを浮かべながらさらに声を掛かける。

「零士くん、私が選ぶ最初のチームメンバーは貴方です。私のいる壇上まで来てもらえるかしら。ああ、落ち着いてね」

　零士は軽く顔を叩たたいて心を落ち着かせると、努めてゆっくりと慎しん重ちように、パイプ椅子の間に出来た通路を壇上まで歩いた。

　演壇前まで行き、ややぎこちなく九〇度曲がって弓美香が見下ろしている中、壇上脇わきまで歩く。そして、彼女も上った木製の短い階段に足を掛ける。

　ギシギシと階段が軋きしむ音を響かせながら、零士は一歩一歩弓美香に近づいた。その様子を弓美香は見ようともしない。式場を向いたまま、視線すら寄こしてくれない。

　そんな弓美香の横顔を見ながら、零士が思ったことはただ一つ。

「綺き麗れいだな」

　思わず小声ながら口から漏もれていた……。

「ありがとう、嬉しいわ」

　弓美香の唇が小さく動いて、ボソッとした声で答えてくれた。しかもお礼だ。

「──！」

　途と端たんに嬉しくなってしまい、足取りも軽くなる。押しつぶされて鉛なまりのように重くなっていた足が、一気にスキップのように動き出す。

　ドスンッ──悲鳴を上げる暇ひまも、制動する暇もなく、足が絡まった零士はその場に前のめりに顔面から落下した。

　静まりかえっていた式場が憎にくい。

　自分の耳に、自分が転んだ音まで聞こえてしまうから。

　恥はずかしい。なんてものではなかった。式場中の注目を浴び、あまつさえ弓美香の隣での失態だ。穴があったら入ってしまいたいを地で行く大失態だ。

　何よりも、何を考えてかは分からないが、下から二番目の成績の零士を抜ばつ擢てきしてくれたのに、これでは呆あきれられ、今から「やっぱり変えます」と宣告されても、文句一つ言えやしない。

　そう零士が、突つっ伏ぷしたまま苦く悩のうと後こう悔かいに苛さいなまれていると、式場からクスクスと失しつ笑しようが上がり始め、やがてそれは式場中を覆おおうほどの嘲ちよう笑しようへと変わっていく。

「くそ……やっぱりダメなのか、俺」

「ここまで来て、約束を破るの？」

「え？」

　具体的に聞き返す前に、零士の右手が何かに掴つかまれた。

　それはサラサラとした手て触ざわりで、温かいくせに、どこかひんやりとした感かん触しよく。

「零士くん、顔を上げて」

　声。それは、壇だん上じようで彼女が上げたのとは違う、どこか包み込むような柔やわらかさを持った声だ。

「杵築……先せん輩ぱい？」

「名字ではなくて名前で呼んでくれないかしら」

「…………弓美香先輩」

「嬉しいわ」

　優やさしい声と共に掴まれた手が引かれて、零士は導かれるように顔を上げた。

　目の前に弓美香が屈かがんでいる。

　下から見上げる形になってしまい、まず目に飛び込んできたのは、黒いタイツに包まれた、引き締しまりながらもしっかりと女性らしい柔らかさを持った脚あしだ。

　期待とタブーに踏ふみ込む畏おそれがない交ぜになる。

　それでも零士は顔をさらに上げた。

　建速学園の女子制服のスカートは、お世辞にも丈たけが長いとは言えない。むしろ短い。

　故ゆえに必然的に当然の帰結として、弓美香の股こ間かんを覆う白い布地──パンツがはっきりと見えた。黒タイツに覆われてなお純白を誇ほこり、さらに華はなやかな花はな柄がらのレースが編み込まれた、清せい楚そかつ少し大人びたパンツだ。

　ついつい食い入るように見入ってしまう。

「ふふ、零士くん」

　弓美香に笑いながら名前を呼ばれて、零士は慌てて顔をパンツから背そむけた。

「しゅいませんっ」

　おかげで噛かんでしまった……恥ずかしい。

「目を閉じてから、顔だけではなくて体を起こしてもらえるかしら」

　まだちょっと可お笑かしそうな響ひびきで弓美香は告げると、優しく零士の手を引く。

「はい」

　零士は答えると、両目をぎゅっと閉じて導かれるままにゆっくりと体を起こした。片かた膝ひざを突いて起き上がったところで、弓美香の導く手が止まる。

「もう目を開けても平気よ」

「はい」

　弓美香の許しを得て、零士はゆっくりと目を開けた。斜ななめ上五〇センチほどのところに弓美香の端たん整せいな顔がある。

　零士は片膝を立てて弓美香を見上げる姿勢で、手を取られていることも相まって、まるで姫ひめ君ぎみに傅かしずく騎き士しのような格好だった。

　いや、今の自分なら精せい々ぜい従者といったところだろう。そもそも深い青色をした日本刀らしきものを腰こしに下げている弓美香の方が、よっぽど騎士らしい。

　零士はそう自分を判断して、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「何を笑っているの？」

「何だか俺が、杵築先輩に仕える従者みたいだって思ったもんで」

「あら、それは違うわ。叶零士は、私の騎士でしょう？」

「俺が、先輩の、騎士？」

「ええ、そうよ。そう決まっていることだもの」

　告げた弓美香が見つめてくる。でもその視線は、今の零士を見ているのだろうか。なんだか、自分を通して何か懐なつかしい物に思いを馳はせるような、どこか遠い瞳ひとみに感じられた。
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「約束を守ってくれたのね、嬉しいわ」

「え？」

　何を言っているのかさっぱり分からなくて、零士は目を瞬またたかせた。ただ、彼女が口にする約束という言葉は、とても強く心に響く。そして、とても自然に心に染みこんでくる。

「あ、封ふう印いん……そうだったわね」

　弓美香が少し寂さびしそうに顔を振ふり、すぐに零士の顔を見つめ直した。今度の視線は、しっかりと今ここにいる零士を見み据すえた瞳だ。

　その瞳に浮うかぶのは、強い意志。

　気け圧おされて、零士はゴクリと息を呑のんだ。

「でも私は決めているの」

「なにをですか？」

　疑問を口にした零士に弓美香は、決定事じ項こうを淡たん々たんと告げる。

「私を守る騎士は叶零士という男の子だと、決めているのよ」

「俺が杵築先輩を……。でも俺なんかでいいんですか」

「言ったでしょう。決まっていることだと」

　弓美香が零士を見つめ続ける。

　強い意志が籠こもった視線の圧力を跳はね返すように、零士は弓美香を見つめ返しながらしっかりと強く頷うなずいた。

　そうとも、叶零士という男は、この人の隣に立つために来たのだ。

　あれは去年の夏、ニュース映像で弓美香という少女を初めて見た。

　その名前を聞き、その姿を見た時に零士は確かに感じたのだ。

　この人を護まもりたい、と。そしてそのことが、物心が付いた時からずっと心の中にぽっかりと空いて、埋うまることがなかったピースを、埋めることになるのだと。

　だから進路を急きゆう遽きよ変え、必死に勉強してここまで来た。

「ありがとう」

　弓美香が急にふっと微笑ほほえんだ。

　今思えば険しく緊きん張ちようしていた顔も柔らかくなり、年相応の可か憐れんな少女の笑顔だ。

　零士はその笑顔を見ながら、自分の欠けたピースのためだけではなく、この人をただ護る。そう自然に決めている自分に気が付いていた。




　　　　※　　※　　※




　入学式が終わったホールの壇上に男が一人座り、酒を注ついだ杯さかずきをあおっていた。

　一八〇を超こえる大おお柄がらで、スーツに収まりきらないほどの豊かな筋肉を持つ壮そう年ねんの人物だ。男の名を霧きり雨さめ獣じゆう吾ご。私立建速学園の理事長として、先ほどまで壇上に列席していた。

　と、その隣となりに小さな少女がふわりと軽かろやかに座った。

　巫み女こ装しよう束ぞくで体を包んだ、一〇歳程度に見える痩そう身しんの少女だ。

　色黒の肌はだに、水銀のような銀ぎん髪ぱつをしている。その銀色の長い髪かみを、背中の中程で結んでいる。

　少女の名を霧雨クラヒメという。私立建速学園の学園長だ。

「文句を言いに来たのか？」

　獣吾が、クラヒメの前に杯を置き酒を注いだ。クラヒメは、杯を両手でゆっくりと持ち上げると、一気に飲み干した。

「文句で済むと思うのか？　お主は、儂わしの封印を破ろうとしておるのじゃぞ」

　空になった杯を縦にすると、クラヒメが残った酒を何度か揺ゆすって切る。

「俺が使えるものは使う主義だってことくらい、今いま更さら言うまでもないだろ」

「誰だれよりも、儂がこの身に染みて知っておる」

　空になった杯を、突き出して催さい促そくする。獣吾は、苦く笑しようするとクラヒメの杯に酒を注いだ。

「なら諦あきらめるんだな。ここまで放ほうっておいたことに、むしろ感謝して欲しいくらいだ」

「お主、また何か企たくらんでおるな」

　クラヒメがまた杯を空ける。

「もうあまり時間がない。そんなことは、クラヒメ、お前が一番分かってることだろうが」

「……言われぬでも、己おのが非力を一〇年ぶりに痛感しておるところじゃ」

　俯うつむいたクラヒメの杯に、獣吾は酒を注いだ。そして、彼女の頭を軽く叩たたくと、自分もまた杯をあおる。

「俺の一〇年は、非力さに苛まれ続けた一〇年だ……」

　その隣でクラヒメが、苦いものを流すように再び杯を空にした。








　一章




　一一年前──二〇三〇年九月一二日、竜りゆうが世界各地に出現した。

　竜達は人間のことを『簒さん奪だつ者しや』と呼び、世界の所有を宣言すると各地で戦いを始めた。

　ティアマットなどの古いにしえの名を持つ六頭に率いられた竜達の前に、人が持つ知識も技術も武力も為なす術すべが無く、世界を奪うばわれることは確実に思われた。

　多くの人が僅わずかの間に絶望し、悲ひ嘆たんし、死んでいった。

　しかし人の中にも、竜と戦う術を守り伝えている戦士達がいた。

　クシナダ機関、それが戦士達の集団の名前だった。彼らは竜の出現を遥はるか以前より予測し、対策し、周しゆう到とうな準備を行ってきていた。

　その力を中心として人は生き残るために団結し、新たな国際組織対竜同盟機関『ベイオウルフ』が結成され、人と竜の戦争が始まった。後に《屠と竜りゆう戦争》と呼ばれる戦いで、多くの人が死に、多くの国が崩ほう壊かいし、多くの戦士が失われ、多くの竜が屠ほふられた。

　そして五か月後。竜りゆう倒とう五将と謳うたわれることになる五人の戦士によって六頭目の古の名を持つ竜が倒たおされ、戦争は終結した。

　竜は全すべて駆く逐ちくされ、世界には平和が訪おとずれた。

　誰もが竜との戦争が終わったと思い込んだ。

　クシナダの戦士達を除いてだ──。




　　　　※　　※　　※




　青白い閃せん光こうが、地面に突つき刺ささる。

　その衝しよう撃げきで、零れい士じはバランスを崩くずして地面に転がってしまった。体にダメージはない。

　それもそのはずで、零士は鎧よろい兜かぶとのような装そう甲こうに包まれていた。

　竜鱗機プラウダー──一一年前に起きた《竜》による侵しん略りやく、《屠竜戦争》において、人間が《竜》と戦うために開発したパワードスーツだ。《竜》の技術を流用して設計開発された機体は、《竜》の力を人間に与あたえてくれる。

　零士は、のそのそと立ち上がり空を見上げた。

　灰色をした三機と、深い青色をした一機が、空を飛んでいる。

　重力制せい御ぎよ、それもまた《竜》の力の一つだ。本来、この機体は装着者に重さを感じさせないし、まるで竜のように自由に空を駆かる力を与える。

「………………はずなんだよな」

　零士は、思わずぼやいた。とても重い。二〇キロ以上に感じられて、動くのがやっとだ。

　と、空では灰色の三機が一いつ斉せいに剣けんや斧おのを抜ぬき放つと、深い青色をした一機を取り囲んだ。

　深い青色の一機──弓ゆ美み香かの《碧へき雷らい》と呼ばれる専用機だ。

　そして三機──弓美香に選ばれ、これから一年間チームとなる仲間だ。

『一斉攻こう撃げきしたって、意味ない感じがするよ、僕は』

　竜りゆう崎ざき忍しのぶが、《碧雷》の斜め上にポジショニングしてぼやいた。

『ぼやいている暇ひまがあるなら、気合いを入れろ』

《碧雷》と向き合うレティシア・ベラスケスが、、突き刺すように忍に言う。

『そうだよそうだよ。リタのお姉ちゃんの足を引っ張らないでよね』

　リタ・ベラスケス、レティシアの妹で一三歳にも拘かかわらず飛び級で入学した才女だ。

『はいはい。麗うるわしきお二人に言われたら、僕には何も言うことないよ』

　渋しぶ々しぶと忍が、細剣レイピア状の武器を構える。

『……行くぞ！』

　レティシアの号令と共に、三機が《碧雷》に迫せまっていく。

　零士は、その中に入ることすら出来ず、ただ無線から流れてくる会話を聞いていた。出来ることと言えば、地上でただ呆ぼう然ぜんと眺ながめることだけだ。

　弓美香の説明では、竜因子を持つ者は誰でも最初から竜鱗機プラウダーを、自分の体のように扱あつかい、空を駆けることが出来るということだった。実際、三人の一年生は装着してすぐに飛ぶことが出来ている。だが、零士は飛ぶどころか、竜鱗機プラウダーが単なる重りにしか感じられないのだ。

「この竜鱗機プラウダーが壊こわれてたりしないよな……？」

　そうぼやいた瞬しゆん間かん、空中の《碧雷》の背中で、一二門の砲ほう門もんが大輪の花の様に開いた。その先せん端たんから、青白い光が放たれる。

　信じられないことに、その光は空中で何度も角度を変え、逃にげようとする三機に追いすがり、その武器を弾はじき飛ばし、背中を撃うった。

　三機ともバランスを崩し、錐きり揉もみ回転しながら地面へと墜つい落らくしてしまう。

　もうもうとした土つち煙けむりの中、《碧雷》が零士の前に降りてくる。

「で、零士くん。貴方あなたはココに何しに来たのかしら」

　零士の斜ななめ上、二メートルほどで弓美香が笑った。

「私を護るために来たの？　それとも、私を眺めに来たのかしら」

「お、俺は」

「私を考えなさい。私の側そばにいる、そのことだけを考えてみなさい」

　ゆっくりと《碧雷》が上じよう昇しようしていく。その姿を零士は目で追う。

「そうよ。私だけを見なさい！」

　弓美香が叫さけんだ。その姿だけを零士は見た。視界が弓美香だけになる。弓美香が高速で空を駆け上がっていく。

　見えなくなる。

　弓美香の姿が見えなくなる。

「──！」

　弓美香が息を呑のんだ。そして、横を向いて優やさしく微笑む。

「ね、やっぱり零士くん。貴方が私を護ってくれる騎き士しなのよ」

　零士の機体が、いつの間にか《碧雷》と共に空を駆け上がっていた。

　さらに《碧雷》を追い越こしていく。

　弓美香の姿が見えなくなる。

「え、あれ？」

　どうして飛べたのか分からない。

　訳も分からないまま、零士は真っ逆さまに地面へと墜落していった。

「……まだまだ頼たよりない騎士様みたいだけどね」

　ちょっと呆然とした後、クスクスと弓美香は嬉うれしそうに笑ったのだった。




　　　　※　　※　　※




　私立建たけ速はや学がく園えんは、クシナダ機関が発展的解消した後に設立されたクシナダ財団に所属する、竜と戦う戦士を育成する教育機関である。

　財団の理事長は、《屠竜戦争》における五人の英えい雄ゆう《竜討五将》の筆頭である霧きり雨さめ獣じゆう吾ごが務め、学園長もまた《竜討五将》の一人霧雨クラヒメが務めている。

　彼らの功績と影えい響きよう力によって、九年前二〇三二年に特とく殊しゆ学校法が成立し、《屠竜戦争》前には想像も出来なかった特殊な学園、私立建速学園は設立された。

　その最大の特とく徴ちようは教育機関であるにも拘わらず、兵器の運用及および生徒の殉じゆん職しよくが認められていることだ。

「と、今更説明されたってね。もう僕らは、殉職許きよ諾だく書にサインしちまっているからこそ、建速学園の制服の袖そでに腕うでを通しているわけだ」

　入学式の後に配られた生徒手帳をパラパラとめくりながら、忍が皮肉げな声を上げた。

　一七〇センチ半ばの身長にスラリとした体つき、ややファジーに伸のばした髪に、形の良い眉まゆと少し垂れた目を持った、一言で表現すればイケメンだ。

「ま、入学式が終わった途と端たんに戦せん闘とう訓練させるような、荒あらっぽい学園なのも納なつ得とくだけどね」

　忍が、やれやれと首を振ふる。その頬ほおには、絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

　入学式で弓美香のチームに選ばれた直後、零士、忍、レティシア、リタの四人は、弓美香に連れられて訓練場に連れて行かれたのだ。

　そこで説明も何もなく、いきなり竜鱗機プラウダーを待ち構えていた整備科の先せん輩ぱい達によって装着させられて──弓美香対四人の戦闘をさせられた。

　結果は、惨ざん敗ぱい。誰だれ一人、弓美香に触ふれることさえ出来なかった。

　零士に至っては満足に動くことすら出来ず、ようやく最後に空を飛べただけという始末だ。

　その後、全員竜鱗機プラウダーを外すと、一人弓美香を残して竜鱗機プラウダーの格納庫であるハンガーへ行くように指示された。

　というわけで、現在は地下の廊ろう下かをハンガーへ向けて歩いている真っ最中だった。

「はぁ、いきなり僕の顔に傷が付くなんてね」

　忍が絆創膏を少し押して「いつつ」と声を上げる。

「次は不覚を取らないっ」

　レティシアがパシンッと、手のひらを打った。竜鱗機プラウダーを外してみると、一五〇センチ台半ばのほっそりとした少女だった。赤い髪かみを短く切り揃そろえ、かなりキツイ眼まな差ざしを持ったクールビューティーで、零士や忍を見る視線は限りなく冷たい。しかも、男装姿なのだが、出る所はしっかりと出ている。

「そうは言うけど、相手は建速学園が誇ほこる杵き築づき弓美香先輩だしね。次どころか、彼女が卒業するまでに追いつけない可能性の方が高いと、現実主義者の僕は思うけれど」

　そうぼやいた忍を、レティシアが噛かみ付くように睨にらみ付ける。

「ふざけるな。アタシは誰だれよりも強くなる。すぐにでも弓美香先輩を抜いてみせる！」

「お姉ちゃんなら、絶対に出来るよ！」

　リタが、欠片かけらも疑っていない視線をレティシアに向けて微笑ほほえんだ。

　いかにも、一三歳らしい可愛かわいらしい笑顔だ。その外見も年相応に幼く、くりくりとした瞳ひとみと両サイドに垂れた亜あ麻ま色いろのボリュームある巻髪がとても特徴的な可愛らしい女の子だ。

　ただレティシアとリタの姉し妹まいは、はっきり言って似ていない。

「ありがとう、リタ。でも、リタは気をつけてくれよ。その顔に傷でも付いたら、アタシはどうしていいか……」

「お姉ちゃん、リタだって分かってここにいるんだよ？　覚かく悟ごは出来てるもん」

「さすがアタシのリタだ、偉えらいな」

　レティシアが、零士や忍を見る目とは打って変わって、優しげな目でリタの頭をなでた。似てはいないが、姉妹仲はすこぶるいいらしい。

「やれやれ。せっかく女子が三人もいるチームと思って喜んだんだけど、これは入る余地はないかな」

　忍がぼやいた。その顔に、零士は呆あきれた視線を投げかける。

「あのなぁ」

「こんな学園でも、学園は学園じゃないか。目め一いつ杯ぱい、青春を謳おう歌かしないと損ってものだろ？」

　さも当然と言った顔で、零士の顔を忍が見る。

「と言っても……残り一人はあの杵築弓美香先輩だ。高たか嶺ねの花過ぎて、どうしようもないか。っと、ああでも、キミ──零士くん、いや零士でいいよね。零士は、何か曰いわく因いん縁ねんがありそうじゃないか」
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　忍の言葉に、レティシアとリタも振り返った。

　全員の歩みが止まる。

「いや、特にないはずなんだけど……」

　視線を集中されてしまい、零士はポリポリと鼻先を搔かいた。

「特にないわけがない。あの杵築弓美香先輩が成績順位はまだしも、竜鱗機プラウダーをろくに動かすことも出来ない貴様を選んだんだ。いいか、信じられないことに、竜鱗機プラウダーを飛ばすことも出来ない貴様をだぞ」

　レティシアがジロリと睨んでくる。

「そう言われてもなぁ」

　零士の返答が気になったのか、三人が立ち止まり、顔をのぞき込んできた。

「思うんだけどさ。さっき見せた、弓美香先輩を追い越したあの急加速。実は零士には、何か隠かくされた力があるとか、そういうのはないのかい？」

　忍の言葉に、零士は首を傾かしげた。そんな話、聞いたこともない。

「違ちがうみたいだね……。弓美香先輩には、色々とあるから、実はキミのその血筋とかそういうものかと思ったんだけどね」

「血筋？」

　零士が聞き返すと、忍ではなくリタが大おお仰ぎようにため息を吐ついた。

「はぁぁぁぁぁ、零士は、そんなことも知らないの？」

「ええ、いや、何をだ？」

「弓美香先輩はね、クシナダ財団の指導者の血筋なの。《屠と竜りゆう戦争》で《竜》が先輩を直接狙ねらったこともあるって聞いたわ」

「本当かよ……」

「はぁぁ、そんなことも知らないで、よく護まもるだなんて言えるなぁ」

　リタが心底呆れたと、頭を振った。

「いいか、その弓美香先輩が、貴様を選んだんだ」

　レティシアが、零士を指差す。

「何の因縁もないなら、そもそも叶かのう零れい士じ、貴様は下から二番目の成績、一五九位だ。どうしてそんな生徒を、あの弓美香先輩が選ぶんだ。しかも、実際に竜鱗機プラウダーを装着してみれば、まともに動かすことも出来ないと来ている」

「いや、レティシアだって一六〇位じゃないか」

　零士が言い返すと、残り三人が固まる。そしてリタが「プッ」と吹ふき出した。

「な、なんだよ」

「やれやれ、零士くん。キミは何も知らないようだね」

　忍が頭を振る。

「どういうことだ？」

「レティシア……レティはね、入学試験の成績では二位なんだよ。理由があって、一六〇位に落とされただけでね」

　それはつまり、一五九位の零士こそが最下位ってことになる。

「……理由ってなんだよ」

「入学者発表の時にさ、リタのことをお子様がと笑ったヤツがいてね。彼女、そいつを叩たたきのめしちゃったんだよ。おかげで、ペナルティで一六〇位になったわけだ」

「よ、よく入学取り消しにならなかったな……」

　ぞっとした視線を、レティシアの背中に送る。

「ま、普ふ通つうなら取り消しだろうけどね。なにしろここは殉職の許可が出ているような危ない学園だからね」

　やれやれと忍が肩かたをすくめた。

「私としては、学園の品位のためにも、そのまま進学取り消しにすべきだったと思います」

　挑ちよう発はつ的な声が、背中越ごしに聞こえた。

　慌あわてて振り返ろうとしたが、そんな零士の行動を小こ馬ば鹿かにするように、早足で声の主が追い越していく。

　丁てい寧ねいな日本語だが、明るく輝かがやく金色の髪を、短く切り揃えた白人らしい少女だ。もっとも、真っ先に目が行くのは高校生離ばなれしたそのスタイルだったりする。

　と、零士の男子特有の視線に気が付いたのか、少女が振り返り憎にく々にくしげな視線を送ってきた。

「ふんっ」

　そのまま、歩き去っていってしまう。まるで残りのチーム三人を従者のように付き従えてだ。

「なんだよ、あれ……」

「エミリー・グラント。アタシの上だったヤツだ」

　レティシアが零士の呟つぶやきに、敵意をむき出しにして答える。

「上ってことは、アイツが今回の入学試験の首席なのか」

　そう思うと、エミリーの姿に威い厳げん的なものを感じてしまう。

「悔くやしいが、そうだ。それにあのチームのメンバーは、みな成績上位者だ」

　チラリと零士をレティシアが見る。

「悪かったな、実質最下位で」

「まったくだ。弓美香先輩も何を考えているのか、アタシにはさっぱりだ」

　ため息を吐くわけでもなく、淡たん々たんと言ってレティシアが歩き出した。

「ちなみにリタは一五位だよ」

　レティシアに続いて歩き出したリタが、ニヤリと笑う。

　さすがに飛び級は出来が違う。零士はそう思い、肩を落としながら歩き出した。

「あれ、僕の順位は聞かないのかい？」

　忍が隣となりに並んできて不満そうな顔をする。

「どうせ、お前も成績上位なんだろ」

「お前？　僕のことは忍と呼んで欲しいね」

「……忍も成績上位なんだろ」

　うんざりしながら聞き返す。

「ふふ、六四位さ。上というわけでもなく、下というわけでもなく。我ながら中ちゆう途と半はん端ぱな順位で気に入ってるんだけどね」

「……俺より遥はるか上なのは確かだ」

「ま、その通りさ。零士のおかげで、僕だって弓美香先輩に選ばれたことが不自然なのに、目立たないで済んでいる。実は感謝しているってわけさ」

　忍が笑い、すぐに目を輝かせた。

「でもアレだね。僕としては、そんな猿さる山やま争いよりも気になることがあるわけだ」

「何が気になるんだよ」

「いやね、すれ違った時に見たけど、あの胸はでかいよなぁ。Ｅカップはありそうだぞ」

　忍がエミリーの後ろ姿を見ながら嬉うれしそうに呟く。

「……まぁうん、弓美香先輩に匹ひつ敵てきする大きさだとは思うけどな」

　確かに、エミリーの胸に思わず目が行った零士ではある。

「なんだ零士。キミも見るものはちゃんと見てたってわけか」

「あ、いや……まぁうん」

「フフフ、いいねいいね。女の子の神秘を追求する心を持った人間は大好きだよ。零士とは仲良くやっていけそうだ、な、兄弟」

　忍がなれなれしく、肩に腕うでを回してくる。

「兄弟って、そこまで仲良くなったつもりはないぞ」

「ああ、なるほど……確かにそこまで近くはないかな。なら、又また従い兄と弟こって辺りかな」

「好きにしてくれ」

　忍の腕を剥はがしながら、零士はそのなれなれしさが、相あい性しようなのかあまり苦痛ではなかった。

「で、又従兄弟。我らのチームメンバーのバストサイズはどう思うんだい？」

「何を言ってるんだよ」

「何って決まってるじゃないか。これから一年間を共にする女の子のことを、僕はもっとよく知りたい。そう言っているだけさ」

　忍が力強く言う。

「それがどうして、いきなりバストサイズになるんだ？」

「じゃぁヒップサイズからがいいのかい？」

「そういう問題じゃなくてだ」

「リタちゃんは、まぁ発展途と上じようだから、まだいいとして……。レティはそれほど大きくはないけど、美乳だとは思うんだよねぇ」

　こそこそと忍が、零士に耳打ちしてくる。

「まぁうん……じゃなくてっ」

「なんだよ、隠さないでもいいじゃないか。こうやって二人の後から歩いているのだって、お尻しりが揺ゆれるのを見たいからなんだろ。本当は僕と同じく女の子大好きなんだろ？」

　どう返答してやろうかと思った零士の前に、カツンと乾かわいた足音と共にレティシアが立ち止まり、振ふり返った。

「貴様達に一つ言っておく」

　隣の忍があからさまに、しまったと顔をしかめている。

「アタシは戦う術を得るためにここに来た。とうの昔に女だということは捨てている」

　淡々とレティシアは言い放つと、再びリタの隣に戻もどって前へと歩き出した。

「お前のせいで怒おこられたというか、呆あきれられたじゃないか……」

　零士は忍を睨にらんだ。が、零士の視線なんかお構いなしに忍は顎あごに手を当ててなにやらブツブツと考え込んでいる。

「どうしたんだよ」

「いや、そのまさか……だけど、あの胸の揺れ方は、もしかして……ノーブラか？」

「馬ば鹿かなこと言うなよ」

　苦く笑しようしながら今見たレティシアを思い返してみる。

　弓美香と比べれば控ひかえめだが、確かな膨ふくらみがあった。その彼女が振り返る時──揺れた。あの大きさでブラジャーをしていれば、そう大きく揺れるとは思えないのに、確かに揺れているのが零士にも見えた。

「なっ……」

　思わずレティシアの背中を凝ぎよう視ししてしまう。そんなことしても、ブラジャーのラインが見られるわけがない。それでも悲しい性さがで、なんだか見てしまった。

「ふふ、やっぱり零士は僕の又従兄弟のようだね」

　同じくレティシアの背中を凝視しながら、忍が笑う。

「一いつ緒しよにするな。俺はただ、その……事実を知りたいだけだ」

「僕だってそうさ。そして知ったからには、末永くバレないように観賞していきたいと思うね」

「忍って、女の敵なんじゃないか？」

「女の子愛好家ってだけさ」

　そんな男子の会話をよそに、レティシアとリタがスタスタと廊ろう下かを歩いて行く。

　そして零士と忍は悟さとった。

　どれだけ凝視しても、背中からではノーブラの真しん偽ぎは分からないと……。

「あれだ。お姉ちゃん、リタ達のチームのハンガー、あれだよ」

　リタが一枚の扉とびらを指差した。その扉には堂々と『Ｎｏ．１』と書かれている。ここが弓美香が指定した場所で間ま違ちがいなかった。

　中に入ると、そこは灰色に覆おおわれた無機質な空間だった。

　正面奥には更こう衣い室と書かれた男女の扉がある。

　そして左右の壁かべの前に円形状の台座が五つ置かれていた。その中の一つだけは深い青色に塗ぬられているが、他ほかの四つは全すべて同じ灰色で形も同じだ。

　台座は直径三メートルといったところで、よく見れば無数の切れ込みがあり何かしらの機械的な動きをしそうに思えた。

「ちょっと遅おそかったわね」

　左の壁、二つある共に灰色の台座の奥に設置されたコンソールの前に、何時追おい越こしたのか、それとも別ルートがあるのか、弓美香が座っていた。

　彼女は立ち上がると、颯さつ爽そうという言葉にぴったりな動作で零士達の前まで歩いて来る。

「このハンガーで貴方あなた達は一年間、訓練することになります」

　弓美香が、灰色の台座の前に進んだ。

「この台座型の装置はガントリーです。貴方達から見て左二つが入り口からリタさん、レティシアさん。右三つは入り口から忍さん、零士くん、そして私のガントリーになります。……何かしら、忍さん」

　弓美香が手を上げた忍に振り向く。

「ガントリーと言われても分からないんですが。それなんですか？」

「正式名めい称しようはプラウダースーツアップガントリーよ。この中に、貴方達専用の竜鱗機プラウダーが格納されているわけ」

　この台座の中に、竜鱗機プラウダーが入っている。ということは、自分で中から取りだして、先ほど弓美香と戦った時のように、整備科の手を借りて装着するのだろうか。

「さっきとは違ちがうわ。というより、さっきの装着方法がイレギュラーね」

　零士の疑問に気が付いたのか、弓美香がクスリと笑う。

「本当はあのタイミングで、竜鱗機プラウダーを装着する段取りではないのよ。でもね、私はどうしてもまずは見ておきたかったのよ。おかげで、これからの訓練方針が決まったわ」

　そう言うと、弓美香がガントリーと呼ばれた台座型装置に移動する。

「これが正しい装着方法よ。見ていてね」

　弓美香が制服の上着を壁に掛かけ、右奥にある深い青色のガントリーの真ん中に立つ。次いで、舞まうような動作で腰こしに下げた日本刀を抜ぬき放つと、自分の真下に突つき刺さした。

　ガントリーの中で何かが目覚める。竜りゆうの咆ほう哮こうのような駆く動どう音が響ひびき、次いでモーターの派手な音が鳴る。切れ込みが開き、ガントリーの中から一〇本ほどのアームが伸のびて、弓美香の体に竜鱗機プラウダーを装着していく。

　日本刀を突き刺してから三〇秒ほどで、弓美香の体には深い青色に彩いろどられた、硬こう質しつに輝かがやく甲かつ冑ちゆうが取り付けられていた。全体としてどこか、無骨な戦国武者を感じさせる鎧よろい姿だった。頭部も兜かぶとのようなヘッドギアで覆われている。

　ただ二の腕や太もも、そして胸部と腹部などは覆われておらず、弓美香の肌はだに密着した黒いインナーがむき出しで、彼女の豊満なボディーラインがヘソ筋までハッキリと見て取れてしまう。

「……竜鱗機プラウダー」

　レティシアが唸うなるような声を上げた。

　唯ゆい一いつ戦うことが出来る兵器であり、人間が手にする最強の兵器でもある。

　その技術と知識は、遥か古いにしえの昔から《竜》との戦いに備えてきたクシナダ財団だけが、握にぎっている。つまり、他のどこの国も組織も製造することが出来ないのだ。

　現在、世界に散らばっている竜鱗機プラウダーは、《屠と竜りゆう戦争》において使われた、この学園の物に比べると旧式の物だけだ。結果、現在世界で最さい新しん鋭えいの竜鱗機プラウダーを最も多く運用している合法組織は、クシナダ財団所属の私立建速学園となっていた。

「この竜鱗機プラウダーの駆動キーはこれ、ヒヒイロカネ製の刀よ」

　弓美香が自分の刀を持って言う。

「既すでに貴方達が入学前に選せん択たくした刀が、ガントリーの後ろに立て掛けられているわ。自分が選択申しん請せいした形状のものか、まずは確かく認にんしてね」

　その言葉に従って零士達は、それぞれ割り振られたガントリーの後ろに回った。確かにそこには刀が置いてある。合格通知と共に、無数のタイプの中から選択するように言われた刀だ。その中から零士が選んだのは、弓美香と同じノーマルな日本刀タイプだった。

「あれ？」

　鞘さやなど拵こしらえに色が付いていない。真っ白だ。だがそれ以上考える暇ひまなどなく、弓美香から次の指示が飛ぶ。

「まずはガントリーの真ん中に立って、自分の駆動キーをセットして」

　指示に従ってガントリーに乗ると、他のメンバーが選んだ武器が目に入った。

　隣となりの忍は細く長い刀身を持った細剣レイピア。

　リタはその小こ柄がらな体格からは想像出来ない、二メートル近い戦斧バトルアツクス。

　レティシアは湾わん曲きよくした刀身の曲刀シヤムシールが──二振ふりだ。

　誰だれの武器も彩さい色しきされていなく、柄つかも刀身も真っ白い。

「零士くん。貴方も早くセットして」

　弓美香に注意され、急いで自分の刀の切っ先を真下にある穴に刺す。

　すると咆ほえるような駆動音が足あし下もとから響き、無数のアームが迫せり上がって来た。弓美香の時と同じ様に、次々と装そう甲こうが体に装着されていく。

　装そう飾しよくなどなにもなくただ白い。さらに弓美香の機体のように砲ほう門もんがあるわけでもなく、全体としてあっさりとしたデザインになっている。

「そもそも、なんで弓美香先せん輩ぱいのは青いんだ？」

「零士、キミはよくそんなんで入学試験に受かったな」

　隣のガントリーから、零士と全く同じ竜鱗機プラウダーを装着した忍が呆れた声を出す。

「いいわ。私が、確認もかねて説明するから」

　弓美香が口を開く。

「竜鱗機プラウダーには五つのタイプがあるの。ブルーは、遠えん距きよ離り狙そ撃げきタイプ。イエローは遠距離弾だん幕まくタイプ。レッドは直接打撃タイプ。ブラックは防ぼう御ぎよ支し援えんタイプ。そしてシルバーが万能タイプ。こう五つの色で区別されてるわ」

　ということは、深い青色で彩られている弓美香は、遠距離狙撃を得意としていることになる。

「この分類は、そうね、《竜》と戦える者の全ての宿命と言っていいわ」

「どういうことですか？」

「あまり世の中では知られていないことだけど、零士くんはお姉さんから何も聞いてないの？」

　ちょっと意外そうに弓美香が、零士に聞いてくる。

　それよりも零士にしてみれば、弓美香が入学時の履り歴れき書でも見たのか自分に姉がいることを把は握あくしている方が意外だった。

　詳しよう細さいは知らないが、零士が六歳の時に両親は《屠竜戦争》で戦死していた。以後は、両親の戦いくさ友達の支し援えんを受けつつも、基本的には九つ年上の姉と二人きりの家族だった。

「そう、何も教えられてないのね。ちなみに、他の三人で分かる人はいるかしら」

「《竜りゆう戮りく者しや》のことなら」

　レティシアがぶっきらぼうに答え、隣でリタが頷うなずく。忍は肩かたをすくめて首を左右に振ふるだけだ。

「《竜戮者》、つまり竜因子を持ってる人間ね。クシナダ機関は《竜》の技術を盗とう用ようし、模も倣ほうして竜鱗機プラウダーを作り上げたわ。結果として、竜の血を受け継つぐと思おぼしき、竜因子を持つ《竜戮者》にしか扱あつかえない兵器になってしまったのよ」

「なるほど。竜の力で竜鱗機プラウダーを扱う以上、元々の竜の分類がそのまま適用されるってわけですね」

　忍が竜鱗機プラウダーを装着したまま腕うでを組んだ。

「そういうことね。貴方達の適性というよりは、貴方達の中にある竜因子の適性でカラーリングが決まるの。その適性は入学試験時に判定されているけど、私が伝えるべきと判断した時に伝えるわ。まず今日の初期訓練は、五つのタイプに改修する前の、基もとになる素体状態の三九式竜鱗機プラウダーで訓練を受けてもらうわ」

「三九式……確か一昨年にクシナダ財団で正式採用された竜鱗機プラウダーでしたっけ？」

　リタの言葉に弓美香が、少し驚おどろいた顔をする。

「よく知ってるわね。この辺りのことは、おいおい授業で教えてもらえるから、今は省略しちゃうけどね」

　好こう奇き心しんで目を輝かせていたリタに、弓美香がクスリと笑った。

「待て。素体っていうのはどういうことなんだ」

　そうレティシアが聞くと、弓美香が深く頷いた。

「レティさん、貴方が今装着している三九式竜鱗機プラウダーを、タイプ別に改修します。つまりその子は、この後貴方達の相棒となる竜鱗機プラウダーです。大事に、仲良くしてあげて下さいね」

　そう言われると、真っ白で大したことがなさそうに見えていた自分の竜鱗機プラウダーにも、なんだか愛情が湧わいてくる。

「うーん、リタは早く自分の適性を知りたいなぁ」

　リタが少し唇くちびるを尖とがらせた。

「ごめんなさいね。これが私の方針なの。それに貴方達も早く竜鱗機プラウダーの説明を聞きたいでしょう？」

　弓美香が竜鱗機プラウダーの操作説明を始める。

　竜鱗機プラウダーは、この世界の法則とは異なる竜世界の法則──異則によって動いている。そして異則をこの世界で発動させるのが、竜因子から発生する竜力と呼ばれる、この世界には本来ないエネルギーだ。

　異則は竜鱗機プラウダーの稼か働どうだけではなく、重力制せい御ぎよによる飛行、装甲強化、バリアー壁へき発生、攻こう撃げき強化などにも利用されており、この力によって他の兵器を寄せ付けない力を得ていると言えた。

「だからこそ、竜因子を持たないと竜鱗機プラウダーは稼働しないし、意味をなさないの。たとえば重力制御で飛行する場合は、搭とう乗じよう者の竜因子から竜力を竜力誘ゆう導どう機で取り出し、異則が搭とう載さいされているモジュールに竜力を流して空を飛ぶわけ」

「操作はどうするんだ？」

　自分の籠こ手てに包まれた指を、試ためすように動かす。

「慣れれば、自分の体と同じように扱えるわ」

　弓美香が言う。

「異則の最大の特とく徴ちようは過程がないことなの。だから、自分の機体の異則を把握しておけば、結果が発現するわ。そうね、指を動かす時にいちいち筋肉の動きなんて考えないでしょう？　それと同じよ。把握していれば、動かしたい異則が勝手に活性化するわ」

　いまいちピンと来ない零士だが、弓美香の説明はそのまま続いてしまう。

「あとは流し込む竜力の調整で威い力りよくをコントロールしたりするだけよ」

　と言うと、弓美香がガントリーから降りた。

　瞬しゆん間かん、装着している素体竜鱗機プラウダーが一気に重くなる。

「私からの竜力供給をカットしました。まずは駆動キーを抜いて鞘と一いつ緒しよに、セットしてみて」

　零士以外は、各おの々おのに設しつらえられた佩はい刀とう位置に駆動キーである刀をセットする。零士は、どうにも腕が重くて、一人だけ一分ほどかけてようやく作業を終えた。

「では、竜鱗機プラウダーを自分で意識して把握して、まずは私の前に入学式で呼んだ順番で整列してみてね」

　ハンガーの真ん中に立った弓美香が、初めてプールに入った子供を導くようにパンパンと手を叩たたく。

「意識とか把握って言われても……」

　さっきの戦せん闘とう訓練時と同じで、とにかく重い。意識して把握というのも、さっぱりやり方が分からない。とりあえず、三〇キロはゆうにありそうな重い装甲を力ちから業わざで、ガッシャンガッシャンと引きずって歩くことにした。

「お前、こんなことも出来ないのか？　さっきは空を飛んでいただろう」

　なんとか弓美香の前に行くと、隣に並んだレティシアが思いっきり冷たい視線を送ってくる。

「ぶ、不器用なんだよ」

「才能がないとしかアタシには思えない」

　自分でも密ひそかに思うことを断言されてしまった。キツイ顔つきをしているだけでなく、性格もキツイ女子だ……。

「零士くんはレティさんと、忍さんはリタさんと互たがいに向き合ってみて」

　弓美香の指示を受けて零士は振り向くというよりも、足の位置をずらしつつ回転した。

「遅おそい」

　イライラとした口調で言われてしまった。

「そう言われてもさ……」

「いいか」

　レティシアが、やれやれと口を開いた。

「え？」

「え？　ではないっ。よく聞け」

　レティシアが一歩つめより、指先で胸を突ついてくる。

「は、はい」

「貴様は、どう動いてる」

「どうって、体を動かすんだろ？」

「違ちがう。あくまでも動くのは竜鱗機プラウダーだ。意識を体から広げろ」

「ひ、広げる？」

「そうだ。竜鱗機プラウダーの装甲が自分の体だと思うんだ。意識をそこまで広げてみろ」

「………………よく分からねぇ」

「竜鱗機プラウダーの中に、意識の根を生はやしていくんだ。目を閉じて、イメージしてみろ」

　言われた通りに目を閉じて、意識が装甲の中に根を生やさせる様子をイメージしようとする。

「いいか、焦あせるな。まずは右腕の装甲だけでいい」

　右腕の装甲に意識の根を埋うめ込んでいく。ゆっくりと、気のせいかも知れないが装甲が自分の一部のような感覚に囚とらわれていく。

「右腕の装甲を上げて、手を動かしてみろ。いいかあくまでも、貴様の体ではなく装甲を上げるイメージだぞ」

「ああ……」

　目を瞑つぶったまま右腕を包む装甲を、上げてみる。

　軽かろやかに、下手をすると自分の右腕を上げるよりも楽に装甲が上がる。ほぼ同時に右手も開いて閉じる。

　もにゅもにょとした柔やわらかい感かん触しよくと同時に、

「キャァァァァァ!?」

　甲かん高だかく、どこか可愛かわいい悲鳴。

「な、なんだ？」

　目を開けてみると、零士の右手が思いっきりレティシアの決して大きいとはいえないが形の良い胸を、インナー越ごしに掴つかんでいた。

　しかも、これも竜鱗機プラウダーの性能のおかげだろうか。実際の手で何かを掴むよりも、より鋭するどい感覚で……胸の感触が分かってしまう。

　ブラジャーがない。つまり、生乳なのだ。

　いやでも、なんだかおかしい──そうだ胸の先せん端たんの突とつ起き物が感知出来ない。

　竜鱗機プラウダーの鋭えい敏びんな感触のおかげで、インナーの下が直接しっとりとした肌はだなのは分かる。にも拘かかわらず中央に突起物を感知することが出来ないのだ。

　とか、悩なやんでいると鋭い声が叩きつけられた。

「い、いつまで触さわっている！」

「わ、悪い！」

　零士が慌あわてて手を引く。

　レティシアの手が空中を掴んだ。

「──!?」

　なぜかレティシアが驚いた顔だ。いや、胸を、それもノーブラの胸を揉もまれたのだから驚いて当然だとは思うが……。

「速い、だと」

　零士を睨にらみながら呟つぶやく。

「速い？」

「いや、なんでもない」

　零士が聞き返すと、レティシアが不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけた。

「でもその……悪い。わざとじゃないんだ。偶ぐう然ぜんというか、ほら、まだコイツに慣れてないもんでさ」

「気にするな。アタシは、ここに来た時に女を捨ててる」

　その割には、随ずい分ぶんと可愛い悲鳴を上げたと思う零士だ。

「なんだ？」

「いや、なんでも」

「……まあいい。零士、さっきの感覚で体全体を動かしてみろ。一度感覚を把は握あく出来れば、もう問題ないはずだ」

「そう、かな」

「そうだ」

　レティシアが当然だと頷うなずく。それはたぶんお前だから出来たんじゃないか、零士はそう思いつつもとりあえずは言葉に従って体を動かしてみた。

　そう体をだ。

　軽いどころか思いっきり重くて、バランスが崩くずれる。前へとつんのめる。

「うわぁぁっ」

「落ち着けっ、装そう甲こうを動かすんだ！」

　叫さけびながらレティシアが慌てて後方に下がる。

「くそっ！」

　右みぎ腕うで装甲を動かした時を思い出す。倒たおれながら、装甲に意識の根を生やす。

　途と端たん、全すべてが軽くなる。

　重さを感じない。

　腕が自由に動く。

　零士は、倒れないために必死になって──つんのめりながら掴んだ。そう、藁わらにも縋すがる思いで目の前の──レティシアの腰こしにだ。

「馬ば鹿かっ、来るな──また速いっ！」

　零士がタックルした形で二人が転んでいく。

「危ないっ！」

　弓美香が動いた。彼女の声からコンマ何秒遅おくれて、背後を掴まれて零士の落下が止まる。

「!?」

　体は急停止したものの、頭だけが慣性の法則に従ってむち打ちになりそうな勢いでガクッと下に落ちる。

　ぱふんと、何か柔らかい場所に顔面が着地した。

　なんとなく、色々と装甲を付けている割には顔面が無防備でいいのだろうかと、場違いに零士は思ってしまう。

　が、そんな思考よりも最優先は酸素だ。なにしろ柔らかい何かに顔面が埋まってしまっていて、鼻の穴も、口も通気口の役割を果たしてくれないのだ。

「……もが」

　息を吸うスペースを確保するために、頭を振ふる。

「ふあぁぁぁんっ!?」

　変な、妙みように甘ったるい声が聞こえた。

「な、何してるのっ、零士くん！」

　今度は弓美香の叱しつ責せきだ。

　よく分からないが、怒おこられたということは今の行動はダメだってことだ。

　とか考えてる間にぐいっと引かれて、零士はその場に尻しり餅もちをついた。

　同時にビリッと布の破れる音が響ひびいた。

　──。

　──。

　──。

　ハンガーの空気が凍こおる。

　零士には何が起きたかさっぱり分からない。

　とりあえず見えたのは、零士の顎あごを護まもる装甲に破れた黒いインナーの生き地じがぶら下がっていることだ。いや、視界上部にちらつくのも二枚の黒いインナーの生地だ。どうやら兜かぶとの一部にもぶら下がっているらしい。

「…………？」

　ぼやけた視界が徐じよ々じよに整ってくる。

　どうやら目の前にはレティシアがいるらしい。

　めくれたスカートが腹部にかかり、くしゃくしゃになっている。

　なるほど、自分はレティシアのおヘソ付近に顔面を埋めたらしい。女の子のお腹なかなら、確かに柔らかいはずだ。

「つぅ……」

　仰あお向むけに転がっていたレティシアが、ゆっくりと体を起こした。

　脚あしを半ば開いて、その場に座る。

　そして零士は確かく認にんした。レティシアの両胸を覆おおっていたインナーが、半ば破けている。そこには忍の予想通り、胸を覆うべきブラジャーがなかった。

　同時に零士は把握した。ついさきほど、インナー越しにレティシアの胸を揉んだことで生まれた疑問──ノーブラなのに乳首がないことだ。

「ニプレス……だったのか」

　零士の呟きにレティシアが、すぐに頬ほおを朱しゆに染めて、両腕で胸を覆い隠かくした。

「き、貴様っ、なにをした！」

「いや違うぞっ、これは不ふ可か抗こう力りよくでっ。単に転んだだけで、そしたら兜にインナーが引っかかって破けちゃっただけだっ」

　必死に弁解しつつも、どうしてもにやけてしまう。

　それがまたレティシアの怒いかりに火をつける。

「貴様ぁぁぁぁぁ！」

「あ、あうあう……不可抗力はホントなんだってば！」

　そう言いつつ、零士はふと思った。

　では、顎にぶら下がっているこのインナーの切れ端はしはなんだろうか。どこの部位だろうか。もしかして、それは、もしかして、それは、もしかして──。
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　何度か頭の中でリフレインしてから零士は、おそるおそる、チラリと瞳ひとみだけを動かしてレティシアの脚の間を見た。

「あ、穿はいてない」

　インナーが破れれば当然見えるはずの、パンツがない。そこには肌はだ色いろが広がっている。

　しかも年ねん齢れい的に当然生えてるものが生えてない、一本のスジがソコにはあった。

　誰だれも驚おどろいていないことを考えると、角度的に零士にしか見えていないのだろう。

「……？」

　当の本人のレティシアまでもがキョトンとする。

　そして一秒、二秒、三秒。

　カァァァァっと耳まで赤くしてレティシアが、急いで脚を閉じた。

「貴様っ、アタシの秘密を見たなっ、殺す！」

　レティシアが左腕だけで胸を隠し、自由になった右手で曲刀シヤムシールを一刀抜ぬき、切っ先を零士に向ける。

「いやその、不可抗力っ。てか、ホントに不可抗力で！」

「リタにだって……リタにだって生えてるんだ！」

　目が完全に据すわっていて、零士の言葉なんて聞いちゃいない。

「落ち着けっ、落ち着いてくれっ！」

　レティシアが曲刀シヤムシールを振り上げる。この近きん距きよ離りだと間合いの中で、零士は思いっきり生命の危機を感じてしまう。

「弓美香先せん輩ぱいっ、止めて！」

　助けを求めて振り返ると、

「…………」

　腕組んでつーんとそっぽを向いている弓美香の姿があった。

「弓美香先輩？」

「零士くんは、随分とレティさんと仲が良いのね。今日会ったばっかりなのに」

「どこが仲よさそうなんでっ。今まさに殺されそうになってるでしょ！」

「おっぱい揉んだり……顔を埋うめたり、凄すごく破は廉れん恥ちな仲に思えるもん」

「も、もんって!?　だからあれは不可抗力でっ」

「嘘うそっ。にやけてた。ぜーったいわざと！」

　凜りんとした弓美香の姿など欠片かけらもなく、駄だ々だをこねる子供のようにそっぽを向いたまま全然信じてくれない。

「やっぱりわざとか！」

　しかもレティシアにまで、弓美香の言葉が影えい響きようしてしまう。

「不可抗力だってば────！」

　零士に残された手段は、もう頭を抱かかえて叫ぶことしか残っていなかった……。

　そんな三人の様子を見つつ、忍は満足そうに頷いた。

「う～ん、なかなか良いものを」

「というか、リタとしては……お姉ちゃんが、去年から一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってくれない理由が、よーやく分かったって感じ」

　リタがまん丸い目をぱちくりと瞬またたかせる。

「ん……って、ことはリタちゃんは去年から？」

「そーいうの聞くのって野暮って言うんだよ？」

「なるほど。いい勉強になったよ」

「それに、リタちゃんって子こ供ども扱あつかいしないでよね。リタの方が順位上なんだから」

「これは悪かった。ではリタ、あの三人をどうすべきかな」

「そだね。お姉ちゃんに恥はずかしい思いさせた零士を、リタが助ける理由なんてないしね。お姉ちゃんが好きにすればいんじゃないかな」

「き、厳しいね」

「そでもないよ？　殺しちゃうくらいだったら止めるもん。だって、そんなことしたらお姉ちゃん退学になっちゃうじゃない」

「まぁ、うん……半殺し程度までなら、僕も友達として放ほうっておくことにするか」

　忍が腕を組んで頷いた。

「それのどこが友達だ───！」

　悲鳴に聞こえなくもない零士の叫びを聞きつつ……。




　　　　※　　※　　※




　五分後──。

「というわけで、竜鱗機プラウダーの装甲の堅かたさは分かりましたね」

　整列したチームの前に立って、何事もなかったかのように弓美香が澄すました顔をする。

「確かに。大した強度だ」

　レティシアもまた静かに言い、

「死ななかった」

　一言付け加えた。既すでに彼女は着き替がえていて、インナーはもう破けていない。

「ちょっと待ていっ。おかしいだろっ、今の流れ！」

　レティシアの隣となりで零士は叫さけんだ。

　零士の竜鱗機プラウダーの白い装そう甲こうは、レティシアに斬きりつけられてあちこち塗と装そうが剥はげてしまっている。零士自身の顔も、這はいつくばって逃にげたせいで汚よごれきっていた。

　まるで戦場帰りのようだ。

　というか、零士的には完全に戦場帰りだ。

「ちょっと不可抗力でニプレスと、スジ見ただけで殺……ころ……ご、ごめんなさい」

　弓美香とレティシアから同時に睨にらみ付けられて、零士はこれ以上の抵てい抗こうを諦あきらめた。人間、どうやら諦めが肝かん心じんな時もあるらしい。

「しかし、なんだってノーブラノーパンだったのかね」

　忍がジロジロとレティシアの胸と腰こし回まわりを見る。その答えは本人ではないところから、返ってきた。

「リタが悪いの」

　申し訳なさそうにリタが言う。

「竜鱗機プラウダーの装着って、なるべく何も着てない方がいいって噂うわさを前に教えちゃったから」

「それで、下着なしね」

「言っただろう。戦いに来たと。強くなるなら、少々の羞しゆう恥ちなど気にしない」

　と言いながら、レティシアの顔は心なしか赤い。

「それは俗ぞく説せつ。竜鱗機プラウダーの装甲がない箇か所しよから見える服装が、薄うすいインナーだからそういう誤解が生まれたようね」

　弓美香が答えると、レティシアが装甲に包まれた手を挙げた。

「正面部位がこんな脆ぜい弱じやくでは、平気とは思えない」

「竜鱗機プラウダーにはバリアー壁へきの異則が標準装備されているわ。さらに圧あつ倒とう的てきな機動力と、そのヒヒイロカネの刀があるでしょう」

　ニコリと笑った弓美香に、レティシアが首を傾かしげた。

「バリアーを突とつ破ぱした弾だん丸がんは斬り捨てるか、避よければいいのよ」

　単純過ぎる回答が返ってきた。

「人間が持ちうる竜りゆう力りよくは、決して多くはないわ。だから装甲は必要最低限の部位に抑おさえてあるの。そしてヒヒイロカネ製の兵器は、竜力を通せば通すほど斬れ味が増すのよ。なら、避けることを基本にして、より攻こう撃げきを打ち落としやすい体幹正面部位の装甲は削けずる。それが《屠と竜りゆう戦争》を経験した先輩達が出した結論というわけ」

「……人間ってのは、豪ごう快かいな発想をするものだね」

　忍が呆あきれたと頭を振ふった。

「貴方あなた達も竜鱗機プラウダーと一体化すれば、よく分かるようになるわ」

「一体化って、今までのは？」

　装着してからの苦労を苦々しく思い出しながら、零士は訊きいた。

「竜力誘ゆう導どう機で取り出した竜力のコントロールを憶おぼえてもらう、基き礎そ訓練ね。竜鱗機プラウダーの基本的な操縦は、竜力コントロールさえ憶えれば特に訓練は必要ないの」

　弓美香はそう言うと、一人で左奥にあるコンソールの前に移動した。

「全員、自分のガントリーの上に戻もどって」

　零士達は、特に逆らう必要もなく割り当てられたガントリーの、その台座型の上に乗った。

「今から基礎制せい御ぎよ系以外の異則を解放します。そのままじっとしていて」

　指示の直後、再びアームがガントリーの中から無数に顔を覗のぞかせて、各所の装甲を剥がし、鈍にぶく輝かがやく円えん盤ばん状の物体を組み込む。

　そしてすぐに、また零士達の体に装甲を装着した。

　全すべての作業に一分も掛かかっていない。

　ただ、円盤状の物体が組み込まれた装甲が装着される度たびに、零士には分かった。

　飛行方法、姿勢制御、バリアー壁の展開、装甲のポイント強化、ヒヒイロカネ製刃やいばの斬ざん撃げき強化……。竜力が通った異則の全てが、まるで自分の生まれ持った能力のように掌しよう握あく出来てしまう。

　いや、この竜鱗機プラウダーと自分が一つになった錯さつ覚かくすら憶える。

「なぜ分かるのか、正確には分かっていないの。ただ竜世界の異則は、竜因子を持つ《竜りゆう戮りく者しや》にとっては故郷の法則だから、という説が有力視されてるわね」

　弓美香がコンソール前から中央に戻った。

「これで貴方達は、新米ではあるけれど空を駆かり竜を狩かる戦士になったわ。なら、やることは一つよ」

　決まり切ったことを伝えるように弓美香が言う。

　だが実際、それは竜鱗機プラウダーの力を得た零士達にとっても決まり切っていることだった。

　力を振るいたい。

　この人間の力を超こえた、竜の力を思う存分使ってみたい。

　純じゆん粋すいにして強い欲よつ求きゆうだ。

　弓美香が、兜かぶとに備え付けられた小型マイクに話しかける。

「管制科聞こえる？　第一ハンガー、ハッチ開放を要よう請せいします」

『こちら管制科二年コニー。碧へき雷らいのチームにしては時間掛かったじゃないの～。平ひら野ののチームなんてもう訓練を始めてるのにさ～』

「私には私のやり方があるのよ」

『了りよう解かい了解。ハッチを開放します』

　短いやりとりの後、天てん井じようが中央から二つに割れて開け放たれていく。天井が開いていくに連れて、徐じよ々じよに日が差し込んできた。

「良い天気ね」

　眩まぶしそうに上を見上げた弓美香が、ゆっくりと浮ふ上じようする。

「全員、一列縦隊でついてくるように」

　一気に加速する。零士は、その後に続いた。

　飛ぼう。

　そう思っただけで、飛んでいた。

　軽い。自分の体重すら感じない。

　それが当然のように、空を駆けることが出来る。

　瞬く間にハンガーの天井を抜ぬけて、空に躍おどり出た。

「零士くんっ！」

　弓美香の声に振り返ると、いつの間にか後方に彼女の姿があった。それだけではなく、地上からもう一〇メートルは上じよう昇しようしてしまっている。

　またもや、追い抜いていたらしい。

「あれ、いつの間に？」

　二回目ということもあり、零士は幾いく分ぶん落ち着いていた。

　方向を地上へと向けて、竜力を絞しぼり推進力を落とす。これで重力にほどよく逆らう推進力まで落とせば、ゆっくりと地上へ降り立つ──はずだった。

　なぜか推進力をゼロにしてしまい、自由落下状態に入り一気に落下してしまう。

「え、なんでだっ!?」

　激しい音をあげ土つち煙けむりをあげ、零士は地面に墜つい落らくした。

「い、いたたたた……」

「フルスロットルで弓美香先せん輩ぱいを追い越こし、今度は竜力をゼロにして墜落か。間がないのか貴様は」

　なんとか立ち上がった零士に、レティシアが冷たい視線を投げる。

「そんなつもりはなかったんだけどな……」

「ま、竜鱗機プラウダーが自分の体と一つになったって、不器用ならなかなか上う手まくはいかないんじゃないかな」

　忍が慰なぐさめてるのか、けなしてるのか分からないことを言う。

　弓美香は一連の様子に特に意見はないのか、チームリーダーとして指導係としての役割を切り出した。

「ここが竜鱗機プラウダーの訓練場よ。今日はここで、昼過ぎまで飛行訓練と簡単な戦せん闘とう訓練を行うことにするわ」

　そこは、入学式直後に行った戦闘訓練と同じ場所だった。

　弓美香が、優ゆう雅がに空へと駆けだす。全員がその後を追い、訓練が始まった。




　一列縦隊で空を駆る。

　案の定、零士は弓美香を追い越し、墜落した。




　レティシアと並走飛行を行う。

　案の定、レティシアと合わせることが出来ず、彼女が一方的に速度を合わせてくれて、最後は結局零士だけ墜落した。




　一人で飛び、着地する。

　零士は一気に上昇し、案の定墜落した。




　ゆっくり飛ぶ。

　一気に全速力になり、案の定墜落した。




「まいったわね、想像以上だわ」

　損傷は皆かい無むなものの泥どろだらけになった零士が立ち上がるのを見つつ、弓美香が苦く笑しようした。

「弓美香先輩、どうして竜力のコントロールも出来ないヤツをチームに選んだんだ」

　険しい顔つきでレティシアが弓美香に詰つめ寄る。

「アタシは、竜鱗機プラウダーを装着した時から竜力のコントロールが分かった。リタだって忍だってそのはずだ」

「うん、お姉ちゃんの言うとおりだよ」

「ま、なんとなくね」

「見ろ。なのにアイツだけ、オンとオフだけでコントロールもクソもない。足手まとい以前の問題だ。だいたい、最初からアイツは転んでばかりだ。まともに竜鱗機プラウダーを動かすことも出来ていない」

　レティシアの言葉が、口の中に入った土を吐はき出す零士を何度も切り刻む。

　こんなはずではなかった。

　事実上の最下位合格とはいえ、建速学園に入れた。しかも、その目的である弓美香のチームにも入れた。

　何かが変わる。

　何かが起こる。

　そんな淡あわい期待があった。

　が、現実はコレだった。零士のせいでチームは飛行訓練を終えることが出来ずに、戦闘訓練に入ることが出来ないでいた。

　そして訓練場の広さが有限であるように、使用時間もまた有限だった。

　あと一時間も使える時間は残っていないのだ。

「今からでも遅おそくない。アイツを他ほかの生徒と替かえてくれ」

　遂ついにレティシアが、零士がもっとも恐おそれていた言葉を口にした。

　弓美香が零士に近寄る。場ば違ちがいな、にこやかな笑えみを浮うかべながら、肩かたを叩たたいてきた。

「レティさん。そんなに不満なら、自分で零士くんの力を試ためしてみたらどうかしら」

　発言内容が衝しよう撃げき的過ぎて、一いつ瞬しゆん零士には何を言っているか分からない。数秒ほど時間をかけて、ようやく理解した。

「な、何をっ」

「零士くん。一度ぶつかってみなさい」

　弓美香の顔にはもう笑顔はない。真しん剣けんな顔で言うと、離はなれていってしまう。

「弓美香先輩も粋いきなことを言うな」

　レティシアは、猛たけ々だけしい笑みを浮かべる。舌なめずりでもしているかのようだ。

「幾いくらなんでも、今の零士じゃお姉ちゃんの相手にもならないと思うなぁ」

　そう言ったリタを、弓美香がチラリと見て呟つぶやく。

「今の零士くんが、追い詰められたらどうなるか……知っておきたいのよ」

「今の、ですか？」

　忍が、弓美香の『今の』の語感に首を傾かしげた。そんな忍を見ることなく、弓美香が呟いた。

「そう、今の、よ。今のままで零士くんが、どこまで戦えるのかをね」




　　　　※　　※　　※




「一つ聞くが、勝算はあるのか？」

　間近に立ったレティシアが、ジロリと睨にらんできた。

「あると思うか？」

「なら、さっさと弓美香先輩に泣きつくことだな。貴様では、アタシの相手になるわけがない」

「……そうもいかないよ」

　零士は苦笑する。

「どういうことだ」

「弓美香先輩が、やれって言ったんだ。その期待に応こたえたいって思うんだ。それに、ここで逃にげたら、俺の株は急降下だろ」

「アタシの中では、そもそも値も付いてないな」

　きっぱりとレティシアが断言する。

「随ずい分ぶんと酷ひどい評価だな」

「当たり前だ。さして目的もないままこの学園に来た連中は、アタシから見れば評価に値あたいしない」

「あのな、俺だって弓美香先輩を護まもりたい……というか、護れるようになりたいっていう目的があるぞ。そのために頑がん張ばる覚かく悟ごだってある」

「ふん、くだらないな」

　レティシアが冷たい視線を向けて来た。

「だがまあいい。その目的が、覚悟が、どの程度のものか……アタシに教えてもらおうか」

　そう言うやいなや、レティシアが二振ふりの曲刀シヤムシールを抜き放つ。

「どうした、抜ばつ刀とうしないのか？　アタシは、遠えん慮りよしないぞ」

「くそっ！」

　零士もまた日本刀を抜き放つ。その動きは、レティシアの重さを感じさせないスムーズなものとは異なって、かなりぎこちなくだ。

「──行くぞ！」

　レティシアが飛ぶ。零士もまたそれを追おうとして……飛び立てない。

「大層な覚悟だな！」

　猛もう禽きん類るいが狩しゆ猟りようするように、レティシアの機体が零士目め掛がけて急降下してきた。必死に腕うでを振り上げて頭部を守る。

　ギンッという音と共に、右腕が、ついで左腕が曲刀シヤムシールによって地面へと下げられる。その時にはもう、零士の目の前でレティシアは空中で体を捻ねじりながら一回転し、背後を取っていた。

「うわぁっ！」

　背中を強したたかに蹴けられる。

　受け身を取ることすら出来ずに、零士は前方へと転んでしまう。

　竜鱗機プラウダーの装そう甲こうのおかげで、ダメージはない。それでも屈くつ辱じよくは屈辱だ。

「くっそ！」

　悔くやしさにまみれて立ち上がり、振り返る。

　が、もうレティシアの姿はない。

「地べたに這はいつくばってる姿、貴様にはよく似合ってるな」

　レティシアが再び飛来し、背中を再び蹴られ、地面へと転がってしまった。

　その零士の頭の前に着地して、レティシアが見下ろす。

「そろそろ諦あきらめたらどうだ。弓美香先せん輩ぱいに、貴方あなたの目は間違っている。自分はただの落ちこぼれだと素す直なおに言え。さもなければ、これからもずっと弓美香先輩の顔に泥を塗ぬり続けることになるぞ。叶零士、貴様のその無様な姿のせいでだ」

「いやだね」

　零士は即そく座ざに答えた。

　一度だろうが、弓美香に恥はじを搔かかせるのはいやだ。そうとも、ここで負ければ弓美香が困るのだ。弓美香のために勝たなくてはならない。

　頭の中が弓美香のことで、いっぱいになる。

　倒たおれたまま、零士が腕を前に出す。

「なっ……くっ、またコイツ、アタシの速度を上回っただとっ？」

　レティシアの左ひだり脚あしを掴つかんだ。

「俺がここで諦めたって同じだ。どのみち、弓美香先輩に恥を搔かせることになる」

　零士の竜鱗機プラウダーがゆっくりと浮き始める。

「何をする気だ！」

　レティシアが、零士の手を振り払はらおうと足をばたつかせる。

「もちろん、弓美香先輩の前でかっこつける気だよ」

　顔を上げて、レティシアの顔を睨み付け──零士は笑った。

「貴様に、アタシがどうこう出来るわけない！」

　レティシアが曲刀シヤムシールを、零士の腕に振り下ろす。

「遅い！」

　一気に、零士は加速した。

　レティシアの膝ひざごと彼女の体を抱だきかかえるようにして、空を駆かける。

「ふざけるな！」

　レティシアが零士を押し返すように、飛ぶ。

　空中で二機が押し合う。

「馬ば鹿かなっ！」

　レティシアが押し返されていく。推進力で、負け始める。

「このまま地面に叩きつけてやるっ」

「アタシが負けて……いる？　貴様程度の覚悟にっ、そんなことあるわけがない！」

　レティシアが零士の肩を、曲刀シヤムシールで斬きりつける。

「貴様とアタシでは、覚悟の重さが違ちがうんだっ。復ふく讐しゆうのためにアタシは強くなってみせる！」

　子供が駄だ々だをこねるように、乱暴に何度も何度も零士を斬りつける。集中力が乱れているせいか、装甲には欠片かけらも傷が付かない。

　それどころか、推進力まで弱くなりつつあった。

「行くぞ！」

　一気に零士が押し切り、地面へと向かう。

「父様と母様の復讐がアタシにはっ──ま、負けられるかぁぁぁぁ！」

　レティシアが叫さけぶ。

「父さんと母さんって、レティ？」

　思わず聞き返した瞬間、零士は強く蹴り上げられた。

　地面に衝しよう突とつする瞬間、零士の体は強く宙へと弾はじき飛ばされてしまう。

　が、レティシアもまた背中から強かに地面に激げき突とつする。

「くふっ……はぁっ、はぁっ……」

　背中の衝撃のせいで、レティシアが口をぱくぱくと何度も開け、ようやく呼吸を取とり戻もどした。

「零士、貴様……」

「くそ、最後の最後で……レティ、復讐ってなんだよ」

　空から零士はレティシアを見下ろした。

「貴様には関係ない。ただアタシが、人間の誰だれよりも強くならなければならないだけだ」

「……分からないな」

「零士、貴様なんかに分かられてたまるか」

　レティシアが飛ひ翔しようして、零士の目の前に来る。

「いいか、アタシが強くなるために邪じや魔まかどうか、もう一度見み極きわめてやる」

「もう一回、押し合おうって言うのか」

「そうだ。さっきのがまぐれだと、分からせてやる」

「いいね。そういうレティの単純なところ、俺は意外に嫌きらいじゃないな」

「ふんっ。零士に好かれても迷めい惑わくなだけだ」

「悪かったな」

「だが、貴様が思ったよりも、やるのは認めてやる」

　ニヤリとレティシアが笑う。

　それが合図で、互たがいに正面からぶつかるべく加速する。

「まったく、お粗そ末まつ過ぎる勝負です」

　いきなり声が頭上からかけられて、零士とレティシアは急ブレーキをかけた。空を見上げる。

「杵築弓美香先輩が選んだ連中ですから、どれだけ凄すごいのかと思ったんですが、期待外れもいいところです」

　エミリー・グラントだ。四一年度首席入学した彼女が所属するチームが、その背後で浮ういている。

　ただ彼らの竜鱗機プラウダーは零士達のように灰色の素体ではなく、既すでにしっかりとカラーリングされていた。

　レッドのエミリー。その他に、ブルー、レッド、ブラック、一歩離はなれてイエローの機体が飛んでいる。

「平野さん、自分達の訓練はいいのかしら」

　弓美香がイエローを平野と呼んだ。平野永なが康やす、二年次席でエミリー達のチームの指揮官だ。線のように細い狐きつね目めで、体つきもやや細身だが、インナーの上からでも分かる、引き締しまった体を持っている。

　その竜鱗機プラウダーは平野向けのカスタマイズがされているらしく、ミサイルポッドやバルカンが肩かたや腰こし、はては腕にまで装備されていた。

　そんな竜鱗機プラウダーを身に纏まとった平野が、大おお仰ぎように両手を広げて苦く笑しようする。

「俺のチームはなかなか優ゆう秀しゆうなようでね。予定していた訓練はもう終えてしまったんだよ。ま、だから首席の杵築さんの訓練風景を見物しに来たんだけど、ははは、なかなか面おも白しろいものを見ることが出来たよ」

「でしょう。私のチームの優秀さが分かってもらえて嬉うれしいわ」

　弓美香の答えに、平野が苦笑した。そんな平野を押しのけてエミリーが叫ぶ。

「杵築先輩！　どうして、この私ではなくこの劣れつ等とう生達を選んだのですか」

「これは、決まっていることなの。零士くんが、私を護り戦うことはね」

　平然と弓美香が答えた。

「零士。何か約束でもしてるのかい？」

　こっそりと零士の隣となりに来た忍が、小声で訊きいてくる。

「いや、そもそも俺は弓美香先輩と今日初めて会ったんだし……」

「その割には、随分と弓美香先輩はキミに親しげだよね」

「まぁうん……正直、俺も初めて会ったって気はしないんだけど」

　零士がそう答えた時だ。訓練場にエミリーの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。

「決まってるですって？　ふざけるのも大たい概がいにして下さい！」

　エミリーが、槍やり状の頭部の脇わきに斧おのまでも付いた槍鉾ハルバートを背中から抜ぬき、一気に弓美香へと突とつ撃げきする。

　激しい土つち煙けむりが上がり、中から深い青色の機体が空へと飛ぶ。

「さすがは杵築先輩です。今のを避よけるなんて、本当に凄いですね！」

　土煙の中から、エミリーの乗るレッドカラーの竜鱗機プラウダーが上じよう昇しようしてきた。

「貴方もさすがは首席入学ね。二年生上位に匹ひつ敵てきする、素晴らしい突とつ進しん速度だったわ。でも、その程度の実力でこの杵築弓美香と『碧へき雷らい』に敵かなうと思っているのかしら。だとしたら、随ずい分ぶんと私達も甘く見られたものね」

　ゆっくりと、エミリーを見み据すえながら弓美香が等とう距きよ離りを保ったままその周囲を回り始める。

「諦めなさい。妙みような動きをすれば、貴方の竜りゆう力りよく誘ゆう導どう機きを撃うち抜きます」

　弓美香の竜鱗機プラウダー『碧雷』の両肩に束ねられていた砲ほう門もんが、花が咲さく様に背後で円形に散らばる。

　だが、その砲門は弓美香の背後で縦に円を作っているだけで、どれ一つエミリーに砲口が向いてはいない。

「うふふふ、それで私を撃てるつもりですか！」

　瞬間、音も無く青い一筋の閃せん光こうがエミリーの足あし下もとに突つき刺ささった。

　その残光で、右肩口後方の一門から出た光が、空中で曲がったことが……辛かろうじて分かる。

「竜力による直接射しや撃げき、通つう称しよう『レイジキャノン』です。ブルーカラーとシルバーカラーの機体には一門標準装備されているけれど、私はこれを同時に一二門、そして数度曲げることが出来るのよ。分かったかしら、新入生さん」

　ニッコリと弓美香が微笑ほほえんだ。その笑みは、先ほどまでチーム内で見せていたような柔やわらかさや、温かさはなく、氷のように澄すんだ冷たいが故ゆえに美しい笑みだ。

「な……」

　エミリーが声を失う。

「やれやれ……杵築さん、あまり俺のチームを虐いじめないで欲しいな」

　弓美香の斜ななめ上の背後から平野が声を掛かけた。瞬間、弓美香が機体を急きゆう上じよう昇しようさせる。同時に平野もまたその上へと上昇し、弓美香の頭上を保持し続ける。

「そんなに急に逃にげないでもいいんじゃないかな。傷つくなぁ」

「セーフティーを外した機体に頭上を取られたら、誰だって逃げると思わないかしら」

「おや、最初にレイジキャノンなんて物ぶつ騒そうなものを使ったのは、どこの誰かな」

「それは……貴方のチームに躾しつけのなってない子がいたからでしょう？」

　互いに有利なポジションを取るべく、時に交差し、時に弧こを描えがき、時にジグザグに飛び、時に急加速急減速を繰くり返し、牽けん制せいしあって飛ぶ。

「ところで杵築さん、エミリーの躾が悪いって分かってる割には余よ裕ゆうなんじゃないかな」

「どういう──なっ！」

　弓美香の、竜鱗機プラウダーで強化された視界に赤い線が映った。猛もう然ぜんと土で汚よごれた竜鱗機プラウダーに突進する、赤い線だ。

「おっといいのかな。ようやく、杵築さんの機体をロックオン出来たところなんだけどね」

「……随分と根に持つものね。原因は、首席を取れなかったことかしら、それとも貴方あなたの告白を断ったことかしら」

「ふふ、さあどうだろうね」




　　　　※　　※　　※




「これは凄いな……」

　零士は空を見上げた。

　地上からだと、青と黄の竜鱗機プラウダーが幾いく度ども絡からみ合うように飛翔し、まるで航空ショーの曲芸飛行でも見るかのようだ。

「零士、危ない！」

「え？」

　零士がレティシアの声に振ふり返ると、眼前にエミリーのレッドカラーの竜鱗機プラウダーがもう迫せまっていた。

　地上三〇センチ程ほどを飛び、土煙を上げながら一気に間合いを詰つめてくる。

「どれだけの実力があるのか……教えてもらいます！」

　金きん髪ぱつをたなびかせて、エミリーが槍鉾ハルバートをウォンと空気を唸うならせて振り上げる。

「ちぃっ！」

　忍が横からエミリーに飛び込む。エミリーが突進してくるであろう予測位置へ、細剣レイピアによる無数の刺し突とつを放つ。

　エミリーが上半身を背後へと倒たおし、両りよう脚あしを前へと放ほうり出す。

　足が地面にドンッという地じ響ひびきと共にめり込む。ややがに股またになりながら膝ひざを折り、地面との衝しよう突とつ衝しよう撃げきを和やわらげる。まるで力士が股を割るような格好で、エミリーが止まった。その目の前を、細剣レイピアの刺突が虚むなしく空を切る。

「よくも私の邪魔をしたわねぇぇぇ！」

　槍鉾ハルバートを振り下ろす。

　ガキンッ。

　大きな打撃音と共に忍の腕うでが槍鉾ハルバートに打ち据すえられ、彼はそのまま前方に倒れ伏ふした。細剣レイピアが手から零こぼれ、その顔が痛みで歪ゆがんだ。

「あら意外。貴方、自じ慢まんしていいですよ。この私の槍鉾ハルバートを、装そう甲こう硬こう化かの異則で耐たえたんですから」

「ぐ……」

「でも増長は褒ほめられませんね。杵築先輩の時と違ちがって、私は斬撃強化なんて使っていないんですよ。もし使っていれば、その腕を切り落としていたことでしょう。う～ん、でもそうですね……骨折くらいなら、停学ですむ──と思いませんか！」

　エミリーが再び槍鉾ハルバートを振り上げた。その矛ほこ先さきは、どう考えても忍の腕だ。

　同じチームとはいえ、今日会ったばかりの零士を守るために忍は飛び込んだ。このままでは骨が折られてしまう。

　零士には見えている。

　レティシアとリタは、エミリーの他ほかのチームメンバーに取り囲まれつつある。

　弓美香は、空の上で平野と交戦中だ。

　そのことを確かく認にんして、零士はこんな状じよう況きようにも拘かかわらず苦笑した。

　自分はここに護まもられに来たのか。

　違う。

　そうじゃない。

　護りに来た。

　泥どろまみれになった鞘さやから、日本刀を抜く。

　銘めいは知らないが、その輝かがやく刀身はとても頼たより甲が斐いがあるように見えた。

「あらあら、最下位の劣等生の分際で、私とやる気ですか？　そういうのは勇気ではなくて、蛮ばん勇ゆうって言うんですよ！」

　エミリーが零士に向き直り、槍鉾ハルバートを構え直す。

　零士はまだ戦せん闘とう訓練を受けていない。

　ただ一体化した時に、ヒヒイロカネ製の日本刀に竜力を通す方法は身についた。

　最大の問題は、竜力を全力で通すか、通さないか、それしか今の零士には出来ないことだった。それはつまり、飛行すれば飛行に全部竜力を取られてしまい、攻こう撃げきのために日本刀へ竜力を流すことが出来ないことを示していた。

「行くぞ、この我が儘まま！」

　いきなり零士は空へ飛んだ。一気に最高速で上昇する。

「なによっ！　結局、杵築先輩の所に逃げ込むなんですかっ。この卑ひ怯きよう者！」

　後を追ってエミリーもまた飛ぶ。

　すぐに捉とらえられる、そう思ったエミリーの予測はすぐに裏切られた。追いつくどころか、徐じよ々じよに引き離はなされている。

「……そんな馬ば鹿かなことってっ、私が追いつけないっ？」

「俺はなっ、全部全力しか出来ないんだよ！」

　零士は叫さけびと共に、急回転をした。脳みそが遠心力で吹ふき飛んでしまいそうになるのに耐え、下を──エミリーを向く。

　そして、日本刀に竜力を全力で通した。

　重力制せい御ぎよを失った竜鱗機プラウダーが、自由落下する。

　異則による飛行の助走を得た落下だ。

　一本の槍のようになって、零士はエミリーにぶつかっていく。

「こ、こんなっ、バカなことがぁぁぁ」

　エミリーとすれ違う。

　間かん一いつ髪ぱつ、彼女が竜鱗機プラウダーをスライドさせる。その機き影えいに向かって、零士は切っ先を振るった。

「キャァァァァァァァ!?」

　エミリーの悲鳴が聞こえた。

　だが、零士の手には切っ先が何かと衝しよう突とつしたような衝しよう撃げきは伝わってこない。

「くそっ、失敗かよ！」

「そうでもないさ」

　グイッと零士の背中が、墜つい落らくしないように抱だきかかえられた。

「忍？」

「ぐっ、あ、暴れないでくれよ。正直、まだ腕が痛いんだ」

　脂あぶら汗あせを流しながら、忍がやせ我が慢まんが丸わかりの苦く笑しようを浮うかべる。

「負傷してるのに悪い……」

「なに又また従い兄と弟このピンチだからね」

　忍はそう笑うと、重力制御を行う。

　共に落下しつつ、徐々に忍の竜鱗機プラウダーによって落下速度が抑おさえられ、今日初めて零士は無事に着地した。

「地面に激げき突とつしない着地ってのは、素す晴ばらしいものだろ？」
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　隣となりで忍が笑う。

「ああ、土の味はもうコリゴリだったんだ」

　零士が答えた時だ。

「…………」

　エミリーが、二人の目の前に着地してくる。零士の体に、緊きん張ちようが走った。

　同じことが、もう一度出来るとは思えない。いやそれ以前に、エミリーに同じことが通用しないだろう。

「まだやる気かい？」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなく、身構えることもなく忍が訊きく。エミリーは小さく顔を横に振るだけだ。

　数秒してから、ようやく絞しぼり出すように言う。

「今日は、私の負けです……」

「え？」

　驚おどろく零士に、エミリーが自分の左腕を突つき出した。

　装甲の一部が、斬きり裂さかれていた。

　零士にはなんの手て応ごたえもなかったが、あの切っ先は確かにエミリーに届いていたらしい。もっとも、装甲の一部を斬り裂いただけだが……。

「硬質化したのに。傷をつけられてしまいました。まさしく窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむですね。今日は私の負けでいいですよ。しかし、絶対に……絶対に次は借りを返させてもらいます！」

　エミリーが零士を鋭するどく睨にらみ、クルリときびすを返すと、いきなり飛び立った。それを見た彼女のチームメイトも付き従って飛んでいく。

「とりあえずは、零士が意地を見せたってことじゃないか？」

「……そうなのか？」

　零士は忍に聞き返した。忍がニヤリと笑う。

「さらに恨うらまれた可能性も高いけどね」

　エミリーの鋭い視線を思い返し、零士はげんなりと肩かたを落とした。




　　　　※　　※　　※




「へぇ、杵築さんの王子様がエミリーに勝ったみたいだね。これは予想外だ」

　平野がおどけた様子を見せる。

　弓美香はその言葉に一いつ瞬しゆん、顔がほころびかけたが、すぐに引き締しめ直して睨んだ。

「……で、貴方の銃じゆう口こうはそろそろ私から外してもらえるのかしらね」

「ああ、これ？　冗じよう談だんだよ、冗談。この俺がクラスメイトを撃うったりするわけないだろ。まったく杵築さんは生き真ま面じ目めで困るよ」

「何が目的なのかしらね」

「なあに、ちょっと興味があっただけさ。そうちょっとね」

　探さぐるような弓美香の視線に平野はただニヤリと笑うと、そのまま無防備な背中を見せて、エミリーの後を追っていった。

「…………偉えらいわ、零士くん」

　平野との距きよ離りが遠くなったのを確認してから、弓美香はようやく満面の笑えみを浮かべたのだった。




　　　　※　　※　　※




　すぐに時間いっぱいになり、零士達はハンガーに戻もどった。

　ガントリーに乗り駆く動どうキーをセットするとアームが瞬またたく間に竜鱗機プラウダーを解体し、その中へと収納してしまう。

「竜鱗機プラウダーを収納したガントリーはこの後、整備科に整備調整のために回されるわ。もし何かあれば、明日あしたまでに修理してくれるから安心してね」

　弓美香が制服の上着を羽織りながらガントリーから降りる。

「まったく初日から、騒そう動どうに巻き込まれたな。おかげで零士との勝負が流れてしまった」

「お姉ちゃんが勝ったに決まってるよ」

　レティシアとリタもまた上着を羽織り、降りてきた。

「ま、そうだな。何しろ零士は、何も分かっていない。素人しろうともいいところだ」

「レティだって何も知らない……ずばり、ノーパンノーブラだったくせに」

「それを言うな、零士！」

　顔を羞しゆう恥ちで染めて、レティシアが肩を怒いからせる。

「……だが、まあ零士がチームにいることは、しばらくは認めてやる」

　そう言ってレティシアが、零士から視線を外して前に立った弓美香を見る。そのまま零士の顔を見ることなく、一言だけ付け加えた。

「次の訓練では、足を引っ張るなよ」

　少し、ほんの少しだけチームメイトとして認めてくれたらしい。それが零士には嬉うれしかった。

　その笑顔を、弓美香は見み逃のがしてくれない。

「……何をにやついてるのかしらね、零士くん」

「あ、いや、その」

「ま、いいわ。笑っていられないことを教えてあげるから」

　弓美香が顔を引き締める。

　嫌いやな予感しかしない……。

「管制のコニーから連れん絡らくがあったのよ。私と叶零士に、学園長室への出頭命令が出ています」

「……は？」

「エミリーさんとの戦闘行動への、何かしらのペナルティでしょうね」

「いやだって、アレは向こうからやってきたことで」

「その辺りのことは、学園長の前で説明するしかないわね」

　と、忍が手を挙げた。

「ええと、僕も参加したといえば参加したんですけどね」

「貴方あなたは、巻き込まれただけと判断されたんじゃないかしら。現に、エミリーさんに攻撃を加えてはいないでしょ」

「加えていないというか……まぁ、盛大に空から振ぶりして叩たたき潰つぶされただけなんですけどね」

　はぁとため息を吐ついて忍が肩を落とす。

「というわけで、今から私達は学園長室に向かいます。本来は訓練後のミーティングを行うところですけど、今日は事情が事情なので解散します。奥の更こう衣い室で汗あせを流して、各自寮りように戻っていて下さいね。解散」

　弓美香は宣言すると、そのまま出口に向けて歩き出す。数歩進んでから振り返った。

「零士くん、気が重いのは分かるけど早くいらっしゃい」

「は、はい」

　慌あわててその後を追う。

　が、零士の頭にあるのはこれから学園長室で叱しつ責せきされることへの気の重さなどではなく、シャワーだった。

　竜鱗機プラウダーの動作に労力があまり掛かからないとはいえ、汗くらいはさすがにかく。

　だからこそシャワー室もハンガーにあるのだろう。

　でもって、二人は出頭命令のせいでシャワーも浴びずに、廊ろう下かを歩いている。つまり隣の弓美香は、汗をかいたままなのだ。

　一歩遅おくれて歩いていると、なんだか濃のう厚こうな弓美香の香かおりが自分を包み込むような錯さつ覚かくを覚えてしまう。

「零士くん、並んで歩かないの？」

　弓美香が顔を少し向けた。

「え、でも」

「…………その、少し……少しだけだけど、汗ばんだから後ろにいられると、ちょっと恥はずかしいかな」

　長い長い黒くろ髪かみからチラリと見えた耳が、少し赤い。

　弓美香が垣かい間ま見みせた照れに、零士の心臓が一気にエイトビートを刻んでしまう。同時に、零士は弓美香が同じことを考えていたことが、なんだか嬉しいのだ。

「そのあの、いい香りだから平気です」

　隣に立って零士が言うと、弓美香が俯うつむいて顔を背そむけてしまった。

「あのね零士くん。そういうことは、口にしないでいいと思うわ……」

「ご、ごめんなさいっ」

「…………嬉しかったけど」

　ボソリと弓美香が呟つぶやいた言葉は、残念ながら小さすぎて零士の耳まで届くことはなかった。




　　　　※　　※　　※




「杵築弓美香、叶零士、出頭しました」

　学園長室に入ると同時に弓美香が、直立し敬礼を行った。

　零士も慌てて彼女に倣ならい、同じ姿勢を取る。

　学園長室は、世に数多あまたある学校の校長室とは全く異なっていた。三〇畳じようはあろうかという広さで、手前には革かわ張りのソファとガラスの長テーブルによる応接スペースがあり、左側には無数の書しよ籍せきやオブジェが並ぶ書しよ棚だな、右側には壁かべ一面の巨きよ大だいなモニターが設置されている。モニターの両りよう脇わきには、ハンガーにあったのとは細部でやや違ちがうものの、竜鱗機プラウダーが収納されているであろうガントリーがあった。

　そして奥は、壁へき面めん一面が窓ガラスになっており、その手前に幅はば五メートルはあろうかという長い机が設置され、中央に少女が、その隣となりに大おお柄がらな壮そう年ねんの男性が立っていた。

「お主が呼びつけを食らうなんぞ、初めてじゃな。ほれ、もそっと近ちこうよれ」

　手を組み、その上に顎あごを置いていた、銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだをした巫み女こ装しよう束ぞく姿の少女が笑う。

　弓美香が歩き出すので、零士もまた共に、緊張でぎこちなく歩く。

「零士くんが入学したと聞かされた時から、半ば覚かく悟ごしてましたわ、クラヒメ様」

　弓美香がそう言うと、クラヒメと呼ばれた少女はコロコロと笑った。

　クラヒメ、その名は零士にも聞き覚えがある。

　霧雨クラヒメ。《屠と竜りゆう戦争》の英えい雄ゆう《竜りゆう討とう五将》の一人で、この建速学園の学園長のはずだ。だとすれば、あの戦争が一一年前の出来事であり、当時戦える年ねん齢れいだとして、どう考えても二〇代後半のはずだ。なのに、一〇歳程度にしか見えない。

「まったく、つける薬がないのぉ」

「褒ほめ言葉と受け取っておきますね」

　弓美香の返答にクラヒメが首をすくめる。

「じゃが、分かっているじゃろうが、用心せいよ」

「もちろんですとも」

　弓美香が頷うなずく。その様子にクラヒメもまた頷き、すぐに顔を引き締めて零士を見つめた。

「……来てしまうとはのぉ」

「は？」

　聞き返した零士に、クラヒメはただ眉まゆを曇くもらせる。代わりに隣の立っていた大柄な男性が苦笑した。
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「俺が勉強を教えて、学費まで都合してやったんだぜ。来ないわけねぇだろ。まぁ、ホントギリギリだったけどな」

「悪かったな、出来の悪い生徒で」

　零士は大柄な男性を睨にらんだ。

　一八〇センチを超こえる大柄な男性で、太い首、太い腕うで、丸太のような太もも、スーツが窮きゆう屈くつそうに見えるほどの筋肉を持っている。

　容よう貌ぼうは、岩をもかみ砕くだきそうに発達した顎を短い髭ひげで覆おおい、やや後退し始めた髪かみの毛はボサボサで、ワイルドという言葉がぴったりだ。

　男性の名前は霧雨獣吾。《竜討五将》の筆頭であり、クシナダ機関の元トップであり、現クシナダ財団の理事長──つまり建速学園の理事長である、ＶＩＰ中のＶＩＰな人物だ。

　ただ零士にとって彼は、《屠竜戦争》で戦死した両親の友人であり、なにくれと姉弟きようだいの生活をサポートし続けてくれた気の置けないおじさんでしかない。

　建速学園への入学も、反対する姉の長期出張の間を利用して、このおじさんの助力で成し遂とげたといえ、恩人中の恩人でもあった。

「お主がけしかけたのは知っておる」

　クラヒメが、並なみ大たい抵ていの人間なら腰こしが抜ぬけてしまいそうなほど危険な視線を隣の獣吾に投げつける。が、当の本人はどこ吹ふく風だ。

「それより学園長。もう片方のペアがやって来たぜ」

　机に埋うめ込まれたモニターを見ながら言う。と同時に、入室許可を求める声がする。

「良いぞ。入れ」

　クラヒメが答えると扉とびらが開き、平野とエミリーが入ってくる。弓美香と零士と同じように直立して敬礼すると、クラヒメに促うながされて机の前までやって来た。

「さてと、呼び出された理由は分かっておろうな、お主ら」

　クラヒメが、不相応な大きな背もたれに体を預けて、あきれ顔で四人を見み渡わたす。

「まさか、初日の訓練で戦せん闘とう騒そう動どうを起こすとはのぉ。前代未聞じゃぞ」

「申し訳ありません」

　弓美香と平野がほぼ同時に、形式通りという言葉ぴったりに謝った。

「二年のお主らなら知っておるな。入学式当日に、竜鱗機プラウダーに乗せて戦せん闘とう訓練まで行う理由をじゃ」

「はい。建速学園に入学した生徒は、当日から戦闘要員です」

　弓美香が答えると、平野がすぐに受け継つぐ。

「なぜなら《竜》の侵しん攻こうが今日行われた場合、新入生といえども即そく座ざに戦闘に参加しなければならないからです」

「その通りじゃ。そもそも各国は、既すでに《竜》との戦争は終わったものと思っておる。だが、ヤツらは確実にやってくるのじゃ。我らは、そのための防人さきもりぞ。そして竜鱗機プラウダーは、そのための貴重な欠かすことが出来ない兵器じゃ。……さらに言えば竜りゆう槍そう師団の存在もある」

　クラヒメが、机に設置された機器を叩く。すると、目の前に画面が映し出された。

　土つち煙けむり、爆ばく煙えん、破は壊かいされた町並み、そして無数の死体。凄せい惨さん過ぎる光景だった。

「先日、竜槍師団に襲おそわれた街じゃ。洗脳するために無数の子供が誘ゆう拐かいされ、死者も一〇〇人近くにのぼっておる」

　竜槍師団。現在、世界で最も恐おそれられているテロ組織の名前だ。

《屠竜戦争》において《竜》側に寝ね返がえり、《竜》が世界から一いつ掃そうされた後も地下に潜もぐり命めい脈みやくを繋つなぐテロ組織だ。中には竜鱗機プラウダーごと寝返った人間も多く存在していて、強力な武装テロ組織として活動している。

　その目標はただ一つ。再び《竜》を人間界へと導くことだ。

《竜》との戦いは終わったと考える世間一いつ般ぱんでは、夢物語を追う恐るべきカルト集団として扱あつかわれている。何しろ、《竜》を信しん奉ぽうしない一般人を、何の躊ちゆう躇ちよも無く虐ぎやく殺さつするのだ。

「今も竜槍師団のアジトを一つ見つけたのでな。クシナダ財団補完戦力として、三年が実際に出しゆつ撃げきしておるところじゃ。分かるの？　一年生の力比べのために、初日から貴重な竜鱗機プラウダーを与あたえておるのでは、ない！」

　身を乗り出したクラヒメが、ドンッと机を叩たたく。

「それを初日から私闘で修理に回すなど、退学処分になってもおかしくあるまい！」

「ですが……」

　エミリーが口を開いた。神しん妙みようにというか、単に黙だまったままやり過ごそうとしていた零士とは大違いだ。

「なんじゃ」

　むすっとした顔で、クラヒメがエミリーの顔を見る。

「私は、杵築先せん輩ぱいの選せん択たくに納なつ得とくがいきません」

「ほう、どこが納得いかんのじゃ」

　ますますクラヒメの顔が不ふ機き嫌げんになっていくが、その顔色には全く気が付かず、エミリーが続ける。

「なぜ私ではなく、叶零士なのですか。成績も竜因子も、私の方が遥はるかに上です」

「エミリー・グラント。確か米国上院議員の一人ひとり娘むすめじゃったな」

「それがどうしたのですか」

「我が儘まま放題に育ったうつけ者め」

　クラヒメが、その瞳ひとみにはっきりと軽けい蔑べつを浮うかべた。

「……どういうことです」

「新入生を選出するのは二年生の自由じゃ。兵士が指揮官を選んでおったら、戦争なんぞ出来ぬ。そもそも、お主は弓美香弓美香とキャンキャン吠ほえるがの、お主を選んだ平野の立場を考えたことがあるのか？　平野とて学年二位の猛も者さなのだぞ」

「それはそうですが……私は、首席を取っています」

「ああ、もう良い。よぉく分かった。お主が組織行動が出来ぬうつけ者じゃとな。しばらくお主を甘やかしてくれるおうちで、我が儘放題暮らしておるがよい」

「なんですって？」

「停学じゃ。お主のようなうつけは、しばらく停学して我が身の不明を自覚するがよい」

「なっ！　そんな横暴なっ、どうして、どうして私がそんな仕打ちを！」

　見るからにエミリーが動どう揺ようする。身み振ぶり手振り、正直どうしたいのかよく分からないほど、大きく腕を広げたり上下したりしながら、必死にクラヒメに訴うつたえる。

　が、クラヒメはそっぽを向いたまま、話は終わったと反応してくれない。

「そんな……」

　訴えること数分、エミリーががっくりと肩かたを落とす。

「やれやれ。ということは、しばらく俺のチームは一人欠員ですか」

　平野が、短く刈かり込んだ髪の毛をワシワシと搔かき毟むしった。

「なるほどな、そりゃ訓練に差し障さわりがあるな」

　獣吾が顎あご髭ひげを弄いじりながら、クラヒメの頭に手を置いた。その大きな手を、獣吾と比べるとあまりに小さく短い手で払はらってクラヒメが、不機嫌そうに睨む。

「なんじゃ、獣吾」

「なぁに平野の言うことももっともだぜ。それにだ、初っぱなの授業から受けれねぇってなってみろ、幾いくら元がいいからって落ちこぼれるのは目に見えてる。ちょっともったいなかねぇか？」

「組織行動が出来ぬヤツなど、大して役に立つまい」

「おいおい、俺が組織行動出来るヤツに見えるか？」

　獣吾が自分の胸を親指で突つつく。

「混ぜっ返すでない獣吾」

「それにだクラヒメ。ここには全員戦うために集まってるんだぜ。少々、血の気が多い方がこの先もいいとは思わないか？」

「血の気を抑おさえられぬヤツは、周囲の足を引っ張ると知らぬお主ではあるまい」

「なぁにそりゃ平気だ。指揮官が押さえ込めばいいだけだろ。なぁ、平野」

　突とつ然ぜん話を振られたにも拘かかわらず、平野は落ち着いた様子で頭を搔いた。

「まぁ、なんとかしろと言われれば、なんとかしますけどね」

　その返答を聞いて、獣吾がクラヒメにニヤリと笑いながらウインクをする。

「な？」

「な？　ではないわ。ではお主は、今回の騒そう動どうを不問にするとでも言うのか」

「そうだな……よしっ」

　ドンッと獣吾が左手の平を、右拳こぶしで叩いた。その顔に広がっているのが、まるで悪戯いたずらを思いついた子供のような笑みに、零士には思えて……悪い予感しかしない。

「一週間後に果たし合い……じゃねぇや、模も擬ぎ戦をやらせよう」

「は？」

　クラヒメと弓美香が、似たような反応をする。零士は、悪い予感が的中して頭を抱かかえたくなった。

「通常、チーム戦は入学一か月後から始まると思いましたけど？」

　苦く笑しようしながら平野が尋たずねる。

「なぁに、二年一位と二位のチームだ。一週間もあれば仕立て上げられんだろ」

「理事長、一年生にはまだ危険が多すぎます」

　弓美香が、相手が理事長であることなどお構いなしに睨み付ける。が、返ってきたのはあっけらかんとした笑顔と言葉だ。

「模擬弾だん使うんだ、死にゃしねぇだろ」

「斬ざん撃げき攻こう撃げきはどうするんですか！」

「あーそうだなぁ。頑がん張ばって装そう甲こうだけ斬きってもらうしかないな」

「そんな無責任な！」

　らしくもなく弓美香が金切り声をあげる。そんな彼女をあしらうように、獣吾が自分の耳の穴に小指を突っ込んだ。

「あーうるせぇうるせぇ。そもそもコイツはペナルティなんだ、少々危なくて当然だろ。ウチは、お前らを蝶ちようよ花よと育てる気なんて端はなからないんだ」

「獣吾、お主のことじゃ、模擬戦で終わりではあるまい」

　クラヒメが、諦あきらめた様子で獣吾を見上げる。

「さすがに付き合いが長いと話が早いぜ。エミリー達、ま、平野のチームが勝てば、今日の騒動は不問にしちまえ。強いヤツがウチには必要なんだからな」

　獣吾の発言にエミリーが目を輝かがやかせ、勝利はもう決まってるとばかりにグッと拳を握にぎりしめた。その様子に気が付いた弓美香が、獣吾をキッと睨んで口を開く。

「理事長。それでは条件が足りません」

「ほう？」

「わざわざ跳はねっ返りに付き合ってあげるんですから。私達が勝った時の報ほう酬しゆうも、しっかりと用意していただかないといけませんでしょ」

「ははっ、弓美香、お前が一年鍛きたえ上げれば連中も強くなるだろうが、一週間だぞ。たったそれだけで、入学成績上位者が揃そろってる平野のチームに勝つつもりか？」

「当然です。入学試験でこの目で見て、その後に資料を読み込んだ上で、私は零士くん達を選び抜ぬいたんです」

　堂々と微み塵じんも揺ゆらがずに弓美香が言い切る。隣となりでそれを聞いていて零士は、弓美香に選ばれたことが何よりも誇ほこり高く感じられた。この言葉を、チームのみんなにも聞かせてあげたかった。

　そして弓美香越ごしに、エミリーがワナワナと怒いかりに震ふるえているのが分かる。目の前で、自分よりも零士達が上だと断言されて、ますます怒り心しん頭とうのようだ。

　……模擬戦では容よう赦しやない攻撃が待っていそうだ。

　それでも、弓美香の信しん頼らいがあれば強くなれる。零士はそう思った。

「大した自信だな」

　獣吾が弓美香を、今までのちゃらけた様子ではなく、じっと睨にらむ。

「ええ」

　弓美香は、澄すました顔だ。

「……いいだろう。お前らが勝った場合は、全員Ａクラスに入れてやる」

　獣吾がニヤリと笑う。

　建速学園一年生は、成績上位者からＡからＤまでの四つのクラスに分かれている。そのトップであるＡクラスに零士達を入れると言う。

「分かるか。Ａクラスにいるってことは、二年進級時に花形の対たい竜りゆう科に入れる可能性が高いってことだ。おい、零士」

　いきなり獣吾が零士に話を振った。

「は、はい」

「いいか。一年生一六〇人中、二年になっても竜鱗機プラウダーに乗れるのは四〇人だけだ。他ほかの連中は、適性なしってことで整備科や開発科に回ることになる。クラスの成績、そしてチーム戦の成績が物を言うってわけだ。いいか、気合い入れろよ」

　その言葉に答えたのは、零士ではなく弓美香だ。

「私が選んだチームです。全員、希望する科に進級させてみせます」

　自身たっぷりに言い切る。

「ったく」

　ボリボリと髪かみの毛を搔いて、獣吾が苦笑する。そのままエミリーを向いて、告げた。

「エミリー。お前らは、勝てば不問。負ければ、一か月トイレ掃そう除じだ。分かったな」

「分かりました」

　平野が頭を下げる。すると獣吾が話は終わったと、手でひらひらと零士達を追い払う仕草をみせた。

「では失礼いたします」

　弓美香と平野が敬礼し、一八〇度体を半転させ出口に向かって歩き出す。零士とエミリーは一歩遅おくれて、その後を追う。並んで歩く形になり──エミリーに憎にく々にくしげに睨まれてしまった。

　と、獣吾がいきなり零士を呼んだ。

「そうだ零士。俺が教えてやった言葉、忘れるなよ」

「ああ、憶おぼえてるよ。人を捨てて護まもれだろ。おかげで本気で人間捨てて勉強して、ここに入りたいって願いは守れたよ」

「……ま、今はそれでいいか。って、おい、ここじゃ敬語を使え、敬語を」

　獣吾が苦笑した。

「憶えていますよ、理事長！」

　零士はそう言い直すと、完全に遅れてしまった弓美香に追いつくべく走って──また怒おこられた。

　そのやりとりの最中ずっと、クラヒメは獣吾を睨み付けていた……。




　　　　※　　※　　※




　私立建速学園は、全ぜん寮りよう制せいだ。

　竜と戦う戦士を育成する機関、半ば軍事組織なのだから当然といえば当然かも知れない。と言っても、粗そ末まつな小屋で二段ベッドに叩たたき込まれるような劣れつ悪あくな環かん境きようではなく、広大な敷しき地ちの一角にちょっとしたセレブマンションのような一二階建ての寮が建てられていた。

　部屋は個室ではなく二人一部屋だが、これは物もの惜おしみしたというよりも、一応教育機関として生徒同士が共にクラスごとで協調性をはぐくみ、また非行に走るのを防ぐ……等々の意味と同時に、万が一軍事機密を盗ぬすみ出そうとするスパイがいた時のために、互たがいを監かん視しさせるという意味もあった。

　零士が、支給されている学生証兼けんＩＤカードを入り口のロックに当てると、自動ドアが左右に音もなく開いた。

　中に入ると最初すぐにあるのはロビーだ。生徒の憩いこいの場所としても使われる大きなスペースで、奥には食堂も設置されている。

　こっから左に行けば女子棟とう、右に行けば男子棟になる。

「さすがに、男女を同じ寮棟にはしないか」

　ちょっと残念に思いつつ、零士は素す直なおに右の男子棟に向かった。

　外そと履ばきの足を、柔やわらかなクッションが優やさしく包み込む。まるで高級ホテルのロビーのようだ。

「生徒の寮にこんだけ贅ぜい沢たくするって、クシナダ財団って金持ってるのな……」

「当然だろう？」

「忍っ!?」

　男子棟エレベーター前に、忍が壁かべに寄りかかりながら立っていた。

「驚おどろくことないだろ。部屋まで迷わないように、呼び出しを食らった可哀かわい相そうなチームメイトをわざわざ待っていてあげたってのにさ。失礼な又また従い兄と弟こだ」

　忍が哀かなしげに頭を振りつつ、エレベーターの昇のぼりボタンを押す。

「それは悪かったけど、お前、その又従兄弟っていつまで使うんだよ」

「いや、なんだか気に入ってね」

　三つ並んだエレベーターのうち右側がすぐに開き、零士と忍は中に乗り込んだ。忍が一〇階のボタンを押す。するとエレベーターがＧを感じさせることなく、スムーズに上がっていき、あっという間に一〇階に辿たどり着いた。

「廊ろう下かも絨じゆう毯たん敷じきか……」

「零士、さっきもキミは言っていたけど、クシナダ財団はお金が有り余ってるんだよ。このくらい当然だろう」

「なんでだ？」

　忍の後を歩きつつ、零士は訊きいた。

「竜鱗機プラウダーはクシナダ財団でしか作れないんだよ？　大きく破損した竜鱗機プラウダーの修復もまたそうだ」

「なるほど」

　と言いながら、零士にはさっぱり分かっていない。

「適当に頷うなずくもんじゃないよ？」

　チラリと振ふり返られ、忍に睨まれた。出会って一日目なのに、早くもバレバレである。

「大国は《屠と竜りゆう戦争》の後、対竜同盟ベイオウルフに残った竜鱗機プラウダーを山分けにした。これは分かるね」

「ああ。何しろ最強の兵器でもあるからな、竜鱗機プラウダーは」

「その通り。それこそがクシナダ財団というか、我らが理事長の金かね蔓づるってわけさ」

　話しながら忍が一二〇と書かれた部屋の前に立ち止まった。廊下一番奥の部屋で、一階に二〇室ずつあることが分かる。

　ＩＤカードをかざすとカチャリと鍵かぎが開く音が、小さく響ひびいた。

「ここが僕達の愛の巣ってわけだ」

「冗じよう談だんでもやめてくれ……」

「冗談にしてくれないと、僕も困るさ」

　自分で言っておいて、酷ひどい言い草である。

　エントランスで靴くつを脱ぬぐと、廊下に足を進める。外の廊下と違ちがい、学生の掃除の手間を考えたのか室内はフローリングだ。これで安心してジュースをこぼすことが出来るってものだ。

　廊下などはなく、いきなり部屋だ。一〇畳じようほどの部屋で、左右の壁にベッドが取り付けられ、その奥には壁を向いて勉強机も置いてある。エントランスは左ひだり端はしにあり、右手前にはトイレとシャワールームがあった。

　そして部屋の中には、零士が家から送っておいた生活用品入りの段ボール箱が三つほど転がっている。

「ああ、キミのは開けてないから安心していいよ。エッチな本からキミの性せい癖へきを知って絶望したくはないからね」

　忍が、どうやら自分のベッドと決めたらしい右側に腰こし掛かける。

「……ゲイの本も、ロリの本もないぞ」

「じゃぁ熟女かい？」

「そもそもそんな本は……あ、いや、一冊しか入ってない」

「どんなのだい？」

「巨きよ乳にゆう系……」

「ふむ。悪くない趣しゆ味みだね。では今度、僕が持ち込んだ三〇冊のコレクションを見せてあげよう」

「そんなに持ち込んだのかよ！」

　思わず零士は身を乗り出してしまった。

「ああ、僕は研究熱心なものでね……っと、そうじゃないな。クシナダ財団の金蔓の話か」

「あ、そうだった。大国が山分けした竜鱗機プラウダーが、どうしてクシナダ財団に関係するんだよ」

「《屠竜戦争》以降、大国間の戦争こそないけれど小こ競ぜり合いは何回か発生してるだろう？」

「ああ」

「それ以前に、兵器ってのは演習が欠かせないものだ。小競り合いも、演習も、一定数の竜鱗機プラウダーに故障や、大きな損傷が起きる場合がある。で、竜鱗機プラウダーを作れるのはどこかな？」

「そうか、クシナダ財団だけか。修理費で儲もうけているってわけだな」

「そうそう。さらに理事長の商才豊かというか、汚きたないところでもあるけれど、《屠竜戦争》の後にクシナダ機関は、さっさと解散してしまったのは知っているだろう？」

　忍が、膝ひざの上に肘ひじを突ついて手を組む。

「ああ。終わった途と端たんに解散して、すぐにベイオウルフや国家に属さない形で財団として再出発したんだろ」

　そのくらいは、竜に関する知識が足りない零士も知っている。中学校で習うような内容なのだ。

「さて、《屠竜戦争》後の竜鱗機プラウダーは、どんな状態だったでしょう？」

「そりゃ戦争後は色々と破損してて……あっ」

「そういうわけ。財団の基き礎そとなった資金は、その時の修理費ってわけだ。何しろ一〇〇〇機ほどあった竜鱗機プラウダーが、ほぼ全すべて壊こわれていたらしいからね」

「大国も最初はすぐに解かい析せき出来ると高をくくっていたらしいよ。まんまと霧雨獣吾って男に弄もてあそばれたってわけさ」

「なるほどな……。死の商人って側面もあるのか、ここ」

「ま、軍事集団に近いからねぇ。実際近々、他組織の竜鱗機プラウダーが十数機メンテで持ち込まれるそうだよ。実地訓練ってことで、幾いくつかのハンガーが使用禁止になって整備科が動員されるってさ」

　最さい新しん鋭えいの竜鱗機プラウダーを運用し、さらに各国の竜鱗機プラウダーのメンテナンスも一手に握にぎっている組織。それは確かに、どこの国家も口を出せないはずだ。

「で、学園長の呼び出しのことを、そろそろ僕にも教えてくれないかな」

　忍の言葉に、零士は学園長室で言い渡わたされた重大事を思い出した。我ながら、呑のん気きによく忘れていられたと思うほどだ。

　経けい緯いはすっ飛ばして零士はなるべく簡潔に、一週間後に模も擬ぎ戦を行うことと、エミリー達が不問を勝ち取るために挑いどんでくること、そして自分達が勝てばＡクラスに入れることを説明した。

　返ってきた反応は、驚きでも怒いかりでも諦あきらめでもなく、意外にも好意的なものだった。

「なるほどね。実に興味深いね」

「呑気に言うなよな。連中は本気で掛かかってくるんだぞ。下手すると怪け我がじゃ済まない可能性だってあるんだ」

　零士に非難された忍が、なぜか不思議そうな顔をする。

「なら訊くけどさ、零士はあの連中にやられっぱなしでいいのかい？」

「……それは」

「今日はキミが勝ったとエミリーは言ってたけどね、あのまま続けたら僕達の負けは確定的に明らかだったんじゃないかな」

　忍の言う通りだ。エミリーの装そう甲こうの一部を斬きり裂さいただけで、もう完全に手て詰づまりだった。エミリーの感情はどうあれ、客観的に見れば今日は見み逃のがしてもらったのだ。

「分かってるようだね。なら、リベンジの機会があることはいいことじゃないか」

「一週間だぞ」

「どうにかなるさ」

　忍という男は、どうやらかなりの楽天家のようだった。








　二章




　夢を見た。

　それは初めて、杵き築づき弓ゆ美み香かの姿を見た時の記き憶おくだ。

　ニュース画面に映る弓美香の姿は、とてつもない衝しよう撃げきを零れい士じに与あたえた。

　どこかで会った、そんな気がした。とても大切な記憶を失っているような、そんな感覚だった。そして、何な故ぜかはさっぱり分からないが、物心付いた時からずっと欠けている、穴が開いていると感じている心を、弓美香が埋うめてくれる気がしたのだ。

　だから零士は、自分の幼少期も知るはずの獣じゆう吾ごに尋たずねた。自分と弓美香に接点があるのか、と。獣吾は最初驚き、そして笑った。

「男ってのは自分で確かめるもんだろ」

　そう言い、建たけ速はや学がく園えんへの入学を勧すすめた。竜りゆうや竜に関係するもの全てを毛け嫌ぎらいする姉さんが長期出張に出かけると、獣吾は毎日のように勉強を見てくれた。

　ある日零士は獣吾に尋ねた。

「どうして、そこまで世話してくれるんだよ」

「昔から言ってるだろ。お前の親父おやじとお袋ふくろさんには、でっかい借りがある。だからこそ、お前達姉弟きようだいの世話だってみてきたんだ。この程度じゃ、まだまだ返しきれないんだよ」

　獣吾は遠くを見ながら言い、苦しげな顔をした。が、すぐに真しん剣けんな顔になると、零士を強く強く見み据すえた。

「いいか、これは俺が戦場で知った真実だ。護まもりたいなら、人を捨てろ」

「人をって……」

「受験勉強だって戦場だ。それに、お前が入る建速学園は戦場みたいなもんだ。いいか、心に刻み込め。絶対に忘れるな。いざという時に、必ず思い出せ」

　逆らうことが出来ない。耳からではなく、直接脳に刻み込まれるように、零士は獣吾の言葉を聞いた。

「人を捨てて護れ。それが叶かのう零士の宿命だ」




　　　　※　　※　　※




「はぁっ……はぁっ、はぁっ……」

　荒あらい息と共に零士は体を起こした。時計を見ると朝の七時だ。始業時間が八時半なので、まだ十分に余よ裕ゆうがある。

「おや起きたのかい。随ずい分ぶんとうなされていたね」

　シャワー室に設置された洗面所から、歯は磨みがき片手に忍しのぶが顔を出した。

「うなされてたか」

「ああ、ちょっと早起きして作業してたんだけど、うんうんとうなされてたね。悪い夢でも見たのかい？」

「うーん、悪い夢……じゃなかったはずなんだけど」

　ゆっくりと体を伸のばして、零士は布ふ団とんから抜ぬけ出した。

「しかし朝から作業って何をしてたんだよ」

「まぁ大したことじゃないんだけどね。そうだ、元々零士のおかげで出来たものなんだし、ちょっとキミの端たん末まつを借りてもいいかな」

「端末？　いいけど」

　端末──最近流行の空間投影式デバイスSpace Projector Deviceを渡す。すると忍が、なにやらデータを端末にインストールし始めた。

「ウイルスとかじゃないよな」

「エッチな本を一冊しか持ち込んでない零士へのプレゼントさ」

「電子書しよ籍せきのエロ本か。よく年ねん齢れい制限を突とつ破ぱしてダウンロード出来たな」

　端末自体に年齢制限項こう目もくがあったり販はん売ばいサイトがうるさかったりと、電子書籍で成人向けの本はなかなか購こう入にゆう出来ない。ただ紙の本は、古本や知り合いの成人男性に買ってもらうなど色々と抜け道があり、エロ本は紙が主流だ。

「よし終わった。どうだい？」

　返ってきた端末でデータを確かく認にんする。目の前の空間に画像が展開され──裸はだかの女性だった。しかもモザイクなしの無修正。

「くっきり見えちゃってるぞ、これっ」

　生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「貴重だろ？」

「き、貴重だけど……」

「ああ、それと」

　横から忍が端末を勝手に操作する。どうやら特定ページを開けるようだ。

「ここだ。この三四五ページからは、昨日の記念写真だよ」

「記念写真？」

　言われて零士は画面をのぞき込んだ。

　てっきり、零士がエミリーに一ひと太た刀ち浴びせたシーンでもあるのかと思ったが、そこにあるのは昨日のレティシアだ。

　しかもインナーが破けて、ニプレスだけの胸が露あらわになっているシーンだ。

「お、おい！」

「記念だろ？」

「いや記念って」

「ま、消したければ消せばいいよ」

「…………ま、まぁ、うん、朝の準備とか終わってからに」

　消すべきだと思うが、同時にもったいない気もしてしまう。もっとも零士は、目の前でもっと凄すごいものまで見てしまっているが……。

「ま、他ほかのヤツにばれないように見てくれよな。あと使うんだったらトイレがいいと思うよ」

　デリカシーのない忍だった。

　そんな朝のやりとりから三〇分、初の授業に行く準備を整えて、最後に竜鱗機プラウダーの駆く動どうキーを腰こしに佩はく。

　零士は元々日本刀だったが、忍もまた日本刀を佩いた。

「細剣レイピアはどうしたんだよ」

「竜力を込こめれば、元に戻もどるんだよ。携けい帯たいに便利なように、この形に出来るのさ。ま、形状記憶合金みたいなものらしいよ。零士が、弓美香先せん輩ぱいと出て行った後、整備科の先輩に教えてもらったんだ」

　なんというか、日本刀を選んで少し損をした気分だ。

「それより、早く朝飯を食べに行こう」

「そうだな」

　忍に頷うなずき返し、零士は部屋を出てエレベーターを使い一階のロビーに降りた。

　奥にある食堂を利用するためだ。

　朝食自体は立食ではないもののビュッフェ形式で、生徒達が思い思いに料理を装よそって、無数に置いてある円形の机で食べている。

　零士は白いご飯、アサリの味み噌そ汁しる、あじの開き、サラダ、生卵を取った。忍は朝からラーメンだ。

「朝食に喰くうものか？」

「僕は三食ラーメンでも平気なのさ」

　妙みような自じ慢まんをされてしまう。

「おや、あそこにいるのはレティに、リタじゃないかな」

　確かに姉し妹まいが、仲良く談だん笑しようしながら朝食を取っている。邪じや魔まするのはちょっと気が引ける、姉妹空間だ。そう零士が思ったが、忍が遠えん慮りよも何もなく二人の所に行ってしまう。

「お、おい」

「おはよう、レティ、リタ」

　レティシアが思いっきり睨にらんでいるが、忍は気後れも何も無く食事を取ったトレーを机に置いて椅い子すに座る。

　リタはたった一日で忍には諦あきらめたのか、ハァとため息を吐つくだけだ。

　零士は、やや腰が引けつつもここで帰るわけにもいかず、愛あい想そ笑いを浮うかべながら椅子に座った。

「朝からチームの親しん睦ぼくを深められて、僕は嬉うれしいよ」

　軽口を叩たたきながら忍がラーメンを啜すする。レティシアとリタは、ハムエッグなどの洋風朝食だ。もっともレティシアの前には、パスタも置いてある。

「そういえば、二人とももう模も擬ぎ戦のことは聞いてるのか？」

　零士の質問に、リタが答える。

「昨日、弓美香先輩が来てくれて経けい緯いも含ふくめて説明してくれたよ」

「アタシとしては、願ったりだな」

　レティシアがもりもりとパスタを食べていく。ものすごい勢いで、いっそ気持ちいいくらいの食べっぷりだ。

「……おかわりしてくる」

「お姉ちゃん、三皿目は多いんじゃないかなぁ」

「食は全すべての基本だ。喰わねば強くはなれない」

　きっぱりと言い張って、レティシアがおかわりを取りに行く。スラリと引き締しまったそのスタイルの、いったいどこにパスタ二皿分が入っているのか、零士にはさっぱり分からない。

「あのスタイルで大食いなのか？」

「象に餌えさを与えてるみたいだって、実家じゃ言われてたかな……。まあ、ここって食事はタダだからいいんだけど」

　やれやれとリタが頭を振ふる。

「まあ、あれで力出るんならいいんじゃないかな。なにしろ、僕達のチームでエミリーに対たい抗こう出来そうなのは、レティくらいなものだからね」

　そういった忍をリタが睨み付けた。

「お姉ちゃんに全部押しつけちゃう気？　それってすごく卑ひ怯きようだよ」

「そう言われてもね、冷静な現状分ぶん析せきだよ。それに戦せん闘とうはチームで行うものだからね、僕としてはチームが勝てば、エミリーにも勝ったことになると思うわけだ。ねぇ、零士」

「え、俺？　俺は……」

　考え込んだ零士を、リタが今にも噛かみ付きそうな顔で睨む。

「もしかしてリタって、かなりのシスコンかい？」

　忍の疑問に、リタは即そく答とうした。

「うん。お姉ちゃんに迷めい惑わく掛かけるヤツも、お姉ちゃんに手を出すヤツも、お姉ちゃんにリタ以外で感謝されるヤツも、みんなみんな水虫にかかって死んじゃえばいい」

「うーん、僕が模擬戦でレティの役に立って感謝されたらどうなるのかな」

「水虫」

「……僕が模擬戦でレティを放ほうっておいて迷惑掛けたらどうなるのかな」

「水虫」

「…………まぁ、姉妹の仲が良いのはいいことだけどね」

　忍が苦笑する。

　そんな二人のやりとりを無視して考えていた零士は、頷いた。

「そうだな。うん、そうだ」

「何がそうなのよ、水虫予備軍」

　リタが嫌いやな未来予測をする。

「あのな……。とにかく、エミリーは俺に因いん縁ねんつけてきたんだ。俺が戦うよ」

「それは困るな」

　おかわりのパスタを大盛りで持ってきたレティシアが、席に着いた。

「アイツはアタシの上だ。だがペーパーテストがなんになる。このアタシが本当は一番だと証明するには、丁度いい相手だ」

　がつがつと食べながら、譲ゆずる気はさらさらないとレティシアが言う。

「なら僕達はレティとエミリーの戦闘の邪魔にならないように、周囲の連中と戦えばいいわけだね。だよね、リタ」

「うん、そうだね。お姉ちゃんがエミリーを倒たおすのを邪魔するヤツは……水虫になればいい」

　が、零士としては忍とリタのように素す直なおに頷く気にはならない。

　一度、事実上負けた悔くやしさもある。

　何より、誰だれよりも最初に選んでくれた弓美香の信しん頼らいに応こたえたい。

「貴様は、アタシがエミリーと戦うことに納なつ得とくいかないようだな」

　早くもパスタを半分ほど食べたレティシアが、零士を睨む。

「ああ、その通りだ」

「それとも何か、まぐれでアタシを追い込んで増長したか？」

「増長なんて出来るわけないだろ。現に、エミリーには惨ざん敗ぱいしたんだ」

　エミリーは負けたと言ったが、あのまま続けていれば間ま違ちがいなく自分が負けていた。零士はそう思っている。

「ならなぜだ。勝てないことが分かってて、アタシの邪魔をしようという理由は」

「勝てないって決まってないだろ！」

　食べ終わったレティシアが、ナプキンで口元を拭ぬぐい、零士を射い貫ぬくように見つめた。

「着地も一人で出来ないヤツが、どう戦う。それとも何か、憧あこがれの弓美香先輩に良いところを見せたいから戦うのか。こんなにも僕は頑がん張ばってますとな」

「言って良いことと悪いことがあるぞ！」

　思わず零士は椅子を蹴けって立ち上がっていた。

「なんだ図星か？」

「レティ！」

　机の上で零士とレティの視線がぶつかる。どちらも全く譲る気はなく、にらみ合いが続く。

　リタが何か言いかけたが、零士の迫はく力りよくに押されて言葉を失う。忍は、興味がないのか、関かかわり合いにならないのが得策と考えたのか、一人でコーヒーを飲み始めた。

　そうこうしている間に、徐じよ々じよに周囲でひそひそと声が上がり始めた。

「あれ杵築先輩のチームだよな」

「知ってるか、首席のエミリーとやりやったらしいぜ」

「それどころか、今度対決するみたいよ」

「私見ちゃったのよ。あの叶くん、まともに着地出来ないみたいよ」

「マジかよ。あんなの誰だって出来るだろ」

「そういえば昨日のレティシアさんって、ノーブラじゃなかった？」

「あ、貴方あなたもそう思った？　あの揺ゆれ具合、絶対にノーブラだったわよね」

　レティシアの顔が、だんだんと赤くなっていく。

「言っておくが、俺じゃないぞ」

「とにかく座れ」

　なんだかもうにらみ合う雰ふん囲い気きではなく、零士は素直に座ってコーヒーを口にした。

「とにかくだレティ。俺はエミリーと戦いたい」

「まだ言うのか」

　レティシアの眉み間けんが、すぐに険しくなる。

「まぁ聞けって」

「何をだ」

「今決めるのはやめよう。まだ一週間ある」

「昨日で一週間なら、もう六日じゃないの」

　リタに突つっ込まれた。

「……六日ある」

「そうだな」

　レティシアが、クロワッサンを半分近く一口で食べる。

「訓練最終日に決めよう」

「なるほど。貴様は、この僅わずかな日数でアタシを超こえる気か」

「…………まぁ、そうなるか」

　急に大それたことを言ったことに気が付いて、零士の視線はちょっと泳いでしまった。

「いいだろう。最終日にどちらがエミリーを受け持つか決めよう。何しろ、零士との決着も付いていないからな。丁度いい」

　レティシアはそこまで言って、目を閉じた。数秒黙だまった後に、また口を開く。

「覚かく悟ごがある相手に言うべきではないことを、アタシは言ったようだな。さっきの発言は、取り消す。アタシが悪かった」

　僅かにレティシアが頭を下げる。

　彼女が何を言っているのか零士には、すぐに分かった。「弓美香先せん輩ぱいに良いところを見せたいから戦う」という発言を、レティシアは取り消したのだ。

「……分かった。俺も忘れるよ」

「すまない」

　レティシアが、さっきよりは少し大きく頭を下げる。

「だがその覚悟が本当か、さっそく今日から見せてもらうぞ」

　残りのクロワッサンを一口で飲み込む。ただ今のレティシアの表情は、普ふ段だんより少し柔やわらかい気がした。

「しかし、これでレティシアは男子に大人気になったんじゃないかな」

　呑のん気きに言った忍をリタが睨んだ。

「もしかして、アンタがお姉ちゃんのノーパンを言いふらし──もがっ!?」

「ば、馬ば鹿かよせっ」

　レティシアが慌あわててリタの口を塞ふさいだが、時既すでに遅おそし。

「ノーブラだけじゃなくて、ノーパンだったのかよっ」

「ノーパンで入学式出てたって、もしかして露ろ出しゆつ狂きようなのかしら」

　ざわざわとレティシアの不ふ名めい誉よな情報が広まっていってしまう」

「………………あう」

　真っ赤になった顔を両手で隠かくして、レティシアが俯うつむいてしまった。

「お、お姉ちゃんごめんなさい」

「いい、リタのせいではない。アタシの失態だ」

　レティシアが顔から片手を離はなして、シュンッと凹へこんだリタの髪かみの毛を優やさしくなでる。本当に仲むつまじい姉し妹まいの姿だ。

「弓美香先輩に選ばれた時に覚悟はしていたけど、俺達って有名人になったな」

　零士が感想を漏もらすと、忍が鼻で笑った。

「今いま更さら過ぎるよ零士。生徒間のネットワークを見たけど、二年生にまで昨日のエミリーとの衝しよう突とつ、そして模も擬ぎ戦決定は広まってるんだよ？」

「三年には広まってないのか？」

　ようやく平静を取り戻もどしたレティシアが、まだちょっと顔が赤いものの訊きく。

「三年生は特別任務で、出しゆつ撃げきしているらしいね」

　忍が穏おだやかではない単語を使う。

「そういえば、昨日も学園長がそんなこと言っていたな」

　零士が呟つぶやくと、レティシアがぴくりと耳を動かした。

「出撃だと？」

「なんだレティも知らないのか。三年生になると、対たい竜りゆう科は実戦にも参加するんだよ。あくまでも陽動だの後方防ぼう御ぎよだのと、財団の部隊の補完戦力だけど戦死者──おっと、ここでは殉じゆん職しよく者しやか。まぁ、ようするに帰ってこないケースもあるらしいね……」

　忍がハァとため息を吐つく。

「相手は竜りゆう槍そう師団か」

　レティシアが呟いた。

「竜槍師団って言えば、確か最近また活動が活発化してるんだよね。先月なんか、三つの国で都市が破は壊かいされて、その国の軍隊が壊かい滅めつしたよね」

　リタが、あまり現実感がない口調で言う。実際、日本での活動はあまりなく、ニュースサイトの記事で見ているだけなので、それほどの現実感は零士も持っていなかった。

「そういえば竜槍師団には、クシナダ機関から寝ね返がえった人間もいて、実は竜鱗機プラウダーのメンテどころか開発までしているんじゃないかって噂うわさもあるらしいよ」

　忍が、飲み干したコーヒーカップをゆらゆらと揺らしながら言う。

「忍、いつの間にそんな情報を手に入れたんだよ」

　零士が訊くと、忍がニヤリと笑った。

「エッチな本と同じでね。世の中には表があれば、必ず裏があるのさ」

　忍の言葉に朝一でもらった無修正エロ本データを思い出してしまう。

「この学園は半ば軍事組織だからね。校内ネットワークは、生徒が使うものとはいえ、外部とはかなり遮しや断だんされてる。おかげで外部に情報共有スペースなんて作ったら、すぐに追つい跡せきされて掴つかまっちゃうわけだ。でもね」

　心底楽しそうに忍が、今度はコーヒーのスプーンを回した。

「世の中には酔すい狂きよう者というか、猛も者さがいるもんだね。なんでも情報戦科の三年生が一年の時に構築したらしいんだけど、校内にサーバーを立てて、校内に閉じた独自空間を作っちゃった先輩がいるんだよ。通常サーバーに接続しているように偽ぎ装そうして、独自空間で秘ひ匿とく情報まで共有出来るってわけさ」

　システム等に疎うとい零士には、さっぱり分からない。ちらっと見ると、レティシアも零士と同類らしい。ただリタはかなり目を輝かがやかせて、ふんふんと頷うなずいている。

「表側にも共有スペース作って、当たり障さわりのない会話をするプログラムでも動かしてるのかしら」

「当たり。当然、サーバプログラムではなくて端たん末まつ上で動かすんだけど、念が入ったことにインストール型じゃなくて、このストレージ内蔵なんだよね。ここから動かして書き込むんだ。で、書き込んだら外すのがルールってわけ。そうすれば、定期的に動いてる端末検査にも引っかからないだろ？」

「凄すごい凄い、外部記き憶おく領域から動かすって旧時代の技術だね。でも、サーバーの接続機器のユニークアドレスとか、割り当てはどうやって誤ご魔ま化かしてるんだろう」

「それはね……」

　ヒソヒソと二人して盛り上がっている。

「なぁリタって、ああいうの好きなのか？」

　零士が訊くと、レティシアが少し得意そうに頷いた。

「昔から機械弄いじりとかが好きなんだ。アタシにはさっぱり分からない難しい本なんかも読んでるし、壊こわれた機械を直したりするのも好きだ。凄いだろ？」

「ああ、凄いと思うよ。もっとも忍の方が、得体が知れないと思うけど……」

　入学式からたった一日で、どうしてそういうネットワークに参加出来たのか、不思議で堪たまらない。

　零士がそう首を捻ひねっていると、食堂にザワザワと喧けん噪そうが広まっていく。何が起きたか分からないで、キョロキョロと周囲を見み渡わたすが、特に事件らしいものは感じられなかった。ので、もう一回首を捻ってみた。

「なんだ？」

「なんだじゃないさ。僕達のお姫ひめ君ぎみの登場だ」

　忍が苦く笑しようしながら零士の頭を掴むと、強引に横に向かせた。すぐに喧噪の理由が分かった。

　弓美香が、かなり眠ねむたそうな顔で女子棟とうのエレベーターから出てきたのだ。小さな欠伸あくびをしつつふらふらと歩いているせいで、ルームメイトらしい女生徒が時々その手を取って食堂へと導いている。

　まるでメイドにエスコートされる姫君のような光景だ。

「そういえば、校内でのあだ名は本当に『姫君』らしいよ」

　忍が、校内ネットワークで拾ってきたらしい情報を教えてくれた。もっとも、教えてくれないでも必然的に「姫君」というあだ名に落ち着きそうではある。

「しかし、姫君は低血圧なのかね」

「校内ネットワークには、その情報なかったのか？」

　零士の問いに、忍が力なく首を左右にした。

「弓美香先輩のことは、あまり調べなかったからね」

「なら、今から調べればいいじゃないか」

「端末を部屋に忘れたのさ」

「……仕方ない。俺が調べるよ」

　仕方なく零士は端末をポケットから取り出して、投とう影えい口から数センチ上に一〇センチ四方の画面を投影する。

「あ、バカッ」

　忍が叫さけんだ。

「え？」

　と疑問を口にした時には、もう理解出来ていた。グラフィックビューアーを閉じた時に、投影していた写真が、起動と同時に再生されてしまったのだ。

　そう、レティシアのニプレスだけの胸が写っている写真だ。

「さいって───っ。お姉ちゃんの、こんな、こんな素す敵てき写真撮とるなんて、二人とも水虫になっちゃえ！」

　リタがこれでもかという軽けい蔑べつの視線を送ってくる。

　そして低い、低すぎる笑い声が聞こえてきた。

「……………………ふ、ふふ、ふふふふふふふふふふふふふ」

　地じ獄ごくから聞こえてくるかと思いたくなるが、発生源はレティシアだ。

「貴様ら、死ぬ覚悟は出来てるんだろうな」

「いや、違ちがうっ、これを撮ったのは忍で」

「又また従い兄と弟こっ、ここで僕を売るのは酷ひどくないか！」

「うるさいっ。お前が変な物を俺に渡わたすからっ！」

「ほう、アタシの胸が変なものか」

　ガタンとレティシアが立ち上がる。

「あああぁ、違うっ、そういう意味じゃなくてっ。どっちかっていうと、素晴らしいものというかっ。小ぶりだけど、張りがあって、形も良くって、うあああ、俺は何を言っているんだ！」

「その記憶を消すにはどうすればいいのだろうな」

　レティシアが近づいてくる。

「待てっ、落ち着けっ。ここは一つよく話し合おう。俺達はエミリーのことだって話し合いで解決出来たじゃないか！」

「叩たたけば記憶を失うって説が、確か大昔にあったな」

　零士の頭に、トレイが近づいてきた。

「それ、それは迷信だから！　って、なんで俺だけが標的なんだ！」

　悲鳴を上げつつも、とにかく頭を守ろうと両りよう腕うでを頭上でクロスさせる。

　すっぽりと収まった。

　揉もみ揉み。

「あ、今日はちゃんとブラジャーつけてるのな」

「………………方針変へん更こうだ。リタ、立ってくれ」

「う、うん？」

　不思議そうな顔をしながらリタが立った。そしてレティシアが、両手で椅い子すを持ち上げる。

「スト─────プッ、それは洒落しやれに、洒落にならないから！」

「無論、洒落で済ます気はない！」

　レティシアが怖こわいことを断言する。

「はいはい、賑にぎやかなのもそこまでにしなさい」

　ペシンッ、ペシンッと連続でレティシアと零士の頭が、軽く叩かれた。

「誰だれだっ──弓美香先せん輩ぱいっ」

　反射的に振ふり返ったレティシアが、椅子を持ち上げたまま固まる。

「女の子が、戦場でならいざ知らず日常でこんなことをしてはダメよ」

　どうやらちゃんと目が覚めたらしい弓美香が、レティシアと零士の間に立っていた。

「ア、アタシは、女であることを捨ててる」

「そう。でも、それなら胸を揉まれても怒おこる必要ないでしょう」

「うぐ……」

「それに、常識としても、さらに建速学園の生徒としても、看過できない行こう為いだわ。さ、すぐに降ろしなさい。椅子は座るものだわ。椅子を殴なぐるために使っていいのは、プロレスラーだけよ」

「…………分かった」

　悔くやしげにレティシアが椅子を降ろして、座った。その際に、チラリと零士を睨にらんだ目は、如によ実じつにデータは消せと語っていた……。
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「さて零士くん」

「はい、ありがとうございます」

　椅子殴おう打だから助けてくれた弓美香に、零士は深々と頭を下げた。

　そして頭を上げて、固まった。

　レティシアに向けた大人な対応が、そこにはない。ムッス────と頬ほおを膨ふくらませて怒ってる。

「………………不ふ可か抗こう力りよく、よね」

「はい、不可抗力であります」

「揉みたいから揉んだわけじゃないのね」

「はい、揉みたいから揉んだわけじゃありません」

「…………いいわ。その言葉、信じましょう」

　なんだかまだ怒っている雰ふん囲い気きではあるが、弓美香の顔がいつも通りに戻もどる。

「貴方あなた達は模も擬ぎ戦で勝てばＡクラスですけど、今は当初割り当てられた教室に向かって下さい。リタさんはＡクラス、忍さんはＢクラス、レティさんと零士くんはＤクラスね」

　よく考えれば、リタには模擬戦のメリットはないのでは──と思った矢先に、リタがレティシアの手を強く握にぎって祈いのるように言う。

「お姉ちゃんっ、絶対に、絶対に模擬戦勝って一いつ緒しよのクラスになろうね！」

　シスコンのリタにとっては、十分なメリットがあったようだ。

「授業が終わった後だけど、運良く訓練場の午後三時半からの二時間枠わくが取れたわ。なので、一〇分前には集合してちょうだいね」

「枠って抽ちゆう選せんなんですか？」

　零士の質問を訊きいた瞬しゆん間かん、弓美香の眉まゆがぴくりと動く。でも結局、つんとそっぽを向いて答えてくれない。

「枠は抽選式なんですか？」

　忍が訊くと、弓美香が頷うなずく。怒ってるというより、なんだか拗すねてるんじゃ……。

「授業が終わるのが三時一〇分なので、三時半が最初の枠ね。次が五時半、最後が七時半で九時半以降は原則使用禁止になっているわ。全部で四〇チームもあるから、なかなか大変なのよ」

　零士は肘ひじで忍を小こ突づいて小声で疑問を伝えた。

　苦笑しながら忍が訊いてくれる。

「三年生はどうしてるんですかね」

「三年生は、三年生専用の訓練場があるのよ。そうね、おそらく模擬戦もそこで行われるはずよ。試験でのチーム戦も、三年生の訓練場で行うから」

　そう言ってから、弓美香は全員を見渡した。

「六日間しかないけれど、頑がん張ばりましょうね」

　その言葉に、零士達は一いつ斉せいに「はい！」と答えたのだった。




　　　　※　　※　　※




「え～、まずは我が学園の歴史ですが、この私立建速学園の理事長霧きり雨さめ獣吾は、《屠と竜りゆう戦争》を終結へと導いた《竜りゆう討とう五将》のリーダーで、あります。そして学園長もまた《竜討五将》の一人であり……」

　零士はボケーっと黒板を眺ながめていた。

　隣となりの席には、半ば押しつけられる形でレティシアが座っている。入学試験時の暴行事件、さらに美人ではあるが見るからにキツそうな外見のせいで、クラス中がなるべく側そばにいたくないと零士の隣に座らせたのだ。

　もっとも当の本人は、何一つ気にしていないようなのが、救いと言えば救いだ。

「クシナダ機関が元々日本古来の組織であったことからぁ、《竜討五将》の内、四人までもが日本人で、あります。もっとも一人は失しつ踪そうし、五将中もっとも若い最後の一人も、剣けんを置いて一いつ般ぱん人として暮らして、おります」

　このクラスの担任である初老の教師が、妙みように「あります」にイントネーションをつけつつ、学園の歴史を講義している。

　はっきりいって退たい屈くつだった。

　そもそもそのほとんどが、入試のおりに出てきたことで……今いま更さら聞く必要を感じない。特に脳がその必要を拒きよ否ひしてしまい、零士はいつしか微睡まどろみの中に入っていった……。

「え～、そもそも叶女史は………………で、あります………………」




　　　　※　　※　　※




「起きろ」

　ゴンッとけっこう荒あら々あらしく後頭部が叩かれて、零士は飛び起きた。

「いててててて……何するんだよ！」

　殴った張本人に抗こう議ぎするが、レティシアは痛つう痒ようを感じないようで、平気な顔だ。

「お前がぐっすり寝ねている間に、もう一時間目の授業は終わってしまったぞ」

「いやだって、入試に出てきたことを繰くり返されてもなぁ」

「まぁほとんど同じ内容だったのは認めるが、朝一から寝ることはないだろう。それとも寝不足なのか？」

　と、そこまで言ってから……レティシアが、ハッと息を呑のんだ。

「どうしたんだよ」

「もしかして、そういうことか？」

「どういうことだ？」

「男子寮りようではよく起きることだと聞いている」

「……何が起きるんだ？」

「男と男が同どう衾きんを」

　両手で口元を隠かくして、恐おそる恐るおかしなことを聞いてくるので、零士は即そく答とうした。

「違ちげぇよ！」

「……そうか」

　あっさり認めてくれたのはいいものの、どこか残念そうなのは何な故ぜだろう……。

「とにかく、ジロジロと教師に睨まれていたぞ。次からは頑張って起きていることだ」

「ああ、頑張るよ。変な誤解をお前にもたれたくないからな」

　心の底から、零士はそう思った。

　その結果……昼休み後の四時間目以外は、居い眠ねむりしないですんだのだった。




　　　　※　　※　　※




　校舎の地下一階からハンガーまでの廊ろう下かが延びている。

　地図によれば、ほぼ全すべての施し設せつがハンガーと地下で結ばれているらしい。

「さすがは軍事施設でもあるってところだな」

　歩きながら零士が感想を漏もらすと、レティシアが少し不満そうに言った。

「寮と校舎も地下通路で繋つないで欲しいものだ」

「ハンガー経由なら行けるんだけど、原則禁止だからな」

「理由を知ってるか？」

「いや。レティは知ってるのか？」

「女子トイレで小耳に挟はさんだ」

「女子トイレ……なるほど、噂うわさの中心地だな」

「ああ。なんでも理事長が、外を通らないと雨に降られたりしない。つまり、生徒が相合い傘がさ出来ないと言い張ったらしいぞ」

　思わず転びそうになった零士だ。

「な、なんだそりゃ……いやまぁ、あのおじさんなら言いかねないか」

　馬ば鹿か笑いする獣吾の顔を思い出して、少し納なつ得とくしてしまった。

　そうこうしていると、第一ハンガーに辿たどり着く。

「仲良くご出勤かい？」

　忍の茶々に、

「同じクラスなんだから当然だろう」

　零士があきれ顔で返す。その間にもう、リタがレティシアの手を取って自分達のガントリーの前に連れて行ってしまう。

「お姉ちゃん、零士に変なことされなかった？　もしされてたらアイツ、水虫にしちゃうからね」

「安心しろ。何かしようとしたら殴り返すか、投げ飛ばすか、骨を折るか、男子として再起できないようにするだけだ」

　優やさしい微笑ほほえみをリタに向けながら、言葉の内容は残ざん酷こく極きわまりないレティシアだ。

「みんな揃そろったようね」

　弓美香が入ってくる。

「では、まず整列してもらうわね」

　全員が弓美香の前に、昨日と同じく入学式で呼ばれた順番、零士、レティシア、リタ、忍の順番で横に並ぶ。

「弓美香先せん輩ぱい、お願いがある」

　いきなりレティシアが切り出した。

「何かしら」

「六日後に模擬戦がある。連中はもうタイプ別になった竜鱗機プラウダーを使っていた」

「そうね」

「アタシ達も、今の素体ではなくタイプ別にして本格的な訓練を受けさせて欲しい。このままでは、チームとしてタイプを活いかす訓練も出来ない。どう考えてもこちらが不利になる」

　レティシアの言葉には、説得力があった。

　チェスや将しよう棋ぎは、それぞれの駒こまの特性があるからこそ、互たがいに補完し合って強さを発揮する。現状の零士達は、自分達がどんな駒なのかも分からないのだ。これでは、互いの特性を活かし合ってチームとして強さを発揮することなんて出来やしない。

　翻ひるがえってエミリー達は、もう自分達の駒としての特性を知り、特性にあった竜鱗機プラウダーを装着している。

　チームとしての完成度は、このままでは日を追う毎ごとに広がっていくはずだ。

「弓美香先輩、俺もレティシアの意見に賛成です」

　零士が同調すると、リタも忍も同じ様に賛成した。

　そう、弓美香一人を除いてだ。

「レティさんの意見具申は、却きやつ下かするわ」

「どうしてですか！」

　詰つめ寄ったレティシアを、弓美香は全く気け圧おされることなく見返して告げた。

「私には私の良かれと思う方針があるわ。そしてこのチームの指揮官は、この杵築弓美香よ。もちろん意見を言うことは構わないわ。でも、最終的な判断は私がします。その決定には絶対服従よ」

「なっ」

「レティ一年生、下がりなさい」

　怒ど鳴なったわけではない。それでも、その迫はく力りよく、威い圧あつに、レティシアは思わずよろめき、一歩下がってしまう。

「そこではないでしょう。レティさん、ちゃんと整列の位置に戻もどりなさい」

「……分かりました」

　呻うめくようにして、レティシアが零士の隣に戻ってきた。

「それでは全員装着してね」

　弓美香が自分の深い青色のガントリーに乗り、駆く動どうキーをセットする。

　竜の咆ほう哮こうのような駆動音が響ひびき、モーターが回り始める。ガントリーに無数に走る切れ込みが開き、アームが『碧へき雷らい』のパーツを押し戴いただくように中から迫せり上がってきた。

　そして腕うでを横に上げた弓美香の体を、深く青い色に彩いろどられた竜鱗機プラウダー『碧雷』でドレスアップしていく。

「やっぱり、うらやましいよねぇ」

　彼女向けにカスタマイズされた竜鱗機プラウダーの装着をチラリと見た忍が、ぼやいた。

「まぁ、今は竜鱗機プラウダーを装着出来るだけで満足するしかないだろ」

　零士はそう答えると、自分もまた日本刀型の駆動キーをセットする。

　ガントリーが駆動し、白色のパーツをアームが持って上がってくる。三九式素体と呼ばれる、タイプ別改修が施ほどこされる前の竜鱗機プラウダーだ。

「ま、塗と装そうも、墨すみ入れさえしてない仮組み状態のプラモデルって思えば……ま、いいのかな」

　忍がよく分からない呟つぶやきと共に、駆動キーに内蔵されている小型の竜りゆう力りよく誘ゆう導どう機きによって自分の竜因子から竜力を取り出し、注ぎ込む。すると日本刀型だったソレが細剣レイピアの形へと変わった。

　その切っ先を足あし下もとにセットし、忍もまた三九式素体を装着した。

「管制科お願いします。第一ハンガー、ハッチ開放を要よう請せいします」

　弓美香が兜かぶとに内蔵された無線で、管制室と連れん絡らくを取る。

『こちら管制科二年コニー。了りよう解かい、弓美香』

　その返答と共に、ハンガーの天てん井じようが左右に割り開かれていく。

「では、縦列で訓練場に上がるわ」

　深い青色の竜鱗機プラウダーを身に纏まとった弓美香の体が浮うき、ゆっくりと上じよう昇しようを始めた。その後を零士も続き──前日と同じく、竜力のコントロールに失敗してまた追い越こしてしまった。

　当然の帰結として減速しての着地など出来ずに、派手に土つち煙けむりを上げて地面に墜つい落らくする。

「いててて……」

「朝は大口を叩たたいていたが、結局コレか」

　起き上がった零士に、レティシアが呆あきれた顔で声を掛かける。

「昨日の今日でいきなり変わりやしないって……これからだ」

　とりあえずそう虚きよ勢せいを張ってみたものの、どうにもコツが分からない。

　案の定、最初の編隊飛行訓練から零士は、全く編隊を組むことが出来なかった上に、墜落を繰り返してしまった。

　竜鱗機プラウダーは、《竜りゆう戮りく者しや》と呼ばれる人間だけが持つ竜因子から竜力誘導機が竜力を取り出し、幾いくつも装備された異則モジュールに流し込むことで動く。

　各おの々おのの異則モジュールは、竜鱗機プラウダーと一体化したことで零士にもあたかも自分の体を動かすのと同じ感覚で動かすのだということが分かっている。

　問題は、竜力の流し込みだった。

　竜力誘導機によって取り出された竜力を、飛行に使用する重力制せい御ぎよ異則モジュールに全力で流し込むか、全く流し込まないか、の二に択たくしか零士には出来ていない。

　おかげで、編隊を組むところを全力飛行で全員を追い越してしまい、着地する時に自由落下で墜落してしまう。

「零士くん、一つ分かったことがあるわ」

　弓美香が、泥どろまみれになって立ち上がった零士の前に立った。

「竜力を、自分が今出せる全力で取り出しているでしょう？」

「どういうことですか？」

「竜力誘導機は貴方あなたの竜因子から竜力を取り出すけれど、その量は貴方がコントロール出来るのよ。貴方の竜因子が出せる竜力が一〇〇だとして、何も常に一〇〇を出す必要はないでしょう」

「……なるほど」

「竜力は体力と同じよ。常に全力では疲つかれてしまうわ。自分で調整しながら使わないとね」

　弓美香が、他ほかのメンバーを手招きした。

「リタさん、これを持っていて」

　訓練用資料の中から、真っ白なメモ用紙一〇枚をリタに手て渡わたした。

「今から徹てつ底てい的てきに竜力を絞しぼったレイジキャノンを使います。リタさん、そのメモ用紙をピンッと張って、そうそう、私に向けて持ってね」

　リタが一〇枚のメモ用紙の両りよう端たんを持って、左右に引っ張り自分の前に出す。

「あ、あの、もしかしてコレに撃うつんですか？」

　ちょっと怯おびえた声でリタが訊きく。

「私を信用してちょうだい」

　弓美香は微笑むと、説明を始めた。

「感覚で把は握あくするしかないのだけど、竜鱗機プラウダーの装そう甲こうにまず竜力は行き渡わたっているわよね。まず、最初の訓練を思い出してもらえるかしら」

　最初の訓練──ハンガー内で、他の異則モジュールは一いつ切さい装備されていない状態で竜鱗機プラウダーを装着して歩いたり、じゃんけんしたりした時のことだろう。

　本来は相当な重量の竜鱗機プラウダーを、竜力を行き渡らせることで軽々と扱あつかうことが出来た。

「あの際の竜力誘導機はリミッターが掛かっていて、竜鱗機プラウダーの重量を無効にするだけの竜力を貴方達から取り出していたのよ。つまり常時竜鱗機プラウダーは、あの時に使われた竜力は絶えず必要としているってことね」

　零士達がなるほどと頷うなずく。

「今はもう竜力誘導機にリミッターが掛かっていないから、竜力誘導機の限界まで竜力を取り出すことが出来るわ。逆にいえば、最低限に限りなく近い竜力だけ取り出すことも出来るということね。今から竜力による直接射しや撃げきレイジキャノンで、習熟すれば実際にどれだけコントロール出来るかを見せてあげるわね」

　碧雷の両りよう肩かたに束ねられている砲ほう門もんの一つが、五〇センチほど伸のびる。

「まず九枚貫つらぬくわよ」

「え？」

　リタがキョトンとした瞬しゆん間かん、砲門から細く青い閃せん光こうが一筋走り放たれ、空中で曲がり、リタが持つメモ用紙に突つき刺ささった。

　が、一〇枚のメモ用紙を貫かん通つうすることはなく、その中で消えてしまう。

「数えてみて」

「あ、はい」

　リタが慌あわてて穴が穿うがたれたメモ用紙を数え、愕がく然ぜんとした。

「ホントに……九枚だ」

「なら、もう一回構えて」

　弓美香に告げられて、リタが慌ててメモ用紙をピンッと張って持つ。

「五枚行くわね」

　その宣告通り、メモ用紙の五枚だけ穴が開く。

「これはちょっと自信がないのけど、一枚に挑ちよう戦せんするわ。先輩としていいところを見せないといけないものね」

　ニコリと笑うと、もう見えるか見えないかの細い閃光がメモ用紙に突き刺さった。

「どうかしら？」

「い、一枚だけ……だぁ」

　メモ用紙を太陽にかざしながら、リタが驚きよう嘆たんの声を上げた。

　弓美香を除く全員がリタの側そばに駆け寄ってメモ用紙を覗のぞき見る。

「マジだ……」

　零士が言うと、隣となりで忍が感心した様子で頷く。

「人間にも、ここまで竜力をコントロール出来るってわけだね」

「アタシ達がいかに雑かを思い知らされるな……」

　レティシアが呻いた。

「いきなりここまでとは言わないけれど、まずは取り出す竜力量のコントロールを意識してちょうだいね。次は、取り出した竜力の分配のコントロールだけれど、零士くんはとにかくまず取り出す量のコントロールね」

「そうか、取り出す竜力量そのものを絞れば、重力制御異則の出力も落ちて……ゆっくりになるんですね」

「そういうこと。試ためしにやってみる？」

「はい！」

　零士は勢いよく返事をして、まず一気に上昇した。

「アイツ、コントロールしろって言われたのに、いきなり全開で飛んだぞ」

　呆れた声でレティシアが言う。

「お調子者ってことなんじゃないかな」

　忍が苦く笑しようすると同時に、零士は──また落ちた。

　そして訓練時間が終わる直前の二時間後、三〇回ほどの墜落を経験して……ドスンッという大きな音と衝しよう撃げきと共に零士は初めて、両りよう脚あしで地面に着地することに成功した。

「……」

　声が出ない。

「やっと成功か。ま、おめでとう」

　忍が訊いてくる。

「…………」

　零士は答えない。

「なんだい、感激で声も出ないのかい？」

「…………ち、ちがう」

「何がだい？」

「……ふぅ……はぁ……着地の衝撃が大きすぎて、しびれてたんだよ！」

「先が長いね、これは」

　天を仰あおぐ忍だった。




　　　　※　　※　　※




「今日はお疲れ様でした」

　シャワー室から最後に出てきたのは、弓美香だ。湯上がりの少し上気した肌はだが、なんとも艶なまめかしい。何より、黒く長い髪かみからとても良いシャンプーの香かおりが広がる。

「……キミ達とは、随ずい分ぶんと香りが違ちがわないかい？」

　忍がクンクンと鼻をひくつかせながら、レティシアとリタを向いた。

「お姉ちゃん、コイツって失礼だよね」

「全くだ」

「僕は事実を述べただけなんだけどね。零士も、そうは思わないか？」

　肩をすくめた忍が、零士を向いた。

「え、シャンプーの香りか？」

「そうとも」

「まぁ、そうだなぁ。確かに違う気はする」

「仕方ないだろ。アタシとリタは、据すえ置きのシャンプーだ。だが先輩は、色々とシャワー室に持ち込んでいるからな」

　レティシアが非難するわけでもなく、淡たん々たんと言う。

「これも先輩の知ち恵えよ。女子は一年生の一学期が終わる頃ころには色々と持ち込むようになるのよ。身だしなみは大事だものね」

　笑いながら弓美香は肩をすくめた。

「それに、一学期も一いつ緒しよに学んだり訓練したりしてると、好きな子が出来たりするものでしょう？　みんな可愛かわいさに必死になってくるのも、一学期の終わり頃よね。去年なんて、女子が一人のチームで、訓練後のシャワー室から三〇分経たっても出てこない女子がいて、倒たおれたんじゃないかって大だい騒そう動どうになったのよ」

「まさか……」

　零士が顔を引きつらせると、弓美香が可お笑かしそうにコロコロと笑った。

「たぶん零士くんの想像通りよ。お化け粧しようしてたのよ、ずっと。しかも他チームの女子がシャワー室から引き出した時でも、まだ完成してなかったのよね。おかげで眉まゆが片方ないままだったんだから」

「くだらない。ここには戦士となるべく来てるのに」

　レティシアが憮ぶ然ぜんとした顔で言う。

「まあ、人それぞれね」

　弓美香が苦笑した。

「では、私は今日の訓練レポートの提出と明日あしたの訓練時間の予約を行うから、解散ね。ご苦労様でした」

　弓美香が頭を下げる。黒く長い髪がふわりと舞まって、またシャンプーの良い香りが広がる。それだけで、なんだか零士は幸せな気分になってしまう。

「話がある」

　弓美香がハンガーが出て行ったと同時に、レティシアが零士の腕うでを握にぎった。

「俺にか？」

「そうだ。はっきり言うが、やはりお前は足手まといだ」

　レティシアが、じっと零士を見み据すえる。

「なっ」

「お前が着地程度も出来ないせいで、アタシ達が今日出来た訓練がなんだか知っているか？」

「…………」

　正直分からない。何しろ、零士は上じよう昇しようして墜つい落らくする。ひたすらに二時間それを繰くり返していたのだ。最後の最後で、激しい衝撃が伴ともなったものの、なんとか着地は出来たが。

「さっきトレーニング資料を盗ぬすみ見たが、本来はチーム戦を意識した編隊飛行、フォーメーション訓練が今日の訓練項こう目もくだ。出来たと思うか？」

　出来ているわけがない。まともに飛べない竜鱗機プラウダーが一機、ここにいる。

「そうだ、出来ていない。だから今日は空中戦の訓練をした。だがな」

「……だが？」

「弓美香先せん輩ぱいは、お前も見ていないといけない。そうなると、残りは何人だ？」

「三人……」

「乱戦訓練は、遠えん距きよ離り攻こう撃げき兵器がまだ装備されていない現状では、意味が無いそうだ。つまり、一対一の近距離戦の訓練だ。三人だと一人余る」

「そうだな」

「非効率極きわまりない」

「…………」

「アタシはここに、戦士に、強い戦士になるために来た。いいか零士、確かにアタシは一度は零士を認めた。だがな、こんな状態が続くようでは、我が慢まんの限界がある。決けつ闘とうでアタシが勝った後に、貴様をチームから外してもらうことになるぞ」

　レティシアはそう通告すると、もう零士を見ようともせずに歩き出した。

「ほんっとお姉ちゃんにこれ以上迷めい惑わくかけないでよねっ。水虫になればいいのよ！」

　レティシアを追いかけながら、リタもまた零士を見ようともせずに言った。

「…………くそ」

　その場に零士は座り込んだ。

　なんとか着地に成功した高こう揚よう感かんなんて、もう完全に吹ふき飛んでいた。要するに、チームが戦うための訓練をしようという時に、自分だけがよちよち歩きから二本足で歩く訓練をしていたということだ。

　そのせいで、大きな迷惑を掛かけてしまっている。

　しかも零士は聞いてしまっている。レティシアが両親の復ふく讐しゆうのために、強くなろうとしていることを。そんな彼女の足を引っ張っていると思うと、自分もまた両親を亡なくしている身としては、辛つらすぎるのだ。

「おや、落ち込んだのかい？」

　ハンガーに、忍がまだ残っていた。

「あまり似合わない姿だね」

「うるさい。似合う似合わないの問題じゃないだろ」

「そうかな。でも、まだまともに着地出来ない一年生は、あと三人くらいはいるそうだよ？」

　忍が、自分のガントリーに腰こし掛かけた。

「一六〇人いる一年の中で、俺入れて四人だけってことじゃないか」

「そうなるね。でもキミはもともと最下位なんだし、下から四人に入ってるのなんて、ごくごく自然なことだろ」

　平然と答える忍に、零士はカチンと怒いかりのスイッチが入った。どうせ忍は苦も無く竜鱗機プラウダーを操あやつっているのだ。自分の悩なやみの大きさなんて分かるわけがないのだ。余計な口出しはして欲しくない。

「どうしたんだい？」

「うるさいっ。模も擬ぎ戦がもうすぐ迫せまってるんだぞ！」

「そう肩かた肘ひじ張はるようなことかい、模擬戦って」

「……どういうことだよ」

「ま、僕としては借りを返したいと思っているけれどさ。でも別に、模擬戦で全すべてが終わるわけじゃないだろ。それとも、キミはそうまでしてＡクラスに入りたいのかい？」

「……そうでもない」

　忍に言われて気が付かされたが、特にＡクラスに入りたいとは思っていなかった。

「なら、模擬戦にそうまでして力を入れている理由はなんだい？」

　即そく座ざにエミリーの顔が浮うかんできた。

「エミリーだ」

「エミリーに勝ちたいね。でもさ、確かに彼女は僕達を一方的に攻こう撃げきしてきたけど、一ひと太た刀ちは浴びせたわけだ」

「でも、あれは負けだろ」

「まあね。ならキミは、負けた借りを返したいってわけだ」

　それもちょっと違う気がする。

　零士は腕を組んだ。

　エミリーと戦う理由はなんだろうか。彼女に負けたからか。違う。彼女に挑ちよう戦せんされたからか。違う。ならなんで自分はエミリーという女子と、戦わねばならないと思っているのだろうか。模擬戦に勝ちたいと思っているのだろうか。

「そうか」

　ぽつりと零士が言った。

「なんだい？」

　忍が首を傾かしげる。

　でも、このことを忍に教える必要はない。単に自分が思っていればいいだけのことだ。

　エミリー・グラントではなく叶零士を選んだ杵築弓美香の選せん択たくは、決して間ま違ちがっていない。それを、模擬戦で勝つことで選ばれた零士自身が証明する必要があるのだ。

　だからレティシアがエミリーと戦うのではダメなのだ。

　自分が戦い、勝たねばならない。

　それが弓美香が間違っていない証明になるのだ。

「ふうん。僕には教えてくれないのかい」

「悪いな」

「まあ、僕としては女の子の秘密なら知りたいけど、男の秘密なんて知ったって面おも白しろくないから、いいけどね」

　忍が、腰掛けていたガントリーから立ち上がる。

「しかし、その顔からすると、零士は肩肘張ってでも模擬戦に勝ちたいわけだ」

「そんな顔してたか、俺？」

「諦あきらめた顔には見えないね。吹っ切れたというか、ま、悪い顔じゃないよ」

　忍が笑う。

「二枚目のお前には言われたくないぞ。イヤミにしか聞こえない」

　自じ慢まんじゃないが、零士の顔は並、ひいき目でも並の上程度だ。それに対して零士を悪い顔じゃないとのたまった忍は、間違いなくイケメンだ。アイドル男性ユニットにだって入れるんじゃないだろうか。

「ははっ。知らないのか、零士」

「何をだよ」

「男の顔の良さは、外面じゃなくて、ココ──ハートで決まるんだよ」

　忍が親指で自分の胸を叩たたいた。

　かなりくさい発言な上に、行動だ。そう思ってやや引いた零士にお構いなしに近づいて、忍が顔を近づけてくる。

「さて、では問題だ」

「なんだよ」

「キミがどうしても模擬戦に勝ちたい。戦う理由を見つけた。それはいい。だが、どうしても解決しないといけない問題が一つだけあるわけだ」

「どんな問題だ？」

「やれやれ、キミはとんだ楽天家だね」

　大おお仰ぎように体を反り返らせて、忍が右手で自分の顔を覆おおった。そして体を戻もどして、零士を人差し指で指す。

「零士、キミがどうしようもなく落ちこぼれだってことだ。そもそも、レティシアにそれを指し摘てきされて落ち込んでいたんだろう」

「ゔっ」

「今のままじゃ、ようやく立ち上がった赤ちゃんが、オリンピック代表選手と一〇〇メートル走で競きそうようなものさ」

　忍の言うことが的を射すぎていて、ぐうの音も出ない。

「ふむ。どうやら現実を悟さとったようだね。レティシアが朝に言っていたけど、気合いだけで勝てるほど世の中甘くはないからね」

「ああ、そうだな……」

「さてさて、では叶零士くん」

　左手を胸に置き、右手を大きく広げて忍が零士のフルネームを口にする。はっきりいって演技ぶるにもほどがあるポーズだ。

「僕には一つ考えがある」

「どんなだよ」

「覚かく悟ごを決めたキミなら、僕の提案を考こう慮りよしてくれると思うのだけどね」

「だから話を進めてくれ」

「せっかちだね」

　ちょっと残念そうな顔をしてから、忍が提案した。

「居残り練習なんて、どうかな」

「あれだけもったいつけて、提案ってそんなことかよ！」

　それが出来るのなら誰だれも苦労しない。だが訓練場は三交代制で、夜九時半にはしまってしまうのだ。当たり前だが、四〇のチームがしっかりと予約を取ってしまっている。

「ふむ。訓練場が使えないか。ところがだ、この学園には二人だけ、そのルールを破れる人間がいることをキミは知っているかい？」

「理事長と学園長に、頼たのみ込めっていうのか」

「話が早いね」

「獣吾のおじさんなら、確かに……ノリノリで貸してくれそうな気はするな。いやでも、それって狡ずるくないか」

　しかも零士は、個人的にも獣吾とは知り合いだ。お世話になってきている。まるでコネを駆く使しするようで、気が引ける。

「零士、キミの覚悟はそんなものかい？　ああ、もちろん下げ剤ざいを使ったり人質を取ったり、そういう卑ひ怯きような行こう為いは悪だ。でもさ、自分を鍛きたえるために策を弄ろうするのは、卑怯とは言わないんじゃないかな」

「……そういうものか」

　自信満々に忍に言われると、なんだかそんな気がしてくる。

「では、僕はキミを鍛える先生を説得してくるよ。零士は、理事長を頼むね」

「ああ、任せろ」




　　　　※　　※　　※




　夜九時半。

　零士と忍はハンガーの前に立った。七時台にもう夕飯は済ませていて、この時間まで部屋で忍から、竜りゆう力りよく誘ゆう導どう機きで竜力を取り出す際のコントロールのイメージなどを教わっていたのだ。

　そっと扉とびらを開ける。

「レティシアとリタ？」

　中に姉し妹まいが自分達と同じく制服に着き替がえて立っていた。

　零士は、忍が頼んだ先生は弓美香のことだと思っていたのだ。何しろレティシアとの関係は、決して良好とはいえない。色々とセクハラまがいのトラブルを起こしてしまったこともそうだが、エミリーと戦うのはどちらかでも対立しているし、何より訓練の足を零士が思いっきり引っ張ってしまっていることが、決定的だった。

「なによその言い方。せっかくお姉ちゃんが来たっていうのに」

　リタが口を尖とがらせる。

「いや、悪い。だってレティとリタが俺に協力してくれるなんて、思わなくてさ」

「そこのヘラヘラ笑う性格が悪い男のせいだ」

　レティシアが、ジロリと忍を睨にらんだ。

「忍、どういうことだよ」

「それほど難しい話じゃないさ。そもそも弓美香先せん輩ぱいは、五ご鱗りんの仕事で今はかなり忙いそがしいからね。こんな時間に訓練に付き合えるほど暇ひまじゃない」

　五鱗、学園の中から選ばれる五人の優ゆう秀しゆうな生徒のことだ。

　役割としては、平時は生徒会みたいなものだが、もう一つ別の側面も持っている。それは、建速学園の生徒を率いる五人の最高指揮官としての側面だ。

「何しろ三年生が全員出しゆつ撃げきしてるからね。唯ゆい一いつの、というか例外的に二年生で選ばれている弓美香先輩は、生徒会業務も、指揮官業務も全部一人でこなしているってわけだ。暇があるわけないだろ？　まぁ普ふ段だんは、二年から将来の五鱗候補を選んで代理をさせたりするらしいけどね。理事長の鶴つるの一声で、全部弓美香先輩がやることになったらしいよ」

「あのおじさんめ……」

　二つ返事で訓練場の使用許可をもらったが、弓美香への仕打ちには文句の一つも言いたくなる。

「で、僕達のチームで一番優秀そうなレティにお願いしたのさ。訓練時間が増えるから願ったりだろ？　ってね」

　忍が言うと、レティシアが苦にが虫むしを噛かみつぶしたような顔をする。

「アタシは、零士とでは訓練にもならんから嫌いやだと言ったんだ。でも零士が弱いままだと、結局アタシも苦労すると言われた」

「あれ、前向きな姿勢は評価するとか言ってなかったっけ」

「そんなことを言った記き憶おくはない」

　不ふ機き嫌げんそうにレティシアが顔を背そむけてしまった。

「……人間っていうのも、難しいもんだねぇ」

　やれやれと忍が首を振ふる。

「さっさと始めるぞ」

　話は終わりだと、レティシアが自分のガントリーの上に乗り、装着を始める。

「そうだな。二時間なんてあっという間だ」

　零士が呟つぶやくと、それを耳ざとく聞いたレティシアが皮肉な響ひびきをたっぷりと含ふくめて返してきた。

「足を引っ張られてる方にとっては、二時間はやけに長かったがな」

「……悪い」

「ふんっ」

　一足先にレティシアが、ハンガーから訓練場に出て行く。

　やや遅おくれて零士もまた外に飛び出ようとして、気が付いた。右足の脛すね部分の装そう甲こうだけが普段と違うのだ。薄うすい。とても薄い、とても装甲の役目を果たさないような物が取り付けられている。

「なんだこれ？」

「いいのいいの。リタが整備科にお願いしたの。なにしろ、それが今夜の特訓の目玉なんだもん」

　竜鱗機プラウダーを装着したリタが、楽しそうに笑い、上じよう昇しようしていく。

　よく分からないがどうやらミスではないらしいので、零士もまた外へと飛びだつ。

　訓練場の空には薄く光る眉び月げつが浮ういていた。訓練場にはライトアップ施し設せつもあるが、今は点灯してはおらず、月明かりとやや離はなれた位置にある校舎からの灯あかりだけが照らしていて、かなり薄うす暗ぐらい──はずだ。

「やけにはっきり見えるな」

　もくもくと土つち煙けむりを上げ、かなりの衝しよう撃げきと共に着地して零士は周囲を見み渡わたした。

「竜鱗機プラウダーに乗るとね、竜因子が活性化するのよ」

　隣となりにリタが、土煙すら立てずに着地する。竜力のコントロールが段だん違ちがいであることを、如によ実じつに示していた。

「どういうことだよ」

「竜因子が活性化するってことは、竜に近づくってこと。それも分からないの？」

「……ええと、竜に近づくってことは？」

「必然的に、身体能力も上がるってこと。反射神経も、聴ちよう覚かく視覚も、今のリタ達は人間を超こえてるのよ。ってか、飛行してる時に気が付かなかったの？　急旋せん回かいでレッドアウトもしないし、高速移動しててもしっかりと視し認にん出来てたじゃない。動体視力だって上がってるのよ？」

　言われてみれば、高度を上げても地上がはっきりと見えた。

「こんなのを教えるって、先が思いやられるなぁ、もう……」

　うんざりとリタが肩かたを落とす。

「すまない……って、え、リタが教えてくれるのか？　レティは？」

「お姉ちゃんに教わってもらえるレベル？　ねぇ！」

「あ、はい」

　年下に怒おこられても、零士は頭が上がらない。

「とりあえず着地は出来たんだから、竜力出力のコントロールは出来てるって前提で教えるよ」

「ホント、とりあえずだけどな」

「零士がこれからやるのは、三つ同時に竜力を振り分けること。飛行、硬こう化か、そしてヒヒイロカネの斬ざん撃げき強化ね」

　リタには零士の言葉なんて聞く気もないらしい。

「三つ同時って……」

　昨日のエミリー戦が思い浮かぶ。飛行中に斬撃強化が出来なかった。仕方なく飛行に竜力を注ぐことを捨てて、ヒヒイロカネだけに竜力を流し込んだのだ。おかげで自由落下だ。

　つまり二つ同時も出来ない。

　そんな零士にいきなり三つ同時をこなせという。

「いやいや、二つ同時も出来ないのにいきなり三つは無理だろ」

「平気平気。出来なければ、リタが零士を痛めつけ続けるだけだもん」

　ニタァとリタが笑う。

「くっくっく、お姉ちゃんの足を引っ張り続ける零士に、罰ばつを与あたえられるのよ。この楽しみがあるから、喜んで引き受けたんだよ」

「リ、リタって……もしかして、サドだろっ」

「お姉ちゃんに対してだけは、マゾだよ」

　ニコリと素す敵てきな笑え顔がおを浮かべると、リタが装甲の上から零士の右みぎ腕うでを掴つかんだ。そして飛び上がる。

「ちょ、ちょっと待てっ。心の準備が！」

　リタ、零士をどん無視。

　そして五〇メートルほどまで上がり、ようやく停止した。

「いい、リタが逃にげるから零士は、リタのどこでもいいから一ひと太た刀ち入れること。もちろん装甲に傷が付いてないと、一太刀にはカウントしないよ」

「おう」

「ワンセット一〇分ね。下のお姉ちゃんが教えてくれるから」

「分かった」

「あと、リタも攻こう撃げきするけど、右足の向こう脛──そうわざわざ打撃がちゃんと通るように薄くしてもらった箇か所しよだけにするから。だから零士は、絶えずそこを硬化しておくこと」

「……そのために、ここの装甲だけ変えたのか」

「ええ、そうよ」

　リタが小こ柄がらな体には不ふ釣つり合いな、大きな戦斧バトルアツクスを背中にセットした。

「それで攻撃するんじゃないのか？」

「はぁぁぁぁ、やれやれだよ零士には。リタが、斬撃強化の戦斧バトルアツクスで斬きったら……零士の足、無くなっちゃうよ？　それとも、そうされたい？」

　ニヤリとした笑みを浮かべたままリタが言う。

「遠えん慮りよします！」

「ちぇっ」

　舌打ちしやがった。

「ま、いいか。リタは、ひたすら足で蹴けりつけるから。あ、そうだ。一太刀も入れられないセットの数だけ……うっふっふ」

「な、なんだよ」

「お姉ちゃんとリタの言うことを聞くこと！」

　ビシッとリタが零士を指差す。レティシアはともかく、リタには何をされるか分からない気がする零士だ。

「じゃぁ、第一セットをお姉ちゃんが終しゆう了りようっていうまでやるから──ねっ！」

　いきなり零士の腕を放すと、リタがトップスピードに乗って上昇を始める。

「なろ！」

　慌あわてて、零士も後を追って上昇する。徐じよ々じよにリタとの距きよ離りが縮まっていく。

　が、いきなりリタが横に現れた。そしてすれ違いざまに、右足の向こう脛を、踵かかとで蹴られた。

「いっってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　向こう脛、別名弁べん慶けいの泣き所。かの武蔵むさし坊ぼう弁慶ですら涙なみだすると言われた、ぶつけるととても痛い箇所だ。

「ふふふふ、よそ見してていいのかぁ」

　目の前にリタが再び現れ、零士の向こう脛の上でタップダンスを踊おどるように何度も踵で打ち付けてくる。

「ぐおぉぉぉぉぉおぉぉぉっ」

「アハッ、零士の悶もん絶ぜつする顔ってステキだねぇ。ほらほら、硬化しないと痛いだけだよ？」

　嬉うれしそうに、ホント嬉しそうにリタがニヤニヤと言う。

「く、くっそっ」

　とりあえず、リタの打撃から逃げるために上昇する。

「あっれぇ。追いかける方が逃げちゃうんだ。いっくじなーい」

　下でリタが、態わざとらしく肩をすくめて頭を振る。

「舐なめるなよ！」

　向こう脛のズキズキとした痛みに耐たえつつ、零士は上空で旋回してリタに向かう。途と中ちゆうで重力制せい御ぎよ異則をオフにして自由落下状態になると、ヒヒイロカネ製の日本刀に竜りゆう力りよくを流し込み、斬撃強化を行う。

「エミリー戦と同じ戦法ね」

　リタが小こ馬ば鹿かにしたように言いつつ、空中を横に五メートルほど移動する。

「なっ！」

　それだけで、斬撃強化に竜力を流し込んでいる零士の手には届かない。慌ててヒヒイロカネから重力制御に竜力の行き先を変えた時には、リタの高度からは随ずい分ぶんと下がってしまっている。

「くそっ」

　上を見上げて、再度上昇しようとした時だ。

「キリモミ─────キィィィィックッ！」

　右足を伸のばしてスピンしているリタが、もう目の前だった。

　ゴスッ。

　右向こう脛に、リタの装甲に包まれた爪つま先さきが──それも硬化された爪先が、ヒットする。

「──────────────────！」

　悲鳴なんて上げられるような痛さではない。あまりの痛さに、涙と脂あぶら汗あせが流れ出て、零士はその場で悶絶し、墜つい落らくしてしまった。

「んっ……はぁはぁ……なんだろ、コレ。零士が悶絶してるの見てると、なんだかリタ、すっごい興奮してきちゃうよぉ」

　リタが体を抱だきしめながら、ゾクゾクッと震ふるえる。

「くっ、おふっ……あう、あうあう……い、痛いなんて生やさしいもんじゃないぞ！」

　なんとか起き上がった零士は、リタに涙目で怒ど鳴なった。するとリタが隣に音もなく着陸して、謝罪でも心配でもなく少し紅潮した顔でなじってきた。

「リタは言ったよね、右向こう脛だけ攻撃するって。硬化しないのがバカなんじゃないの？　そ・れ・と・も、リタに蹴られるのがクセになっちゃったのかなぁ♥」

「だから俺は、二つ同時に──!!!」

　ゴスッとまた右向こう脛を蹴り上げられた。

「アハッ♥　お姉ちゃんは、まだワンセット終了の合図してないよ。ほらほら～、なんで硬化しないのぉ。ふふ、ほーんと零士って虐いじめ甲が斐いがあるねぇ♥」

　容よう赦しやなくリタが、右向こう脛を蹴り続ける。

「ほらほら。それともやっぱり、リタに蹴られることが好きになっちゃったの？」

「ふ、ふざけるなぁっ！」

　リタの蹴り足が、向こう脛で止まった。

　痛みは、ない。

「ま、一つの異則は誰だれだって使えるもんね。問題は、こっからだよね！」

　リタが上じよう昇しようする。

　零士もそれを追って、飛び──即そく座ざに向こう脛に蹴りを食らって悶絶してしまった。




　　　　※　　※　　※




「……レティ、キミの妹はドが付くサディストなのかな？」

　零士とリタの様子を見ながら、忍は呻うめくように隣となりのレティに語りかけた。忍の視界では、空中で何度も何度も笑いながら零士の脛すねを蹴り上げるリタの姿が見えている。とても、とても嬉しそうにだ。

「アタシには実感がないが、そうらしいな。なんでも、男子の表情で好きなのは、泣いて謝罪する顔と、泣いて懇こん願がんする顔らしい」

「そ、それは」

「まぁ子供が大人に憧あこがれて背せ伸のびしているようなものだ」

　レティがうんうんと頷うなずく。
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「レティ、たぶんそれは違ちがうと思うよ……」

「だが、リタはちゃんと手加減している」

「え？」

「竜鱗機プラウダーで蹴ってみろ、骨折ではすまないだろ。楽しそうに蹴ってるように見えるが、ちゃんと怪け我がはさせない加減をしている。もっとも、それはそれで自分の訓練になると思っているのだろうがな」

「なるほど。でもまぁ……痛いことには変わらないよね」

「……ああ」

　向こう脛をぶつける痛みを思い出したのか、レティシアが少し眉まゆをしかめて頷いた。




　　　　※　　※　　※




　気が付けば、蹴られ続けてもう八セット目だ。

「またダメかっ」

　自由落下からなんとか体勢を立て直して、零士は二〇メートルほど上空にいるリタを睨にらみ付けた。

　まだリタの装そう甲こうに傷どころか、触ふれることさえ出来てない。

　ただ、今さっきリタに蹴られた向こう脛に痛みはなかった。

「ようやく、咄とつ嗟さに硬こう化かは出来るようになったね。もっとも、重力制御もオフになっちゃうみたいだけど」

　零士を見下ろしながらリタが苦く笑しようする。

「ようやくだけど、たぶん俺の脛は腫はれ上がってるぞ！」

「リタ、知らないもーん。なかなか硬化への切り替かえさえ出来なかった人が悪いんじゃない？　それにもう忘れちゃったかも知れないけど、これって零士がリタを追いかけ回す練習だよ？　さっきからリタに追いかけ回されてばっかりで、全然攻撃してこないよね」

　リタが「はぁぁぁぁぁ」と態とらしいため息を吐ついて、呆あきれかえる。

「くっそっ！」

　一気に高度を上げて、リタを飛び越こす。

「なになに、ようやくやる気になった？」

　自由落下から斬ざん撃げき強化による攻撃は、あっさり横移動で回かい避ひされたことを零士は思い返した。同じことをしても、こちらは真下にしか落ちないのだから、どうせまた回避されて終わりだろう。

　そう、同じことをすれば、だ。

　リタの真上で重力制御を切り、自由落下状態になる。

「なーに、零士ってばホントに進歩ないなぁ」

　せせら笑いを浮うかべるとリタが横に移動した。瞬しゆん間かん、零士は飛行を再開してリタよりやや上を目め掛がけて飛ぶ。

「えっ!?」

　ただ落ちるだけと思っていたリタが、キョトンとした。

　そのリタを睨みつつ、零士はヒヒイロカネの日本刀に竜力を流し込み、竜鱗機プラウダーの装甲をも斬きり裂さくよう斬撃を強化する。

　慣性と重力に引かれて、斜ななめ下に落ち──リタをギリギリ間合いに入れる。

「せめて一ひと太た刀ち！」

　腕を思いっきり伸ばして日本刀を振ふる。

「キャッ!?」

　悲鳴と共に、リタが逃にげだそうとした時だ。

『リタ、脛を蹴けるんだ！』

　レティシアの無線が響ひびいた。その声に無条件でリタが反応する。

　彼女の足が今までにない勢いで零士の向こう脛に迫せまる。このままだと、今まで蹴り上げられた数倍の痛みが来る──零士の本能が悲鳴を上げる。

「──！」

　ゴンッ。

　零士が後方に吹ふき飛び、錐きり揉もみしながら落下し──地面に激げき突とつした。

「い、いたたたたた……ぺっ！」

　口に入った土を吐き捨てて日本刀を支えに立ち上がると、レティシアが無表情な顔で近づいてきて零士に告げた。

「三つではなく二つは出来たか」

「え？」

「え？　ではないだろ。脛に痛みはない、違うか」

　言われて気が付いた。あれだけの勢いで蹴られたにも拘かかわらず、右向こう脛は痛くない。

「うー、お姉ちゃん、リタの機体にこんな傷が付いちゃった……」

　降りてきたリタが、左ひだり腕うでの装甲を差し出した。そこには確かに、しっかりと切っ先による切り傷が付いている。

「……ってことは、俺は斬撃と硬化を同時に出来たってことか？」

　零士が言うとレティシアが頷いた。

　が、その顔には褒ほめるような表情はなく、キツイ眼まな差ざしのまま、

「三つ目の飛行が出来てない以上、課題はまだこなせてない」

　落第点と告げた。

「だが、もう時間も近い。今日はここまでだな」

「今日は？」

「なんだ、居残り特訓は一日で終えるつもりか？」

　レティシアが不思議そうな顔をする。

「いや、付き合ってくれるのか？」

「…………一度引き受けた以上、放ほうり出す気はない。それに」

「それに？」

「エミリーとの対戦を賭かける勝負にしても、アタシは捻ひねり甲斐のないヤツとは戦いたくないからな」

　言うだけ言うと、レティシアがリタと共にハンガーに戻もどって行ってしまう。

「ええと……どういうことだ？」

　よく分からずに零士は首を傾かしげた。その肩かたを忍がポンッと叩たたいた。

「鍛きたえる価値はある。少しは認められたってことでいいんじゃないかな」

「そう……なのか？」

「ま、特訓に付き合ってくれるんだから、好意的に捉とらえておけばいいのさ」

「それもそうだな」

「それより零士は、八回中七回失敗してるんだから、明日あした何を命令されるか覚かく悟ごしておくんだね」

「……………………………………そうだった」

　頭を抱かかえたくなる零士だった。








　三章




　夜間の居残り特訓を始めてから四日目の夜が来た。

「どうだ、これで！」

「えっ、うっそぉ!?」

　上昇飛行しながらリタの蹴りをガードし、同時に彼女の腕うでの装甲を浅く斬りつける。

　零れい士じはクルリと振り返り、斜ななめ下のリタを見た。

「どうだ。三つ同時に発動出来ただろ」

「そ、そんなどや顔しないでよっ。みんな普ふ通つうにやってることが、よ─────やっく出来るようになっただけなんだから！」

　ぶっすぅと頬ほおを膨ふくらませてリタが、零士を睨む。

「ま、その通りなのが恥はずかしいけど……でもまぁ、リタのおかげでようやく入り口に立てたよ。ありがとな」

「え……ま、まぁ、うん、お姉ちゃんに言われたことだし、リタの教えが良かったってのはあるかなぁ。でも、零士もそこそこ頑がん張ばったと思うよ？」

　ポリポリと鼻先を搔かきながら、リタが照れているのを誤ご魔ま化かした。もっとも誤魔化せてるとは言い難がたいが……。

　そしてボソリと呟つぶやく。

「あ～あ、リタ……零士の悶もん絶ぜつするところホントに気に入ってたのになぁ。残念」

「おいっ！」

「あ、あはははは。でもでも、頑張ったとはホントにリタ思ってるよ？」

「まぁ、俺も必死だったからな。脛が腫れるのもあるけど、リタの命令でぱしったり肩かた揉もまされたりで……、ロリコン疑ぎ惑わくが浮ふ上じよう中だ。これ以上、お前のペナルティくらってたらガチロリ認定コースだ」

　苦笑しながら零士は着地した。バフッと土つち煙けむりが上がるが、以前のような衝しよう撃げきはもうない。その隣となりにリタが音も無く着地する。

「ふふん、これが美しい着地だもん」

　一太刀入れられたのがよほど悔くやしいのか、リタが自じ慢まんげな顔を零士に向けた。

「まぁ、その辺りに関しては俺もまだまだだよな……」

「しかし、そろそろ戦せん闘とう訓練に入ることは出来るな」

　忍しのぶと飛行訓練を行っていたレティシアが、やや土煙を上げながら着陸した。やや遅おくれて、忍も土煙と共に降りてくる。

「ダメだね。女の子と夜空で鬼おにごっこってのは、なかなか楽しいかもと思ったけど……全然レティは捕つかまえられないし、僕はレティから逃げることが出来ないよ」

　がっくりと忍が項うな垂だれた。

「昼の練習でも思ったが、貴様はあまり速度が出ないようだな」

「どうも、そういうタイプなのかもね。ま、僕から見ればレティが速すぎる気がするよ」

「うん、リタもお姉ちゃんってすっごい速いと思うよ」

　嬉うれしそうにリタが言うと、その頭をレティが優やさしくなでる。

「リタは、アタシから見れば細かい竜りゆう力りよくのコントロールが上手だ。竜力出力コントロールも繊せん細さいだし、竜力の分散も見事だ。とてもアタシには真ま似ねできない」

「えへへへ、そっかなぁ」

　リタが一三歳の女の子らしい可愛かわいらしい笑えみを浮かべた。姉し妹まいの会話の時だけは、レティシアも女の子らしいし、リタも年相応になる二人だ。

「……なぁ忍」

　ふと零士は隣の忍に、顔を向けることなく尋たずねた。

「なんだい零士」

「俺は、そーいった何か特とく徴ちようってあるのか？」

「ああ、一つあるね」

「まじか」

「全部ダメっていう特徴があるよ」

　一いつ瞬しゆん、その場に崩くずれ落ちそうになった零士だ。

「何しろ、最初の頃ころはレティを追い抜ぬいていた速度も、最近は完全に負けてるしね」

「いや、まぁ、色々とコントロールしてると、なんか全力がよく分からなくなるっていうか……」

「誰だれだってコントロールして全力を出す以上、それは言い訳にならないと思うよ」

　手厳しい指し摘てきを忍がする。その通り過ぎて、何も言い返せない。そんな零士を、忍がチラリと見てクスクスと笑った。

「ま、だからこそこうやって特訓してるわけだ。ふふっ、ロリコン疑惑にも耐たえてね」

「実は俺、思ってたことが一つあるんだ。聞くか？」

「何かな」

「ロリコン疑惑をばらまいたの、お前だろっ。校内ネットワークとかで噂うわさをばらまいたの、絶対にお前だろ！　時々、チーム内でしか分からないようなネタが入ってるぞ！」

「………………ふっ」

　髪かみを搔き上げて笑い──忍が離り陸りくした。

「やっぱりお前かぁぁぁぁ！」

　その後を追って零士も離陸し、一気にトップスピードに乗る。

「なにやってるんだか。ね、お姉ちゃん……お姉ちゃん？」

　リタが不思議そうにレティシアの顔をのぞき込む。

「リタ。お前も散々付き合ったんだ、分かってるだろ」

「…………零士のこと？」

「そうだ。アタシの目から見ても、零士は竜力出力の上じよう昇しようが早い」

「うん。飛んでても、いきなり加速するよね」

「ああ。そもそも、アタシには竜力出力の全開と停止を、咄とつ嗟さに切り替かえるなんて芸当は出来ない。リタは出来るか？」

　リタが小さく首を振ふった。

　上空では、零士は急ブレーキと急発進を繰くり返し、忍に言い様に翻ほん弄ろうされている。

「あれも、上う手まく戦闘に組み込めれば、有効な戦法だろうな」

「お姉ちゃん、なんで笑ってるの？」

「……え？」

　レティシアが自分の頬を触さわった。確かに緩ゆるんでいる。

　いや、確かに自分は笑っている。そうとも、嬉しいのだ。チーム内に強い仲間がいるのは当然嬉しい。だがそれ以上に、模も擬ぎ戦前最後の訓練でエミリーへの挑ちよう戦せん権けんを賭けて零士とは戦うのだ。その時、零士が手て強ごわければ手強いほど嬉しい。そうとも、自分は強者を食らい、食らい続けて、もっともっと強くなるのだ。

「お姉ちゃん…………」

「リタ、零士との戦闘訓練を頼たのむ。明後日あさつてには、アタシと零士が。そして三日後にはエミリー達との模擬戦だ。時間はもうない」

「う、うん」
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　その夜だ。

　ハンガーには、もう零士しか残っていない。一度解散した後に、零士はもやもやとした気持ちに耐えきれず、一人でハンガーに戻って来た。

「コイツには確か小型の竜力誘ゆう導どう機が付いてたよな」

　ヒヒイロカネ製の日本刀を手にする。そしてゆっくりと、竜因子から竜力を取り出す。

　ゆっくりゆっくりと、深呼吸をするように竜力を放出する。が、すぐに竜力を一気に解放してしまっていた。

「くそっ、ダメだ。このままじゃ、絶対にレティに勝てないぞ……」

　ハンガーに座り込んで、零士はレティシアのガントリーを見た。彼女の力強い動きに比べて、自分はよちよち歩きみたいなものだ。このままでは欠片かけらも勝ち目がない。

「どうすりゃいいんだ……」

　自然と焦あせりが心を蝕むしばんでいく。

「苦しんでおるようじゃな」

　いきなり、声を掛かけられた。

「え……が、学園長!?」

　零士の背後に、クラヒメがいた。扉とびらを開ける音もなにも聞こえなかったが、いつの間にかハンガーに入って来ていたらしい。

「竜力のコントロールを、上手く行えぬようじゃな」

「ええ、ま」

「ま、今のお主ならば仕方ないとも言えるが……」

　クラヒメが、ジロジロと零士を見つめる。

「獣じゆう吾ごの思い通りにもしたくないのでな。儂わしが一つあどゔぁいすをしてやろう」

「おじさ──理事長の思い通りって、それは？」

　零士が疑問を口にすると、クラヒメがジロリと睨にらんできた。

「お主が知る必要はない。それよりも、あどゔぁいすがいるのか、いらぬのか、はっきりせい」

「も、もちろん必要です！」

　きっぱりと零士が即そく答とうすると、クラヒメが満足そうに頷うなずいた。

「よしよし、正直なところも変わらぬ──あー、コホン。では、さっそく教えてやろう。お主は訳あって、竜因子にちょっとした、そうだな包みが被かぶされておる。故ゆえに、竜力誘導機が竜因子から竜力を取り出すことが、なかなかに難しいのじゃ」

「包み？　どうして俺の竜因子に」

「……まぁ、体質的なものとでも思っておくがよい。いいか、野放図に竜力を使おうと思うな。感情に流されるな。心を研とぎ澄すませばよい。今、なすべきことを一つにして、集中せい。感情の起き伏ふくを自分で操あやつるのじゃ」

　クラヒメの言葉に従い零士は日本刀を握にぎると、心を研ぎ澄ませた。

　レティシアに勝ちたい。

　チームに残りたい。

　エミリーに雪せつ辱じよくを期したい。

　そんな感情を捨てる。

　ただ弓ゆ美み香かを護まもりたい。それだけを想おもうことにした。

「そうじゃ。その想いの強さを操るのじゃ。次に朝に弱い弓美香を手伝う程度のことを想うのじゃ」

　言われるとおり、朝のふらふらの弓美香を思い出す。竜力の出力が微び弱じやくなものになったのが、自分でも分かった。本当の危機を想像する、隣で戦うことを想像する、そうやって護る心の強弱をしていくと、竜力もまたしっかりとコントロールされていく。

「そうじゃ、それでいい。いいか、感情に流されるな。感情に支配されるな。自分を捨てるのではなく、支配し続ければ、お主は今のままでいられるのじゃ」

　クラヒメが満足そうに言う。

「あれぇ、誰かいるの？」

　いきなりリタの声が響ひびいた。

「いや、ちょっと練習を……あれ？」

　零士が振り返った時、そこにはもうクラヒメの姿はなかった……。
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　二日後に模擬戦を控ひかえた朝、三階からエレベーターで降りてロビーに出たと同時に、弓美香は眠ねむさで大きく口が開きかけてしまった。

「ふわぁっ」

　途と端たん、コニーの叱しつ咤たが飛ぶ。

「弓美香っ、欠伸あくびはやめなって！」

　コニー・ハーディー。二年管制科に籍せきを置く弓美香のルームメイトで、一年生では共にチームメイトだった。くすんだ金きん髪ぱつの波打つボブカットで、一五〇センチ半ばながら弓美香より少しだけ控えめな胸を持っている。弓美香は、コニーはとても可愛らしい顔立ちをしていると思っているが、本人曰いわくそばかすのせいで大減点らしい。

「はぁ……せめて手で隠かくしてよねぇ」

　ため息交じりにコニーが懇こん願がんする。

「……ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……あむ……」

　無意識に手が口を覆おおっていた。一年間の習い性しようのようなもので、半分寝ねぼけている時などにコニーにお願いされると自然に体が動いてしまうのだ。

「姫ひめ君ぎみのあだ名が泣くわよ～。もう」

　ふらふらと歩く弓美香の手を、コニーが取る。まだ眠くてボーッとしていることもあって、なんだかよく分からないが、コニーのことだから食堂の空いてる席に連れてってくれるのだろう。いつも目が覚めてくると納なつ豆とうと生卵に白いご飯、それからお味み噌そ汁しるという弓美香の定番朝ご飯が、机にあるのだ。

「低血圧ってわけでもないのに、どーしてこの子は、こうも朝が弱いのよ、もぉ」

　ブツブツとコニーが文句を言っている。けれども、こんな自分に去年一年間しっかりと付き合ってくれたのもコニーだ。

「あら、弓美香のチーム。今日も一いつ緒しよに朝食を食べてるのねぇ。さっそく打ち解けてていいじゃないのぉ～」

「ふえ？」

「この姫君は……。あら、あれ零士くんよね。飛び級のリタって子と噂になってる」

　眠気が吹ふっ飛んだ。

「……コニー、それどういう噂なのかしら」

「零士くんがロリコンでリタって子と付き合ってて、夜よる遅おそくに一緒にハンガーから出てきたっていう……って、目、目が怖こわいんだけど、弓美香ぁ」

「なんでもいいから、その噂を教えてちょうだいっ！」

　制服の襟えりを掴つかんで、コニーを自分の前に引き寄せる。なんとしても、その噂は聞かないといけない。

「ちょ、ちょっとタンマ、ね、弓美香」

「……ちょっとよ」

「アタイが弓美香との約束破ったことあるぅ？」

「騙だまして合コン連れてったり、六回くらいかしらね」

　竜りゆう力りよくコントロールで相談したい人がいると言われて、のこのこついて行ってしまった自分が不覚だった。

「うぐ……だって弓美香が来ないと、集まらなかったっていうか……男が来たら、すぐに帰っちゃったじゃん」

「当然よ」

　男性陣じんが座る前に、席を立って帰った弓美香だ。同席したという事実が出来ることすら耐たえられなかったのだ。

「ま、いいけどぉ。とにかく朝ご飯取ってくるから、そこに座ってて」

「分かったわよ。今朝はご飯大盛りでお願いするわね」

「はいはい、姫君」

　苦笑しながらコニーが食事を取りに行ってくれる。その間、弓美香は三つほど先の机にいる零士達の机の会話に、全力で耳を傾かたむけたのだった。
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「そーいえば、夕べはハンガーになんで遅おそくまで居いたの？」

　もぐもぐとレタスを食べながら、リタが訊きいてきた。

「駆く動どうキーにさ、小型の竜力誘導機が付いてるだろ」

「そだね」

　零士の答えを聞きながら、小動物のようにもぐもぐと食べ続ける。

「竜力出力のコントロールをちょっと練習してたんだ」

「夜一一時近かったよね」

「ああ。リタが来た時にはびっくりしたぞ」

　そう言いながら零士は、急に消えたクラヒメを思い出した。練習に集中していて、クラヒメが帰ったことも気が付かなかったってことだろうか……。そんな零士におかまいなくリタが話を続ける。

「リタも驚おどろいたよ。忘れ物取りに行ったら、電気が点ついてるんだもん」

「へぇ、ってことは、夜遅くに二人でハンガーに居たのかい？」

　忍がコーヒーを飲みながら、誤解を受けかねない軽口を叩たたく。現に、もの凄すごい勢いでオムライス（三皿目）を食べていたレティシアが、ガバッと顔を上げて零士を睨んだ。

　口いっぱいにオムライスが入っているおかげで、喋しやべることは出来ないらしい。

「時間も時間だったし丁度良いから、俺も練習を切り上げたよ」

「少し、リタが教えてあげたんだけどね」

「ああ、五分程度な」

「ってことは一緒に帰ったのかな？」

　ニヤリと忍が笑うので、思いっきり零士は睨み返してやった。

「いくら学内でも、あの時間にリタを一人で帰らせるわけにいかないだろ」

「リタ、一人でも平気なのに」

「あのなぁ。学内には忍みたいな変態だっているんだぞ？」

「ぶっ!?」

　忍がコーヒーを吹き出した。咄とつ嗟さにレティシアが、オムライスを持ち上げて退たい避ひする。さすがの反射神経だ。

「汚きたないぞ……」

「いやいや、僕のどこが変態なんだい！」

　忍が抗こう弁べんするが、レティシアもリタも彼が変態だって意見には大いに納なつ得とくしてくれたようだ。

「なんてこった……爽さわやかキャラで来ていたつもりなのに」

「どこがだよ」

　苦く笑しようしか出ない零士だが、そろそろオムライスを食べ終わりそうなレティシアに顔を向けた。ここ数日の統計だと、彼女は三皿目で「腹七分目だ」といって食事を切り上げることが多いのだ。

「レティも不用心だぞ。どうしてリタ一人でハンガーに行かせたんだよ」

「……いや、アタシは知らないんだ」

　紙ナプキンで口元を拭ふきながら、レティが困こん惑わくの声を上げた。

「知らない？」

「あーお姉ちゃんは、夜の居残り特訓の後に帰ってきて……一〇時くらいかな。すぐ寝ちゃったの。だいたいお姉ちゃんってば、一〇時にはほぼ寝てるよね」

「ああ。よく食べてよく寝るのも、強い戦士の条件だ」

　レティが堂々と頷うなずく。

「子供より子供というか、動物みたいだね」

　忍がこそこそと耳打ちしてきたが、とりあえず零士は無視することにした。

「そうだ。アタシからも言っておくことがあった」

　レティがコーヒーを口にしつつ、三人を見み渡わたす。

「模も擬ぎ戦まであと二日だ。だから明日あしたの夜は、居残り特訓をやめた方がいいと思う」

「翌日の模擬戦に備えて、ゆっくり休むべきだと？」

　忍が訊くと、レティシアが頷いた。零士は腕うでを組んで、少し考えた。確かにここまで来たら、休むのも手かも知れない。

「確かに一理あるな……。でもそうすると、今夜こそはリタに勝たないといけないってわけか」

　チラリとリタを見る。するとリタが、机に肘ひじを突ついて、組んだ手に顎あごを乗せた。

「一勝に付き、オロナミンＣ一本」

「……いいだろう。財布を見て、泣いても知らないからな」

「ふっふっふっふ、零士、その言葉そっくり返すもん」

　机の上で、零士とリタの視線がバチバチと火花を散らせた。
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「弓美香……？」

　朝食をトレイに載のせて帰ってきたコニーが、弓美香が纏まとっているオーラに一いつ瞬しゆんビクッと腰こしを引いた。そして恐おそる恐る席に着く。

「どうしたのぉ？」

「……ううん、なんでもないわよ。ただ私が五ご鱗りんとして忙いそがしい間にも、みんな夜の特訓をしてたみたいなの」

　ニコリと弓美香は笑った。なぜかコニーが、席を少し弓美香から離はなす。

「そ、そうなの、偉えらいじゃん」

「本当に嬉うれしいわ。確かに最近、訓練時でもすごく上達してるとは思っていたのよ。それに、みんなどんどん仲良くなってきてるのよね」

「へぇ……夜の特訓の成果ねぇ」

「ええ、本当に。私が、五鱗の仕事で参加出来ない間に、みんな零士くんと仲良くなってて、嬉しいわ」

　ふと気が付くと、コニーの椅い子すが随ずい分ぶんと離れていたのだった。
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　高く高く飛ぶ。

　弓美香による訓練と夜間の特訓のおかげで、零士は竜力出力と分配のコントロールを、まだまだ荒あらいと言われつつも、しっかりと意識して行えるようになっていた。

　おかげで速度調整も、旋せん回かいも、かなり自由に行えている。

「え……あれ、どこどこっ──下ぁ!?」

　リタが叫さけぶ。

　彼女の戦斧バトルアツクスと刃やいばを合わせる瞬間、零士は下降したのだ。それは、リタからすれば目の前でいきなり消えたような錯さつ覚かくだっただろう。

　リタが気が付いた時には、零士は半回転しながらその背後に上じよう昇しようし、トンッと肩かたにヒヒイロカネ製の日本刀の刃を置いた。もちろんたっぷりと竜力を籠こめながらだ。

「……ひう」

　恐る恐るリタが振ふり返る。

　最近は零士にも分かるが、感覚で相手の竜力の量ってのが分かるのだ。迫はく力りよくとでもいうか、威い圧あつ感かんとして伝わってくる。

「これ、リタの装そう甲こう斬きれるよね……」

　リタが言う。その顔に零士は、

「俺の勝ちだろ」

　と伝えてニヤリと笑った。

「………………なんで昨日とここまで違ちがうのよ。詐さ欺ぎだよ、詐欺」

「夕べのハンガー自主トレで、なんかコツを掴つかんだ」

「コツって……ゔ、ゔゔ、水虫になればいいのに」

「で、他ほかに言うことは？」

「リタの負けだよ。はぁぁぁぁ、これで今日は五戦五敗だし……」

　二人してゆっくりと地面に降りる。

　音もなく着地したリタの隣となりで、零士は相も変わらず土つち煙けむりを巻き上げて降り立つ。

「うーん、この辺りの繊せん細さいなのはリタに負けるな」

「ふんだ。慰なぐさめてもらわなくてもいいよ！」

　プイッとリタが顔を背そむけてしまった。その顔の先にレティシアがいる。

「…………」

　リタに慰めも、零士を労ねぎらう言葉もない。ただ、嬉しそうな笑えみ──それも戦う喜びが溢あふれた笑みが、口元に少し漏もれていた。

「五日間続いた夜の特訓も、とりあえずはこれで終わりだね」

　ハンガーに戻もどった後で、シャワー室で一ひと汗あせ流した忍が大きく体を伸のばす。

「結局、レティシアには一いつ矢し報むくいること出来たのか？」

　同じくシャワー室から出てきた零士が訊くと、忍が「はっ」と笑った。

「ただただ遊ばれたね。零士、キミもここ数日で一気に腕を上げてるけどね、レティも凄いもんだよ」

「ま、それは昼間の訓練で分かってるけどな」

　昼間の訓練では、あまり個人戦のようなことはしていない。主に集団としての動きと、もしくはいかに有利なポジションを奪うばうかの位置取りの練習が多かった。

　それでも、レティシアの動きはチームの中で頭一つも二つも抜ぬきんでている。そう考えていると、レティシアとリタが女子シャワー室から出てきた。相変わらず、さっさと入ってさっさと出てくる。シャンプーとコンディショナーも、男子シャワー室にあるのと同じものが用意されているので、香かおりはほぼ同じだ。

「僕に言えることは、明日は精せい一いつ杯ぱい悔くいの無いように頑がん張ばれってことだね」

　レティシアの姿を見た忍が、ポンポンと零士の肩を叩いた。

「なんでもう負けること前提なんだよ！」

「僕はリアリストなのさ」

　忍が右手の平を少し上げておどける。

　その時だ。ハンガーの扉とびらが開いて、男子棟とう寮りよう長ちようのおじさんが入って来た。

「ああ、確かキミが竜りゆう崎ざき忍くんだね」

「……はい、そうですけど」

「おい、エロ本でもばれたんじゃないか？」

　零士がヒソヒソと囁ささやくと、忍が「まさか」と答えてくる。

「ちょっとキミに話しておくことがあるんだよ。疲つかれているだろうけど、来てくれるかい？」

「分かりました。零士、キミは先に帰ってていいよ」

　素す直なおに、というか逆らう必要もないのだろう、忍が寮長に付き従ってハンガーを出て行った。

「なんなんだ……？」

「そしてこれが、竜崎忍を見た最後だったのだ。ジャジャーン」

　リタが不ふ吉きつなモノローグを口にした……。

「まぁ、ここに居いてもしかたないし、俺はもう帰るか」

「零士」

　レティシアがいきなり名前を呼んでくる。

「明日。楽しみだ」

「ああ、俺もエミリー担当を譲ゆずる気はないからな」

「ふっ」

　レティシアが微笑ほほえむ。

「互たがいにな」

　そう付け加えて、リタと共にハンガーを出て行った。

　零士は、少し自分のガントリーを見つめて、

「明日、頼たのむぜ相棒」

　告げた。その行こう為いに満足して、零士は一人で部屋へと戻った。

　ハンガーと寮は地下での行き来が許されている。そのため、寮の真下に来るとエレベーターに乗ってロビーを通らずに、直接一〇階まで上がった。

　ちなみにロビーは二四時間態勢でサポートが動いているが、自由な使用そのものは夜一一時までだ。ただし期末試験前は、夜二時まで解放されているらしく、あちこちで二年のリーダーがチームの一年生に勉強を教えている姿があるらしい。

「…………俺も弓美香先せん輩ぱいに教えてもらえるのかな」

　零士しかいないエレベーターの中で、つい夢想してしまう。

　夜よる遅おそく、弓美香に勉強を見てもらう。分からないことを訊きけば、少し密着してきてくれて──。

「って、ダメだダメだ。先輩は、色々と忙しいっていうのに」

　エレベーター内で、一人で妄もう想そうして一人で打ち消して──一〇階に着いた。

「そういや、忍はホントなんで呼び出されたんだろうな」

　ＩＤカードをかざしてロックを外すと、零士は中に入って自動で点灯した予備灯のオレンジ色の灯あかりの中で靴くつを脱ぬいだ。学園は、外国からの学生も多いが、獣吾の趣しゆ味みなのか言語も、生活様式もほぼ日本のものだ。

「…………ハンガーでシャワー浴びたし、このまま寝ねちゃうか」

　特訓はやはり体力を使う。しっかりと披ひ露ろうが蓄ちく積せきしてしまっている。

　零士はオレンジの灯りで微かすかに照らされた室内を進み、無造作に制服を脱いで壁かべに掛かける。それからパンツ一丁のまま、ベッドの下の引き出しを開けて寝ね間ま着きにしているＴシャツと短パン、それから着き替がえのパンツを取り出す。

　ごそごそと着替え出した後に、

「……歯を磨みがこう」

　思い出して、着替えのパンツ片手に洗面所へと向かった。

「あっ」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、何か聞こえた気がした。

「気のせいか」

　ポリポリと頭を搔かいて、洗面所に入る。歯を磨きながら片手でパンツを着替える。うがいをして、歯ブラシを洗う。洗せん濯たく籠かごを見て、まだ平気だと確信する。

「ふわぁぁぁぁぁ」

　欠伸あくびが漏れ出てしまうくらい、もう眠ねむい。

　寝る前の儀ぎ式しきを一通り終えて洗面所から出ると、零士は安あん眠みんを求めてベッドに潜もぐり込むべく、掛け布ぶ団とんを無造作に握にぎった。

　ふに。

「ふに？」

　思わず手の感かん触しよくを、擬ぎ音おんで口にしてしまった。

　ふにふに。

「あんっ」

　今度は零士は何も言ってない、はずだ。

「いや、もう寝ぼけてるのかな」

　ふにふにふに……。

「ああんっ」

　間違いなく零士ではない。

「もしかして、いや、まさか……！」

　思いっきり布団を、別の場所を掴んでから引きはがす。

　案の所、中には五ご鱗りんとして多た忙ぼうを極きわめているはずの弓美香が丸まっていた。しかもフルーツ柄がらのパジャマを着ていて、このまま寝る気満々の態勢だ。
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　思わず後ろ向きのまま走って、忍のベッドにぶつかり仰あお向むけに倒たおれてしまった。

　心臓が、ロックバンドでもないくらい早いビートでドラムを打つ。このまま爆ばく発はつしてしまうんじゃないかってくらい、ドクドクと動く。

　頭は、絶賛ドラムライブ中の心臓から送り込まれた血液でカーッと熱くなり、考えが全くまとまらない。

「お、落ち着け俺、部屋にチームの指揮官がいるだけじゃないか。もしかしたら、エミリー戦の作戦会議かもしれない」

　そんな目的の人が、パジャマを着ているわけがない。

「ええと、部屋を間違えたとか」

　男子棟と女子棟を間違える人はいないはずだ。

「よ、よばい……そんなわけはないよな」

　密ひそかにだったらいいなと期待はした。

「はぁはぁ……はぁ……と、とにかくだ」

　ゆっくりと零士は体を起こした。

　前方には、まだ半分引きはがされた布団の中で弓美香が丸まっている。

　その姿を見み据すえて叫さけんだ。

「何してるんですか！」

「あは♥」

　笑って誤ご魔ま化かそうとしやがった。

「しかもっ、妙みように色っぽい声出してたけど、俺が握ったのって二の腕うで辺りですよね！」

「零士くん、知らないの？」

「何をですか……」

「二の腕って、同じ柔やわらかさなのよ？」

「同じってどことですか」

「もうっ、そういうことを年上に言わせるの？」

「………………」

　何秒か悩なやんだあとに、二の腕が胸の柔らかさと同じという俗ぞく説せつを思い出し、零士は思わず真っ赤になってしまった。

「かーわいい♥」

「か、か、からかうのもいい加減にして下さい！」

「からかってるわけじゃないんだけどな」

　弓美香が体を起こして、ベッドの中央に横座りになった。腕には、意味がよく分からないが表側に「ＹＥＳ」裏側に「ＮＯ」と書いてある枕まくらを抱だいている。

「で、どうしてここにいるんですか。はっきり言って、洒落しやれにならないと思うんですけど」

　零士がそう言うと、弓美香が枕を抱かかえたまま体をくねらせた。胸が左右に大きく揺ゆれて、理性的に色々な意味で危ないことこの上ない。

「だってぇ」

　甘えるような拗すねるような声を弓美香が上げた。

「零士くん、リタさんやレティさんとずーっと夜一いつ緒しよに練習していたんでしょう？」

「え、なんで知ってるんですか？」

「それだけじゃないわ。零士くんとレティさん、どちらがエミリーさんと戦うかで、明日あした決けつ闘とうするんでしょう？」

「そこまで知ってるんですか？」

「そこまでというより、放課後の練習を見ていれば普ふ通つうに分かるわよ。私は、貴方あなた達の指揮官でもあるのよ？」

　少し傷ついたと弓美香が頬ほおを膨ふくらませる。が、すぐに笑顔になった。

「もっとも、レティさんが零士くんを引っ張り上げてくれればいいかな、とは思っていたけれどね」

「企たくらんだんですか……」

「失礼ね。零士くんの成長を祈いのって、私だって色々と考えているのよ。忍さんを選んだのだって、彼の竜りゆう力りよくのクセは零士くんの役に立つと思ったからだわ」

「なんだか、その……自じ意い識しき過か剰じようかも知れませんが、全部俺のためみたいに聞こえるんですが」

「そうね。でも、私の個人的な思いだけではないのよ。これからのために必要なことだと、クラヒメ小お母ば様も納なつ得とくしてくれているわ。獣吾小お父じ様もそうだけど、あの人はちょっと考え方が違ちがうから」

　弓美香が言っていることが、零士にはさっぱり分からない。だから素す直なおに聞く。

「俺に何かあるんですか？」

「内ない緒しよ」

　一言で返されてしまった。
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「あの弓美香先輩……」

「私としては、零士くんには分からないままでいて欲しいの。それに、分かっていなくても、零士くんは私を護まもってくれるのでしょう？」

「それは、まぁ……自分でもよく分からないんですけど、俺は先輩を護るべきだって思うんですよね」

「ありがとう。私も貴方を護るわ。だから私の側そばにいてね」

　その言葉に零士が頷うなずくと、弓美香が嬉うれしそうに微笑んでくれた。

「ね、今はそれだけで十分でしょ」

「……はぁ、まぁ」

　少しはぐらかされた気分だ。

「でもね、ど────しても一つ納得がいかないことがあるのよ」

　一転、ジロリと睨にらんでくる。

「私達はチームでしょ？　零士くんがみんなと親しん睦ぼくを深めるのはいいのよ。ええ、とても素晴らしいことだわ。しかも、竜鱗機プラウダーの練習をするなんて、とても偉えらいことだと思うの」

「ありがとうございます」

　よく分からないが、褒ほめてもらったらしいので頭を下げてみた。

「でも、おかしいと思わない！」

　いきなり弓美香が枕を投げ捨てると、両手をベッドに突ついて身を乗り出してくる。おかげで、彼女の腕と腕の間に胸が挟はさまって、パジャマの生き地じまで巻き込んだ大きな大きなグランドキャニオンが出来上がる。

「ちょ、ちょっとタンマです」

　零士は弓美香を右手で制して、左手で鼻を押さえて横を向いた。古典的ではあるが、なんだか本当に鼻血が出そうな気がしたのだ。

　一言で表すと『ＢＩＧ』。いや、『ＳＯ　ＢＩＧ』かも知れない。

　大きい大きいとは思っていたけれど、弓美香は本当に巨きよ乳にゆうだ。忍がいれば、サイズまで目視で測定してくれたかも知れない。

「どうしたの？」

　キョトンと弓美香が零士を見つめる。どうやら当の本人は、自分の凶きよう器きに関しての自覚は皆かい無むらしい。

「も、もしかして気分でも悪いの？」

「いえ平気です。どっちかって言うと、気分が良すぎて危ないくらいです」

「……う～ん、よく分からないわ」

　弓美香が小首を傾かしげる。

「いえ、その、分からないでいいと思います。どうぞ、話を進めて下さい」

　呼吸と心臓のドラムを落ち着けて、零士は弓美香に振り向いた。

「あのね、私はおかしいと思うの。零士くんが、みんなと練習して親睦を深めるのはいいのよ。でもね、どうしてそこに私がいないのかしら」

「どうしてって、だって先せん輩ぱいは五鱗の仕事で忙いそがしいし……」

「……受けるんじゃなかったわ」

　ボソリと弓美香が物ぶつ騒そうなことを言った気がするが、零士は聞き流すことにした。

「とにかく、私だけ仲間はずれはチームとしてゆゆしき事態だわ」

「はぁ」

「だから獣吾小父様にお願いして、零士くんと私が親睦を深めるために同室にしてもらったの」

「あのオヤジぃぃぃぃぃぃ！」

　どこをどう考えたら、こんな無茶な要求に許可を出す大人がいるのだろうか。

「ちょっと待って下さい。忍は？」

「忍さんは、彼の荷物と一緒に空き部屋に入ってもらったわ。私と交こう換かんでもいいと思ったのだけど、クラヒメ小母様がさすがにそれはまずいって仰おつしやって」

　その言葉を聞いて、零士はひとまず胸をなで下ろした。なにしろ女子棟に男、しかも忍を放ほうり込むのは確かに危険過ぎる。ウサギ小屋にオオカミを放り込むようなものだ。学園長は、理事長と違ってまだ大人としてしっかりしているらしい。

「一つ聞きますよ？」

「何かしら」

「チームとしてゆゆしき事態って言いましたよね」

「ええ、そうね」

「で、どうして俺の部屋なんですか」

「どこかおかしいかしら」

　弓美香が下した唇くちびるに人差し指をあてて、うーんと悩む。

「はぁ～。それともなんですか、全員と泊とまるんですか？　忍ととか」

　零士が指し摘てきすると、弓美香が目を丸くして驚おどろき、そしてクスクスと笑い出した。

「零士くんってば冗じよう談だんが得意なのね」

「え？」

「なんで私が、忍さんと泊まらないといけないのかしら。レティさんとリタさんとならパジャマパーティーで楽しいかもしれないけれど」

「いやだってチームと親睦を」

「零士くんと親睦を深められれば、私はそれでいいわ」

　言っていることが支し離り滅めつ裂れつだ。姫ひめ君ぎみとして凜りんとした姿を見せているが、この先輩の中身はもしかしてものすごく子供というか、残念というか、我が儘ままなんだろうか。

「どこかおかしいかしら」

「いや、どこというかなんというか。そもそも、高校生にもなって男女が同じ部屋で、同じベッドで寝ねたらダメじゃないですかっ。危ないじゃないですかっ！」

「だって零士くん」

　いきなり弓美香は立ち上がると、その長い足を使って静かに、物を言わせぬ空気を纏まとって零士の隣となりに座った。

　シャンプーのとかではなく、弓美香の香かおりで包まれてしまう。

　顔が近づいてきて、その息が肌はだと心をくすぐってくる。

「零士くんは、杵き築づき弓美香を護ってくれる騎き士しなのよ」

「はい」

　弓美香の言葉に、迷いなく、不思議と急に動どう悸きも収まって答えていた。その姿に、弓美香はニッコリと微笑ほほえむ。

「封ふうじられていたとしても、私は零士くんの力を信じているのよ」

「……どういうことですか？」

　不可思議な言葉に零士が訝いぶかしむと、弓美香はちょっと慌あわてた様子で手を口に当てた。

「弓美香先せん輩ぱい？」

「今は内緒よ。私を信じて」

「さっきもはぐらかされたし、そう言われても……」

「零士くん、貴方が私を護ってくれる騎士だってこと。今はそれで納得して……お願いよ」

　そして、白く細い人差し指の指先で──トン、と零士の唇くちびるに触ふれた。

　途と端たん、また心臓でドラムが鳴り響ひびき始めてしまう。

「だからね、信じているの」

「え？」

「私を護ってくれる騎士様が、私を傷物にするわけないでしょう？」

「──！」

　その通りだけど、それはないんじゃないですか！　と言いたいのに、弓美香の指が唇に触れているせいで、叫さけぶことが出来ない。

　そんな零士を見て弓美香は楽しそうにクスクスと笑う。そして、零士の唇を指先でゆっくりとなぞりながら、自分の唇を耳元に近づけてくる。

「でも、本当は傷物にしてくれても………………構わないのよ」

「な！」

　流石さすがに驚きの声が出てしまう。

　すっと弓美香が零士の腕うでを掴つかんで立ち上がった。

「クスクス、冗談か冗談ではないかは、零士くんが判断してね♥」

　そう言いながら弓美香は、零士を引きずり込むようにして一緒に布ふ団とんに潜もぐり込んだのだった。

　うまくはぐらかされた気がしつつも、今いま更さら何も訊きけなくなってしまった……。

　しかも三分後には、すやすやとした寝ね息いきが聞こえて来たのだ。

　零士は──何一つ訊くことが出来ず、しかも弓美香の寝息と香りに包まれて、悶もん々もんとした夜を過ごしたのだった。
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「ふっ、ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　朝の食堂で、零士は大きな欠伸あくびをしてしまった。

「……一分間に一回はしているぞ」

　目の前に座るレティシアが、呆あきれた様子で眺ながめてくる。今日の朝ご飯はカレーライスのようで、もう三杯ばい目だ。

「いやいや、うんうん、仕方ないよ。これは仕方ない。寝かせてもらえない夜を過ごしたんだろう？　いやぁ、なんて羨うらやましいんだろうね」

　忍が、ニヤニヤと笑う。

「ええと、何かあったの？」

　ソーセージをフォークに刺さしたまま、リタがまん丸の目をぱちくりとさせる。

「ナニがあったのさ」

「あるわけないだろ……ふわぁぁぁむぅ」

　忍の言葉を即そく否定して、零士はまた欠伸を噛かみ締しめた。

　結局、睡すい眠みんにつけたのは朝の五時だ。それも自力で寝たわけではなく、明け方の訪問者のおかげだった。

　朝の五時前、玄げん関かんの扉とびらがそっと叩たたかれた。その時には既すでに零士は元忍のベッドにいたのだが、音に気が付いて玄関を開けたところ、そこに居いたのが学園長のクラヒメと弓美香のルームメイトのコニーだったのだ。

　二人は苦く笑しようしながら弓美香が迷めい惑わくを掛かけたと謝罪して、ぐっすり寝ている弓美香を半分起こすと、寝ぼけたままで台車に乗せて元の部屋へと去って行った。当の弓美香は、台車の上に乗った途端、丸まってまた熟じゆく睡すいしてしまった……。

　おかげで一人になった零士は、五時からようやく安あん眠みんすることが出来た。ちょっと残念な気持ちがありつつもだ。

「そうだ忍。お前、今日から元の部屋だそうだぞ」

「……ま、妥だ当とうな線だろうね」

　思いの外、すんなりと忍が納なつ得とくした。もしかしたら、既に弓美香が元の部屋に連れ戻もどされたことを知っているのかも知れない。

「よく分からないが、そんな様子でアタシとの決けつ闘とうは平気なんだろうな」

　零士を見るわけではなく、ただ米こめ粒つぶの最後の一つまで残さないようにスプーンで皿をすくう作業に熱中しながら、レティシアが訊いてくる。

「訓練の時間までには寝不足は解消しておくよ。レティだって寝不足相手とじゃ面おも白しろくないだろ？」

「その通りだ」

「かわりと言っちゃなんだけどさ。今日の授業のノート、夜に貸してくれ」

「…………居い眠ねむりするつもりか」

「ダメかな」

「いや、優先順位は竜鱗機プラウダーの訓練、その次が授業だ。アタシは、それでいい」

　スクッとレティシアが立ち上がる。

「レティ？」

「おかわりだ」

　どうやら今日は気合いを入れるためにも、四杯はいも食べるらしい。

「あれで胸にいかないんだから、可哀かわい相そうといえば可哀相だね」

　忍が軽口を叩くが、リタに睨にらまれて態わざとらしく口を覆おおった。そんなやりとりを零士はボケーっと見つつ、胸というキーワードのせいで夕べの弓美香の巨きよ乳にゆうを思い出していた。大きかった、ホントに大きかった。そして素す晴ばらしい谷間だった。

「ねぇ忍。零士は、なにニヤニヤしてるのかな」

「そうだね。リタにももうすぐ分かるさ。男なんて、しょせんどうしようもないってことがね」

　リタの疑問に、忍が答えた。

　ちょうどその時、女子棟とうのエレベーターの扉が開き、珍めずらしく寝ぼけていない弓美香が、むっすーと頬ほおを膨ふくらませながらロビーに降りてきたのだった。
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　零士にとって今日という一日は、ここまでのところ一いつ瞬しゆんのように感じられた。ハンガーの中の時計を見ると、午後三時一五分を指している。

「朝食を食べたのが一〇分前みたいだ」

「……全授業爆ばく睡すいしてれば、そうなる」

　零士の呟つぶやきに、レティシアがあきれ顔で返した。

「おかげで寝不足はばっちり解消してるぞ」

「それだけ寝てれば当たり前だよ……」

　リタまで呆れている。

「寝る子は育つって言うし、いいんじゃないかな」

　忍の反応は、適当だった。

　と、弓美香が静かに扉を開けた。その姿を見て、全員が所定の位置に整列する。もう、クセのようなものだ。

「待たせたかしら」

　弓美香が全員の前に立つ。

「これまで貴方あなた達には、三九式素体で訓練をしてもらってきたわね。それは、貴方達に自分の特性に特化するまえに、しっかりと基き礎そを憶おぼえて欲しかったからなの」

　弓美香が話し始めた。

「でも、昨日の訓練の結果を私なりに分ぶん析せきして、そろそろ貴方達も自分の特とく徴ちようを自分で把は握あくしてきていると判断しました」

　てきぱきとした説明だ。その雰ふん囲い気きは、零士に今の説明とは関係ないことを訊く気力を削そいでしまう。

「弓美香先輩、それはもしかして」

　レティシアが待ちきれないと声を上げた。そんな態度に弓美香が微笑む。

「ええ、昨日の訓練の後に二年整備科へ申しん請せいを出したわ。先ほど整備科で確かく認にんしたけれど無事に終わったそうよ。つまり、貴方達の素体は既にタイプ別に改修されているわ」

　その言葉を受けて、レティシアがさっそく自分のガントリーへ行こうとする。

「レティさん、まだ話は終わってないのよ」

　弓美香に苦笑しながら指し摘てきされて、レティシアが少し顔を赤くしながら元の位置に戻った。

「今回の改修は、あくまでも通常改修。でもね、期末での成績等によっては、その生徒専用のカスタマイズが行われる場合があるの。私の『碧へき雷らい』のようにね、私は、きっとこのチームの竜鱗機プラウダーが全すべてカスタマイズ機になると、確信しているわ。だからもっともっと頑がん張ばってちょうだいね」

　弓美香の叱しつ咤た激げき励れいに、全員が「はい！」と頷うなずいた。

　そして各おの々おののガントリーに乗る。駆く動どうキーをセットした後の、竜りゆうの咆ほう哮こうのような駆動音も、今日は普ふ段だんよりも威い勢せいが良い気がする。

　今までとは違ちがう彩さい色しきなだけではない、形も随ずい分ぶんと変わった装そう甲こうが次々と装着されていく。

　レティシアの竜鱗機プラウダーは赤く塗ぬられていて、全体的に尖とがったフォルムに改修されている。まるで一本の槍やりのようなシルエットで、確かに近接攻こう撃げき型のレッドカラーだと思わせた。さらに両りよう腕うでには小さいながらも盾たてらしきものも付け加えられている。そして二振ふりの曲刀シヤムシールが、装着と同時により長く凶きよう悪あくな輝かがやきを持つようになっていた。

　リタの竜鱗機プラウダーは黄色に塗と装そうされている。

　遠えん距きよ離り弾だん幕まく型のイエローカラーらしく、両りよう肩かた、両腰こしにミサイルポッドを装備していて、両腕にもなにやらミサイルらしきものがある。さらに大型の機き銃じゆうを手にしていた。

　忍の竜鱗機プラウダーは防ぼう御ぎよ型のブラックカラーだ。

　第一の感想は、他ほかの竜鱗機プラウダーよりも一回り大きいことだ。全体的に全ての装甲が分厚い。体幹正面も、他の竜鱗機プラウダーと違ってかなり覆われている。またタワーシールドと呼ばれる、縦長の盾を左手に装備してあった。また手にはリタの程ほどではないが、機銃を持っている。

　そして零士の竜鱗機プラウダーは、銀色に輝いていた。

　大きくも太くもないが、ゴツゴツとした無骨なシルエットをしている。両腰にはミサイルポッドがあり、左腕には腕全体を覆う長方形の盾があり、日本刀は二回りほど巨きよ大だい化している。そして、最も他の三人とは異なっているのが、左腕の盾の下に収納されている一門の砲ほう塔とうだ。

　それらの装備の使用法は、装着すると同時に零士に刷り込まれていく。

「弓美香先せん輩ぱいと同じ、レイジキャノンが俺の竜鱗機プラウダーに？」

　零士が呟くと、既に浮ふ遊ゆうしている弓美香が頷いた。

「零士くんは万能型のシルバーの判定だったのよ。学園にもほとんどいない珍しい判定なのだけど、成長すれば非常に強力な戦力になるタイプだから頑張ってレベルアップしてね」

　思いっきりプレッシャーを掛けられてしまった。でも、それは弓美香の零士にかける期待だ。だから零士は嬉うれしくも思えて、力強く頷いた。

　するとー、

「それから、零士くん、レティさん。貴方達の決闘を許可します」

　いきなり弓美香が言い放ち、零士を除く全員が息を呑のんだ。

「私は指揮官なのよ。このくらいのことは把握してるわ」

　おかしそうに弓美香がウインクをした。

「そのかわり一本勝負、そして私が審しん判ぱんを務めるわよ。もちろん、私が制止したら勝負はそこまで。それで構わないかしら」

　文句などあるはずがなかった。

　訓練場に出ると、しとしとと雨が降り始めたところだった。もちろん、雨だから屋外での訓練が中止になるなんてことはない。

　訓練場に上がったのは、零士とレティシアと弓美香の三人だ。リタと忍は、ハンガー内のモニターで見ている。

　五〇メートルほど上じよう昇しようして、弓美香が止まった。

「模も擬ぎ戦では、管制科が判定を行い無線で撃げき墜ついを指示してくれるわ。その時点で攻撃側は攻撃を止めて、撃墜機はフィールドから退たい避ひするの。遠距離攻撃に関しては、実じつ弾だん兵器はヒヒイロカネ製ではなくペイント弾に、レイジキャノンは威い力りよくを絞しぼって、どちらもＨＩＴした段階で、撃墜判定が行われるわ。零士くん」

　説明を止めて、弓美香が零士を向く。

「レイジキャノンの威力を絞れるかしら」

「やってみます」

　左腕の盾の下から砲門を伸のばしてセットすると、竜力を僅わずかに籠こめて、放つ。青く細い光が伸びて、地面に突つき刺さった。

「そうね。その威力なら問題ないわ。判定は管制科ではなく私が無線で伝える形で、いいわね」

　再度、確認を取ってきた弓美香に、零士もレティシアも頷く。

「では……始め！」

　弓美香の号令と同時に、零士は抜ばつ刀とうしてレティシアを見み据すえた。レティシアもまた曲刀シヤムシールを一振りずつ両手に持ち、零士を見据えている。

　互たがいに計ったわけではない。

　それでも同時に上昇した。

　徐じよ々じよにレティシアが零士の上を行き始める。下を取ったところで、追いつけないのでは意味が無い。

　いきなりレティシアが上空で、零士の背後に旋せん回かいした。

　体を半転させ、刀を振り上げる。

　曲刀シヤムシールの一振りと刃やいばが合わさり、竜力が閃せん光こうとなる。

「くっ！」

　もう一振りの曲刀シヤムシールに左足の外側を斬きりつけられる。そのままレティシアが、飛び抜ぬけていく。

　改修で取り付けられたナビが、空中投とう影えい式で損害を知らせてくれる。装甲の外装部分でどうやら済んだようだ。

　ただチラリと見ると、真新しい銀色の装甲がかなり深く斬り裂さかれてしまっている。

　零士はそのまま上昇し、レイジキャノンをセットする。そして旋回して地上を向きレティシアへ左腕を伸ばし、標準を合わせて放つ。

　立て続けに五本の青い光が走る。

　レティシアがその間を舞まう様にすり抜けていき、一気に零士との間合いを近づけてくる。

「くそっ！」

　伸ばした左腕を引き、接近戦に備えて刀を構え──零士もまたレティシアに向けて飛んだ。

　すれ違う。

　また片方の曲刀シヤムシールで刃を受けられ、もう片方で斬りつけられる。

　そのまま進み旋回し、さらにすれ違う。

　結果は同じ──いや、さらに一ひと太た刀ちごとに損害は増している。

「バリヤー壁へきを展開するか……」

　零士が呻うめくと、データが投影された。

　最後にレティシアが見せた斬ざん撃げき力の場合、零士の竜鱗機プラウダーの最大竜力中八〇％をバリヤー壁に回せば防ぐことが出来る。

「意味ないってことか……いや待て、八〇％で防ぐことは出来るんだよな」

　上空で停止しているレティシアを、零士は睨にらんだ。すると無表情に見下ろしていたレティシアが無線を繋つなげてくる。

『伝えておく』

「なんだよ」

『アタシは、倒たおすとは殺すことだと思っている』

「…………」

『だから、それが訓練であろうとも模擬戦であろうとも、相手を殺す気で戦う。当然だ。訓練の時に相手を殺す気で掛かかれないヤツが、いざ本番で、殺す決意が出来ると思うのか。実戦は殺すか殺されるかだ。その気き迫はくがないヤツに、竜因子が応こたえるはずがない。だからアタシは、お前を殺すかも知れない』

「レティ……」

『アタシは、お前をそこそこ気に入りはした。だが殺すかも知れない。恨うらみや憎にくしみは、ない。それだけを知っておいて欲しかった』

「そうか」

『そうだ。では、これで決めるぞ』

　レティシアが二振りの曲刀シヤムシールを握にぎり直す。そして、一気に零士目掛けて飛ぶ。

　零士は、レティシアにではなくただ上に飛んだ。

『この期ごに及およんで、逃にげるのか！　見み損そこなったぞ、零士！』

　レティシアが角度を変え、零士の後を追う。

　それこそが零士が待っていた瞬しゆん間かんだ。すかさずレティシアの頭上で旋回すると、一気に迫せまる。そして彼女の目の前で重力制せい御ぎよも斬撃も解除して、一〇〇％の竜力をバリアー壁に籠めて展開する。

「イヤァァァァァァァァッ！」

　肉声が聞こえる距きよ離りで、レティシアが雄お叫たけびと共に曲刀シヤムシールで斬りつけてきた。

　共に、弾はじかれる。

　レティシアの両腕が大きく後ろに跳はね、構えが完全に崩くずれてしまう。

　その瞬間、零士はバリアー壁を解除して、斬撃を与あたえた刀を振り下ろした。

『そこまで！』

　弓美香の声が飛んだ。

　零士の刃が、間かん一いつ髪ぱつレティシアの左脇わきで止まった。

　いや、インナーを切り、表皮に微かすかに刃が立っている。乳ち房ぶさの脇から一筋血が流れ落ちた。

「悪いっ、間に合わなかったか」

「悪くはない。言っただろう、訓練でもアタシは殺す気だと。それは、アタシが殺されても文句がないということだ。この程度は傷の内に入らない」

　曲刀シヤムシールを鞘さやに戻もどして、レティシアが自分の傷口を指でなぞった。

　斬れたインナーから垣かい間ま見みえる、白い乳房の脇に血が流れる。

　その血を指先で拭ぬぐうと、レティシアは舌したで舐なめ取った。

「零士」

「なんだ？」

「零士に初めて傷つけられた血の味、憶おぼえておくぞ」

　微笑ほほえむ。零士にはさっぱり分からない。

「なんだよそりゃ」

「アタシは強さには敬意を払はらう。ただ零士、お前にはまだ覚かく悟ごが足りないな。エミリーと戦う際、いやそれだけではなく、負けられない時に相手を殺せるかどうかが、勝負の分ぶん水すい嶺れいだということを──」

　レティシアが零士の胸を、拳こぶしで叩たたいた。

「心に刻んでおけ」

　言うだけ言うと、レティシアが地上へと降りていった。

「殺す覚悟か……」

　それは、零士が考えたこともない覚悟だった。








　四章




　翌日の朝一〇時。

　観客席がある三年生の訓練場の両りよう端たんに、零れい士じ達のチームと、エミリー達のチームが立っていた。

　昨日の雨は既すでに上がっていて、雲一つ無い晴天だ。

　その青空の下に、広大な訓練場が広がっている。

　サッカー場が一〇個も入りそうな広場が、異則によって張られた結界で閉じられている。主に上下移動での訓練になる一年生二年生の訓練場とは、段だん違ちがいの設備だ。

　観客席はその結界の外の一部に設置されていて、直接でも大型モニターでも戦せん闘とうを見学出来るようになっていた。そして一年生と二年生が、既にびっしりと詰つめかけている。

「みんな授業はいいのかよ。俺達って完全に見世物だよな、これ」

　既に竜鱗機プラウダーを装着した零士がぼやくと、忍しのぶがやや神しん妙みような顔をした。

「以前、他組織の竜鱗機プラウダーのメンテ依い頼らいが来てるって言ったよね」

「ああ、そんなこと言ってたな」

「夕べ来たらしいんだけどさ」

「いや整備科の二年生も三年生も見学に来てるだろ」

「そうなんだよ。なんでも理事長が、『そんなの待たせておけ。お祭まつり騒さわぎの方が大事だって』鶴つるの一声らしいんだよね」

「……平気か、この組織」

「僕もそう思うよ」

　二人がぼやいている間に、理事長の獣じゆう吾ご自らのルールの説明が終わった。

『では、両チームの健けん闘とうを祈いのる。模も擬ぎ戦、開始！』

　その合図と共に、両チームが一いつ斉せいに空に飛び立つ。

「いい、前衛は零士くんとレティさん。零士くんがエミリーさんに対応、レティさんが敵チームのもう一人のレッドに当たって」

「分かった」

「……任せて下さい」

　レティから、緊きん張ちようでやや遅おくれて零士も頷うなずく。

「おそらく向こうのブルーをブラックが護衛するでしょうから、私がリタさんをサポートしながら崩すわね」

「弓ゆ美み香か先せん輩ぱい、僕はどうするんで？」

　忍が訊きく。

「忍さんが今回の鍵かぎよ。平ひら野のに対応して。イエローはブラックと同じで機動力はないから、とりついて、味方が来るまで攻こう撃げきに耐たえ抜いてね」

「おふ……こりゃキツイ任務だ」

「いい、この模擬戦は貴方あなた達の力を試ためす場よ。学園長にも二年生はなるべくサポートにって言われているし、私もそれでいいと思ってるわ。いい、あくまでもサポートに徹てつするから、みんなは自分の力の限り戦ってきてね！」

　弓美香の言葉と共に、一斉に動き出す。一気に互たがいの距離が詰まっていき、それぞれのターゲットを認にん識しきして散開した──その瞬間だ。

『なんだとっ！』

　一直線に間合いを詰めようとしたレティが叫さけんだ。彼女の竜鱗機プラウダー目め掛がけて、サポートに回るはずの平野が奇き襲しゆうを掛けたのだ。

　イエローに一二発標準装備されている二七式誘ゆう導どう弾だん三発が、レティシアを追つい尾びしていく。二七式誘導弾は、《屠と竜りゆう戦争》後にクシナダ財団が開発した最さい新しん鋭えいの誘導弾で、本体直径一〇センチ、全長一メートル、マッハ三で飛来するヒヒイロカネ製で、竜力を纏まとって敵を長時間にわたって追尾する。

『ふざけるな！』

　レティシアが曲刀シヤムシールで二発を叩き斬きる。

　その合間を縫ぬって、レッドカラーの竜鱗機プラウダーがレティシアに迫った。

『最初はアタシからか！』

　片方の曲刀シヤムシールで、刀を弾いた──と思った瞬間だ。

　激しくレティシアの竜鱗機プラウダーが揺ゆれた。無数の弾頭がその装そう甲こうを撃うったのだ。ペイント弾で、みるも無残に塗と装そうされてしまう。

『ふふ、はい、一機撃げき墜ついっと』

　レッドの後ろにいた平野がニヤリと笑う。

『平野さんっ、貴方……どういうつもりっ。今回、私達はサポートのはずよ！』

　弓美香が叫んだ。

『ハハハハッ、俺はね──一年生同士の遺い恨こんだろうが、一年生のお披ひ露ろ目めの場だろうが、もう杵き築づきに負けるのは嫌いやなんだよ。学園長がどう言おうがね！』

　そう言いながら、さらに二七式誘導弾を四発、忍機に向けて放つ。

『忍さん、危ない!!』

　弓美香の『碧へき雷らい』のレイジキャノンが背中で円形に広がり、青い閃せん光こうが一二本放たれる。その光が、誘導弾に突つき刺ささり、次々に破は壊かいしていく。

『ふふっ、でもね！』

　平野が、一発の誘導弾の側そばに飛んだ。それを破壊しようとしていたレイジキャノンの閃光が、平野機が展開したバリヤー壁へきにぶつかり、消しよう滅めつしてしまう。

『ははっ、模擬戦向けにちゃんと威い力りよくを絞しぼってるじゃないか。さすがは優等生の杵築さんだね！　本来の杵築さんが放つレイジキャノンなら、バリヤー壁で防ぐなんて芸当できっこないんだけな』

　平野が哄こう笑しようした。

　そしてその背後で、誘導弾が忍機に迫り、回かい避ひ運動も虚むなしく直撃してしまう。

『おおっと……ん、あれ、当たり所が悪かったのか』

　忍が無線で、場違いな呑のん気きさでぼやいた。

『零士、弓美香先輩、申し訳ない。竜力誘導機の真上にくらったせいで、撃墜認定されちまったよ』

　そういうと、忍が撃墜機ゾーンへとふらふらと飛んでいく。

『はははは、こいつはラッキーだ。さぁて、これで残りは三機だな、杵築！』

　平野が舌なめずりをした。

　が、その直後に怒ど声せいが響ひびく。

『平野永なが康やす！　これ以上、私の邪じや魔まをしないで下さいっ。貴方は、杵築弓美香を牽けん制せいしている予定だったはずです！』

　エミリーが、自らのチームの指揮官を叱しつ責せきする。

『なっ……い、一年の分際でっ』

『黙だまりなさいっ！　私は、たとえ年上でも卑ひ怯きよう者に払う敬意なんて持ち合わせていません！』

　きっぱりと言い切る。

『な……な、な……お前……』

『この恥はじ知しらずの卑怯者がっ、その薄うす汚ぎたない口をこれ以上開かないで下さい！」

　エミリーの言葉に、平野がワナワナと震ふるえ、そしてがっくりと項うな垂だれた。それを見たエミリーが、今度は間合いが詰まりつつある零士に告げる。

『では、これからが私達の戦闘になります、叶かのう零士』

『二機、こっちは足りてないんだけどな』

　零士が答えると、エミリーが笑う。

『戦場にイレギュラーは、付きものです』

『……ちゃっかりしてやがる！』

　抜ばつ刀とうして、一気に──下降する。

『あら、自分から不利な位置を取るのですか？』

　エミリーが槍鉾ハルバートを肩かたに担かつぎ、零士の頭を押さえるように下降する。その前で、零士がクルリと体を入れ替かえ、エミリーに正対した。

　左ひだり腕うでをエミリーに伸のばし、下降しながらセットしたレイジキャノンの砲ほう門もんを向ける。

『抜刀は囮おとりなんだよ！』

　零士が叫びながら、レイジキャノンを放つ。青い閃光がエミリーを撃った。

『叩き潰つぶせばいいだけですっ、イヤァァァァァァァァァ！』

　槍鉾ハルバートが振ふられた。

　その刃やいばが、青い閃光と衝しよう突とつして火花を散らせた。

『叩き潰しやがった！』

『このまま、トドメと行きます！』

　勢いを殺さずにエミリーが突とつ進しんしてくる。

　逃にげようにも、エミリーを誘さそうために下降したことが仇あだとなって、もう地面はすぐそこだ。エミリーの槍鉾ハルバートの間合いをすり抜ぬける以外に、逃げ道はない。

『くそっ、流石さすがに地面に潜もぐったりは出来ないし──！』

　減速せずに、そのまま地面に落ちる。

『自じ爆ばくする気ですか！』

『悪いなっ。俺は墜つい落らく慣れしてるんだよっ。この速度ならきっと──平気なはずだ。耐えろ俺！』

　ドォォォォォォォォォォォォン──激しい衝突音と土つち煙けむりと共に零士が墜落する。

『なっ……土煙で視界がっ』

　一帯を覆おおった土煙に突とつ入にゆうしたエミリーが視界を失う。その隙すきに、零士は土煙から飛び立ってエミリーの間合いから逃のがれる。

『ちょこまかと……』

　ようやく土煙から出てきたエミリーが、零士を睨にらんだ。

　零士もまた睨み返す。

　互いに間合いを探さぐり合いながら、ゆっくりとその場をぐるぐると回り出す。

　徐じよ々じよに高度が下がり、ゆっくりと二人は着地した。

『そうでした。一週間前も地上で戦いましたね』

　エミリーが嬉うれしそうに、獰どう猛もうに笑う。そして槍鉾ハルバートの先せん端たんの槍やり部分を前に出し、突く構えを取った。

『小細工はしませんっ。叩たたき潰します！』

　大地を蹴けり、大地をえぐりながら、エミリーが一直線に突進してくる。

『ウオォォォォォォォォォォォォォォ！』

　咄とつ嗟さに刀を構え、零士もまた突進する。

　重量級の槍鉾ハルバートとは思えない、無数の刺し突とつが迫せまる。零士は、それを斜ななめ前にいくステップで躱かわす。

　何度も装甲が削けずられ、火花が散る。それでも速度を落とさず近づき、

『ウラァッ！』

　はせ違ちがいざま刀を袈け裟さ懸がけに振り下ろした。

『──！』

『ごふっ！』

　零士の刀が、くるくると中を舞まって一メートルほど離はなれた地面に突き刺さる。

　最後の最後、エミリーが腕を折りたたみ、槍鉾ハルバートの柄え尻じりで零士の腕を打ったのだ。装甲が破られたわけではない。それでも衝しよう撃げきで、零士の手から刀が飛んだ。

『勝負ありです。やはり私を選ばなかった杵築弓美香の選せん択たくは、間違っていたんです！』

　満面の笑みで、エミリーが槍鉾ハルバートを持ち上げ、零士に振り下ろす。

『まだだっ！』

　左腕のレイジキャノンをエミリーへと向ける。

　槍鉾ハルバートの刃が眼前に迫る。レイジキャノンが発射される。

　その刹せつ那な、全く予想だにしない、エミリー機の後方からゴッゴッゴッと着ちやく弾だん音が響いた。

　エミリー機が振しん動どうして、槍鉾ハルバートが零士機の脇わきに落ちた。そして放たれたレイジキャノンによって、エミリーの兜かぶとが弾はじかれ、地面に転がる。

『……何が？』

　槍鉾ハルバートを持ったままエミリーが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　相打ち、いや僅わずかにエミリーの槍鉾ハルバートが届くのが早かったかも知れない。エミリーの思考は、そこで止まっていた。

　そんなエミリーの竜鱗機プラウダーをペイント弾が無残に染めていく。

『ハハッ、ハハハハハハハハハハハハハハハハハッ、叶零士に勝てると思っただろっ。あそこまで追い込んでおいて無様だなっ。だがなっ、俺は、俺はお前らの指揮官だぞっ。指揮官を侮ぶ辱じよくしたヤツは銃じゆう殺さつ刑けいだぁ、ハハッ、アハハハハハハハハハハハハ、ざまぁないな！』

　平野が、顔に手をあて天を向いて哄笑していた。シンと静まりかえった訓練場の中で、一人けたたましく笑う。

『許せないっ』

　弓美香が叫び、平野機にレイジキャノンを一二発放った。

『冷静さを欠いたねっ。この距きよ離りなら、僕にでも避よけられる！』

　無数の青白い光を避け、斬り捨て、平野がすり抜けていく。

『くっ……なら！』

　弓美香が、間合いを詰つめるために空を駆かけ上がる。

　が、その脇を竜鱗機プラウダーが追い越こしていく。弓美香よりも速く、平野目め掛がけて飛ひ翔しようする。

『え……？』

　その一年生にしては速すぎる機き影えいに、弓美香は驚きよう愕がくのあまり呆然としてしまった。

『ん……なっ、なんで叶零士がっ!?　俺は、お前の敵を倒たおしてやったんだぞ！』

　平野がようやく気が付く。

『エミリーは確かに、嫌なヤツだ！』
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　零士は叫さけんだ。

『それがどうした！』

　平野が残り五発の誘ゆう導どう弾だんを全すべて零士に向けて発射する。迫る誘導弾を避ける、さらに追つい尾びしてくる。

『なっ……そんな馬ば鹿かなことが!?』

　誘導弾を振り切り、零士は平野に迫った。そして目の前で止まり、断言した。

『でもアイツは戦士だ。でもな、お前はただの──クズ野や郎ろうだ！』

　目の前で、レイジキャノンの砲身を平野に向ける。

『や、やめろぉぉぉぉぉっ、そ、それ全開だろっ。死ぬっ、死んでしまうっ！　俺にはまだぁぁぁぁ！』

　平野が背中を見せて逃げ出す。その背中に怒いかりを放つ。

　平野機の背中のランドセルが破は壊かいされ、錐きり揉もみで地面に墜落していく。激しい衝突音と共に、平野が地面に落ちた。

『ふうん、あれは骨折くらいはしてそうね』

　弓美香が隣となりに来て、コツンと零士の兜を叩く。

『弓美香先せん輩ぱい？』

『途と中ちゆうから誘導弾のこと忘れたわよね』

『あ……』

　追い抜いてから、確かに忘れていた。

『私が全部撃げき破はしておいたわよ』

『す、すんません』

『でも偉えらいわ。最後の最後、ちゃんと怒りを抑えてレイジキャノンの威い力りよくを絞しぼったわね』

『まぁ、なんとなく──これ撃うったら、本当に平野を殺すことになるって思ったもんで』

『平野は同情の余地がないくらい酷ひどいけど、殺すことは控ひかえないとね』

　ニコリと弓美香が微笑ほほえむ。

『そういえば、他ほかの連中は？』

『ん？　ああ、エミリーさんのチームメイトね。リタさんが、私のサポートで全員撃げき墜ついしたわよ。だって零士くんの決けつ闘とうの邪じや魔まさせたら悪いでしょう？』

　零士には容易に想像出来た。

　リタを表に使いつつ、弓美香が撃墜したのだろうと。

　ある意味、弓美香の方が狡こう猾かつで酷いんじゃなかろうか……。
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「意外な結果になりおったな」

　学園長席でクラヒメが、ゆっくりと緑茶を啜すすった。

「しかしまぁ、平野永康はどうする。退学とするか？」

　チラリと、隣で足を組み肘をついて顎をのせた獣吾を見た。

「停学三か月だな」

「停学？　また随ずい分ぶんと軽くすませるものじゃな」

「実力は、まぁあるからな。鍛きたえ直してくれ」

「あそこまで捻ひねくれている性格を？　難しいことを軽く言うもんじゃ」

　やれやれとクラヒメが頭を振る。

　獣吾は、そんなクラヒメからはもう意識を剥はがし、弓美香と──零士を睨んだ。

「ひよりやがって……」




　　　　※　　※　　※




「エミリー、平気か？」

　零士は着地すると、まだ呆然としているエミリーに転がった兜を渡わたした。

「私は……負けたんですか？」

「違う。俺がまた負けた気もする」

「零士……いいえ、貴方あなたが負けた？」

「ああ」

　頷うなずく。と、エミリーがフッと気を抜いた。そして、初めて微笑みを見せてくれた。

「違います、零士。確かに私は、呆然としていました。でも零士が、平野を倒したのは見ました。あの強さは、私を上回っていました。間違いありません」

「そうかな……」

「そうです」

　エミリーが零士の手を取る。仲直りの仕草と零士は思ったが──、

「いいですか、絶対に私は零士を超こえてみせます。次こそは、完かん膚ぷなきまでに叩き潰つぶしてみせます！」

　思いっきり零士の手を握にぎるエミリーの宣戦布告だった。

　しかたなく握りかえして頷いた時だ、

「──零士くん、まだ終わってはいなさそうよ」

　弓美香が切せつ迫ぱくした声を上げる。

「どういうことです？」

　零士は聞き返したが、そうするまでもなく理由はすぐに分かった。

　けたたましい、脳を揺ゆさぶるようなサイレンが三年訓練場に響ひびき渡る。

「これって……確か、来らい襲しゆう警報じゃっ」

　入学式でいきなり教わったサイレンだ。

　ゴウンッ──訓練場の周囲に設置された三年ハンガーのハッチが、重低音と共に吹ふき飛んだ。一か所だけではなく、三か所で吹き飛ぶ。

　もうもうと爆ばく煙えんが立ち上がる。

「三年生!?」

「違うわ。三年生の竜鱗機プラウダーはまだ全機出撃中のはずよ」

　零士の言葉、弓美香がすぐ否定する。彼女の顔は、いままで零士が見たことがない緊きん張ちようで引き締しまった表情だ。チラリと観客席中の獣吾を見る。

「小お父じ様がいれば、最悪の事態は起きないと思うけれど……」

　弓美香が呟く。

　いきなり、零士の前面に赤い画面が展開されて一五機のアンノウンが表示される。

「これは？」

「実戦モードに自動で切きり替かわったのよ」

「実戦!?」

「信じられない話だけど、竜りゆう槍そう師団が潜せん入にゆうしてきたのよ」

　それは《竜》を信しん奉ぽうする人間を裏切った武装集団の名前だ。

「どこでどうやったのか、この学園に忍しのび込むことなんて出来るわけないのに……。いったいどうやって」

「メンテで来てるっていう竜鱗機プラウダーと数は合いそうだね」

　忍が緊張感漂ただよう中、ひょうひょうと言った。気が付けばレティシアもリタも、エミリーのチームも弓美香の周囲に集まってきている。

「メンテ？　そういえば……でも、まさか誰だれかが中から手引きしたって言うの？」

「さあ、僕に言われてもそこは」

　忍が肩かたをすくめる。その様子を見て、弓美香が息を吐ついた。

「そうね、忍さんに分かるわけがないわね。それに、今はそこを考えるべき時ではないわ」

　弓美香がチームを見み渡わたした。弓美香こそが、このチームの指揮官なのだ。

「問題は模も擬ぎ弾だんだけで、誰も実弾を装備していないことよね」

　油断なく爆煙を見み据すえながら弓美香が言う。

「イエローはバリヤー壁へき要員になって、ブラックと一いつ緒しよに観客席の防衛をお願いするわ。レティさんとエミリーさんは、ええともう一人のレッドの一年生は、三人一組で防衛の援えん護ごをして」

　弓美香の言葉に、レティシアをのぞく指示された全員が頷く。

「弓美香先輩は、どうするんだ」

　レティシアが訊きく。

「攻こう撃げき要員が一人もいないわけにはいかないでしょう？」

「一五機を一人で相手する気か」

「幹部クラスでも出てこない限り、自信はあるわ」

「ならアタシも」

「いいえ、レティさん。貴方は、防衛側の槍やりになってもらいます。攻撃をしない防ぼう御ぎよは成り立たないでしょう？」

「それは……」

「レティ安心しろって。俺が弓美香先輩と一緒に戦う」

　零士がレティシアの肩を叩たたいた。

　何しろ一人だけ指示に入っていなかったのだ。そもそも、弓美香自身が零士のことを自分を護まもる騎き士しだと言ってきた。当然、弓美香は零士と共に戦うつもりだ。

「いいえ、零士くん。貴方は、避ひ難なんして」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、弓美香が何を言っているか分からなかった。

　そんな零士を、弓美香が優やさしい瞳ひとみで見る。

「零士くんが役に立たないとか、そういうことではないの。貴方は、平野を倒す時にもう竜力を使い果たしているのよ。自分では気が付かなかったようだけど、三九式に搭とう載さいされている竜力誘ゆう導どう機の出力限界まで、力を振ふり絞っていたわ。それはね、高位の《竜りゆう戮りく者しや》でも五分と続かない力なの」

　ゆっくりと弓美香の竜鱗機プラウダーが浮ふ上じようする。

「だから零士くんの竜力は、もうほとんど残ってないはずだわ。退たい避ひするだけでも精せい一いつ杯ぱいのはずよ」

「でも、俺は！」

「焦あせらないで。もっと強く、もっと成長してから、私を護ってくれればいいの。その時までは私が、零士くんを護るわ。お願い、今は私の言うことを聞いて……」

　その言葉を残し、弓美香が高く高く飛んでいく。

「そんな、俺は……」

「零士、弓美香先輩が言っていることは正しい」

「レティ……」

「お前は、よく戦ったんだ。次はアタシ達に任せてくれ」

　レティが、エミリー達と共に観客席に向かう。

　その後を零士は追おうとして、気が付いた。重い。竜鱗機プラウダーが重いのだ。本来、竜力が装そう甲こうに行き渡り、自分の体のように軽いはずの竜鱗機プラウダーが、まるで初めて装着した時のように、重く感じる。

「…………本当に、俺の竜力が」

　尽つきている。自分でもはっきりとそれを自覚してしまった。

　もうこれ以上、今は戦えない。

　体力と同じように、やがて戻もどる。

　でも、今は、弓美香が戦っているこの今を、戦うことが出来ないのだ。

　零士は、呆ぼう然ぜんと空を見上げた。

　空を、見たことがない竜鱗機プラウダーが一〇機、観客席へと飛んでいくのが見える……。

　全体的に零士達の三九式よりも大きく、角張った機体だ。

　二八式──《竜》の飛来を予測したクシナダ機関が開発し、《屠と竜りゆう戦争》において主力となった一三年前の竜鱗機プラウダーだった。おそらく《屠竜戦争》時に実際に戦せん闘とうに参加し、竜槍師団へと持ち込まれた機体なのだろう。

　歴戦の勇者ともいえる機体達だ。

　いきなり、勇者達の頭上から青い閃せん光こうが一二本、飛来する。無む駄だのない動きで散開し避よける。が、その動きを閃光が鋭えい角かくに曲がり追つい尾びする。

　それを予測していたかのように、二八式がさらに避けた。

　瞬間、閃光はさらに曲がり、二機を貫つらぬいた。しかも竜力誘導機が入ったランドセルを正確にだ。浮ふ力りよくを失った二機がそのまま墜つい落らくしていく。

　その間にも閃光は猟りよう犬けんのように二八式に追いすがり、さらに一機が撃げき墜ついされた。さすがに閃光は、それ以上曲がることなく空へと消えていった。

『なるほど、これが噂うわさの碧へき雷らいの力か』

　野太い男の声が響く。

　二八式より、さらに大きい竜鱗機プラウダーが訓練場の中央にいた。兜かぶとには前立てのような装そう飾しよくがあり、まるで源げん平ぺい時代の甲かつ冑ちゆうのようなフォルムの竜鱗機プラウダーだ。

　その周りを二八式が九機囲んでいる。

『我わが輩はいは片かた桐ぎり烈れつ火か。竜槍師団七本槍が七しち槍そう、自ら来てやったことを感謝するんだな。もっとも、出で迎むかえがないようだがな』

『……七本槍っ!?』

　弓美香が、上空から片桐と名乗った竜鱗機プラウダーを見下ろしつつ、観客席へ一瞬視線を向けた。レイジキャノンで撃うち漏もらした二機と、レティシア達の戦闘が始まっていた。

　初めての実戦としてはよく戦ってはいる。が、押し切られるのも時間の問題に思えた。竜鱗機プラウダーの性能はレティシア達が圧あつ倒とう的てきに上回っている。しかし竜槍師団の戦士の多くは、あの《屠竜戦争》の生き残りだ。戦せん闘とう漬づけの一年を生き抜ぬき、さらに戦後もテロ集団として戦い続けてきた精せい鋭えい達なのだ。むしろ彼ら相手に、まだ一機も落とされていないレティシア達を褒ほめるべきだろう。

　しかし、弓美香が助けに行くわけにはいかなかった。

　片桐達が動いていないのは、弓美香の存在が曲がりなりにも抑よく止し力りよくとなっているからだ。

（どうして、獣吾の小父様はまだ出てこないのっ）

　竜槍師団の戦士達が《屠竜戦争》の生き残りだとするなら、霧きり雨さめ獣吾は彼らの頂点に位置した竜りゆう討とう五将の筆頭だ。

　五頭の竜を倒たおしたドラゴンスレイヤーなのだ。

　しかも彼が駆かるのは、竜鱗機ではない。

　出撃すれば、戦闘などものの数分で終わるだろう。だからこそ、実戦経験もある三年生の竜鱗機プラウダーが全機出撃出来ているのだ。

　なのに、観客席の理事長席を動いていない。隣となりのクラヒメに叱しつ責せきされているが、動こうとしていない。

　弓美香は、そこで考えることをやめた。

　戦場で、不確定要素に頼たよるわけにはいかない。今ある状じよう況きよう下かで戦うしかないのだ。

『碧雷、いやさ、杵築弓美香よ。竜りゆう神じん族に逆らう愚おろかなる者に付き従う者よ。儂わしの話を聞け、それがお前の義務』

　片桐が九機を引き連れて、弓美香と同じ高度まで上がってくる。弓美香は、あえてそれを許した。

　話があるならば聞くべきだ。それが、観客達が避難する時間稼かせぎになる。

『まずは、先ほどの攻撃見事だったぞ』

　片桐が言う。鋭するどい視線を持つ、生きつ粋すいの戦士といった雰ふん囲い気きを持った三〇代後半の精せい悍かんな男だ。

『それは、どういたしまして』

『だがっ、それほどの竜因子を持っていて、どうして至高にして絶対、我らの真の主あるじたる竜神様に逆らおうとするのだっ。今こそ、過去の罪を嘆なげき悔くい、我らと共に竜神様の世のために奉ほう仕しすべきだ。そうよ、そうとも、それが強き竜因子を、竜神様より頂いた者の義務！』

　巨きよ大だいな大たい剣けんの切っ先を弓美香に突つき出す。

『さあ。さあ、さあさあさあ！』

『折角のお誘さそいですけれど、私はほとんどの《竜》を憎にくんでいるもので』

『ふっ……愚かな娘むすめだ。この儂の慈じ悲ひが分からぬとはな。これだからっ、人は、人間は竜神様に支配され、導いてもらうべきなのだ。それが人間の運命！』

　片桐が大剣を横に振った。それを合図に二八式九機が散開し、四方から弓美香へ誘ゆう導どう弾だんを発射する。

『話す間にロックオンなんて、随ずい分ぶんと姑こ息そくな方達なんですね！』

『竜神様の浄きよき世界を作るための尊き行動に、卑ひ怯きようも姑息も何もないわ！　我らの行動は絶えず、常に、正義！』

『たちの悪い！』

　弓美香が一気に上じよう昇しようする。誘導弾が追う。さらに九機もまたそれぞれ弓美香を追い、さらに誘導弾を発射する。

　三〇発を超こえる誘導弾が、下から横から、弓美香を取り囲んでいく。

　弓美香が上空で旋せん回かいし、地上を向き抜ばつ刀とうする。

　背中の一二門のレイジキャノンから、細い閃光がほとばしる。

　爆ばく発はつ。

　爆ばく煙えんの中を突き抜け、弓美香が刃やいばを振るう。

　二つの誘導弾が爆発する。その衝しよう撃げきを避け、迫せまった誘導弾をまた一つ落とす。

　背後から誘導弾を背面旋回で避け──レイジキャノンが再び閃光を放つ。

　舞まうように次々と誘導弾を落とす。が、二八式の九機が上下左右で弓美香を囲むフォーメーションを取った。

『──狙ねらい通りってところかしら』

　残った二つの誘導弾を斬きり捨て、さらに踵かかとで踏ふみ抜いて、弓美香が視線を回し──真下を見つめた。

　大剣を背中に負った片桐が、二丁のアサルトライフルを腰こし脇わきに構え、銃じゆう口こうを弓美香に向けている。

『小娘、貴様が誘導弾の嵐あらしをくぐり抜けることなど、竜神様のご加護ある儂には苦も無く想定出来る。だが、お前らの同どう胞ほうを一〇機以上狩かってきた、儂の部隊の必殺必中必勝のこのフォーメーションは、絶対絶対絶対に、回かい避ひ不能よっ。さらば竜を裏切りし愚か者よっ。これが貴様の命数！』

　二丁から弾丸が、一秒一二発の勢いで吐はき出されていく。腰脇で構えているにも拘かかわらず、その精度が高い。

　弓美香が避ける度たびに、その先を読んでいるかのように射しや撃げきポイントを設定していく。

『くっ！』

　体幹正面の弾丸を斬り捨て、腕うでの装甲で弾はじく。

　碧雷の装甲が抉えぐれる。

　兜の装飾が吹ふき飛ぶ。

　レイジキャノンの一門が潰つぶれる。

『が、見事だ』

　射撃が止まった。

　弾だん倉そうが外され地面に落ち、片桐は手慣れた手付きで新たな弾倉を装そう填てんする。

『最後に聞こう。竜神様に帰き依えする気は、ないか。それが貴様の幸福』

『お断りします』

　答えは弾丸だ。二丁のアサルトライフルが火を噴ふく。そして今度は、九機から誘導弾が放たれ、さらに彼らもまた手にしたアサルトライフルで弓美香を狙い撃つ。

『このくらい！』

　一一門になったレイジキャノンが、正確に誘導弾を射貫く。間かん髪ぱつ入れず、再射撃する。

　その間も弾丸を避ける。

　たなびく黒くろ髪かみが、打ち抜かれる。

『くくっ、くはははははっ、いいぞっ。いいぞいいぞ、もっと避けろっ。もっと舞えっ。それこそが竜神様に捧ささげる踊おどりよっ。そして杵築弓美香っ、貴様もまた竜神様に捧げる供く物もつ！』
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　零士は空を見続けていた。

　飛びたい。

　今すぐ護まもりに行きたい。

「くっそぉぉぉぉぉぉぉ！」

　こんな馬ば鹿かなことはなかった。あの人を護りたい。そう思った。

　そして現実は、護られている。

　弓美香が命を賭として、自分を護ってくれている。

　滑こつ稽けい過ぎる現実だった。

　願ったって、何も出来やしない。

「なんで、こんな大事な時に竜力が出てこないんだよ。枯こ渇かつしてんだよ！」

「そいつぁ、お前が俺の言葉を忘れてるからだ」

「おじさんっ!?」

　獣吾が、生身で訓練場を歩いている。

　そして目の前まで来て、ゴンッと零士の胸を叩たたいた。

「見てらんねぇんだよ。いいか、限界、勝手に決めんじゃねぇぞ」

「……でも」

「俺がお前に刷り込んだ言葉は、なんだ」

　獣吾が零士の心の奥底までのぞき込むように、睨にらんでくる。

　動けない。

　それどころか、獣吾によって心を記き憶おくを好き勝手に弄いじり倒されているような、気持ちの悪い感覚。

「思い出してみろ！」

　耳で聞いたのか、心で聞いたのか──。

　ただはっきりと心の中で言葉が浮うき立ってくる。

　人を捨てて護れ。それが叶零士の宿命だ。

　かつて、獣吾はそう零士に刻み込んだ。

「人間捨てれば、今のお前の限界なんて吹っ飛ぶだろうよ」

「そ、そんな……だって、そもそも、どうやれば！」

「殺せ」

「え？」

「人の心を殺しちまえ。弓美香を護りたいんだろう？」

「あ、ああ」

「だったら、お前の持ってる人の心なんて捨てちまえよ。色々失うかも知れないけどよ、弓美香を失うよりはいいんだろ？　護るってのは、そういうことだ」

「……ああ、捨てられる。でも方法が」

「ったく、世話のかかるヤツだ。いいか？」

　獣吾が竜鱗機プラウダーの上から零士の肩かたを抱だき、片桐を指差した。

「あれが敵だ。弓美香を傷つけようとしている敵だ」

　その通りだ。あの片桐を撃げき退たいしないといけない。

「撃退とか生っちょろいこと考えてるんじゃねぇぞ。殺すんだ。弓美香を護るために、敵は殺せ」

「こ、殺す？」

「ああ、殺せ。強く強く殺意を持て」

「………………」

「それが出来ないなら、武器なんて捨てちまえ。二度と戦うな。いいか、刀は相手の心臓を斬り裂さくためにある。銃じゆうは相手の心臓を撃うち抜ぬくためにある。戦いは、相手の人生を破は滅めつさせるためにある。その覚かく悟ごを持てないヤツはいらねぇよ」

「こ、殺す……弓美香先せん輩ぱいを護るために、仕方ない、こと」

「ああ、そうだ。目の前をしっかり見ろ。世の中には武器がある。人間は争う。そんな世界で、相手を殺さないで何を護れるってんだ。話し合いだの愛だので護るだの救うだの、あんなもんは全部作り話だ。殺したヤツが、罪悪感で言ってるだけだ。いいか、愛する人を護る愛は、殺すことだ」

　獣吾の言葉が心に刻み込まれていく。

　そしてレティシアの言葉が思い返される。

『負けられない時に相手を殺せるかどうか』

　彼女もまたそう言った。

　それが世界の真実なのか。

　ふと、目の前に黒い髪かみの毛がヒラヒラと落ちてきた。長く艶つややかな黒い髪の毛──弓美香自じ慢まんの髪の毛が、焦こげて焼き千切れて、まるで助けを求める悲鳴のように零士の手に落ちてきた。

　今、この一いつ瞬しゆんも弓美香が傷ついている。

　護ると決めた女ひ性とが、傷ついている。

　捨てた。

　あっさりと零士は捨てた。

　何かが最後の最後まで捨てることを押しとどめていたが、弓美香の傷ついた一部を手にした時、零士はあっさりと捨てることが出来た。

「グッ、グルオォォォオォォォォォォォォォォォォォ！」

　雄お叫たけび、まるで竜のような咆ほう哮こうだ。

　零士の前に赤い画面が投とう影えいされる。

　──出力限界突とつ破ぱ一二〇％、一三〇％。竜りゆう力りよく誘ゆう導どう機き、爆発ノ可能性ガアリマス。

　赤く点てん滅めつを繰くり返す。

「なぁに、五分程度は保もつだろ」

　獣吾が言う。

　もうどうでもいい。今あるのは、片桐を殺すことだけだ。

　飛んだ。

　速度で竜鱗機プラウダーが軋きしむ。

　それも無視して、零士は弓美香の元に飛んだ。

『何事だ!?』

　片桐の竜鱗機プラウダーに零士が斬りかかる。

『ちっ、この期ごに及およんで雑ざ魚こが邪じや魔まをぉぉぉっ！』

　アサルトライフルを捨てて、背中の大たい剣けんを一気に引き抜き、振ふり下ろす。

　その刀身に刃やいばを合わせ、斬り捨てる。

『な！』

　片桐が言葉を失う。それでも長年戦場で生きてきた本能が、片桐を零士から大きく距きよ離りを取らせた。

『馬鹿な、儂わしの剣を……斬っただと？』

　半分ほどになった大剣の刀身を見る。

『貴様、何者だ。いや、そもそも竜力不足で惚ぼけていたはずだろう！』

　片桐が咆ほえるように訊きくが、零士は反応しない。

　殺す。

　それだけしか考えられない。

　ただ低くうなり声が、自分でも竜のようだと思える、うなり声が漏もれ出てしまう。

『そうか、貴様が杵築弓美香の強ごう奪だつと同時に、団長が殺すように指示した相手か！』

　何か叫さけんでいる。

　折れた大剣が投げられた。目の前に飛んでくる。

　零士は、それを無造作に斬きり捨てた。

　途と端たん、誘ゆう導どう弾だんが飛来し、肩に着ちやく弾だんした。

　爆ばく発はつが起きる。

『殺やった！　くははははは、たわいな──』

　爆ばく煙えんの向こうで、片桐が喜んでいる。滑稽なほど、あの男は何も、何一つ分かっていない。

　左ひだり腕うでの砲ほう門もんを伸のばしセットする。

　──放つ。

『ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ』

　悲鳴が聞こえた。薄うすれてきた爆煙の向こうで、片桐の左ひだり脚あしが失われていることが分かった。

『ゆ、許してくれっ、わ、儂はただ、ただ団長の命令に従っただけだっ』

　左脚を失った苦痛で顔を歪ゆがませながら、片桐が懇こん願がんしてきた。

　だからコイツは、何一つ分かっちゃいない。

　弓美香を傷つけた時、その命をもう自分で地じ獄ごくに捧げたということに！

『た、頼たのむっ。そうだっ、竜りゆう槍そう師団の内情を、話そうっ、儂が知っていること全すべて話すぞっ。だから、頼むっ、なぁっ、頼む！』

　片桐の顔に砲身を向ける。その様子を見ていた弓美香が悲鳴を上げた。

『こんなっ。竜力誘導機が一五〇％にまでなってる……。もしかして、封ふう印いんが！』

　管制科のコニーからの情報に目を走らせて、弓美香が零士に叫んだ。

『零士くんっ、これ以上はダメ！』

『…………？』

　何がダメなんだろうか。何か自分はダメなことをしているのだろうか。

『呑のまれないでっ。まだ、まだ封印は平気なはずよ！』

　必死に弓美香が何かを伝えてくる。

『その封印は破いたらいけないものよ。零士くんが人ではなくなってしまう』

『人を……捨てて……』

　弓美香が、零士の側そばに飛んだ。

　そして無線ではなく、肉声で訴うつたえかけてくる。

「捨てないでっ。私は人である零士くんと約束をしたのよ！」

　揺ゆさぶられる。

　何かが戻もどってくる。

　何かが閉じようとしている。

『俺は……』

　視界に飛び込んで来た。

　片桐が、弓美香の背後にいた。ナイフを持ち、その首に当てる。

「え？」

　弓美香の顔に驚おどろきが広がる。

「くっ、くはははははっ、取ったぞっ、人質を取ってやったぞっ。儂はまだ運があるな！　これこそが、竜りゆう神じん様のご加護っ！」

　嬉うれしそうに片桐が笑う。

「下手な動きはするなよ！　おい、目の前の小こ僧ぞうを殺せ」

　片桐の指示で九機の二八式が零士に迫せまった。

　そうだった。負けられない時に相手を殺せるかどうかなのだ。

　殺すことを躊躇ためらったから、弓美香を再び危険に置いてしまった。

　護まもる愛は、殺すことだ。

　捨てた。

　今度こそ、完全に零士は捨てた。

　咆える。

　心の、魂たましいの奥底から咆える。空気を震ふるわせて咆える。

　そのまま、レイジキャノンを放った。それは細い細い、糸のような閃せん光こうだ。

「え？」

　片桐が間の抜けた声を出して、自分の手を見た。そこにナイフはない。打ち砕くだかれて、ナイフだったものがあるだけだ。

　その隙すきに、弓美香が上空へと逃にげる。

「零士くんっ、ダメっ、まだ……まだ大だい丈じよう夫ぶなはずだからっ！」

　叫び声が聞こえるが、もう平気だった。

　一気に片桐との距離を詰つめる。

「ひっ、わ、悪かった儂が悪かったっ、反省しますっ、もうしません！」

　逃げ出した片桐に苦も無く追いつき、兜かぶとごとその頭を握にぎった。

「ひぃぃぃぃぃっ、お願いだっ、わ、儂にも女がいてなっ。儂が死ねば悲しむっ。そうだ、そうとも人殺しはいかん──ぴげ」

　兜ごと握りつぶした。

　だらんと両手と右脚が脱だつ力りよくした。竜力供給がなくなり、竜鱗機プラウダーに重量が戻る。

　零士は、もうその物に興味を失って捨てた。

　まだ弓美香を傷つけた敵が、九機いるのだ。

　その時、呆ぼう然ぜんとしていた九機の竜鱗機プラウダーのランドセルが、弓美香によって打ち抜かれる。出力を失い、全機が墜つい落らくしていく。

　零士は、それを追うことにした。

　力を失っても生きている。

　ならば殺す必要がある。

「だめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　弓美香が叫んだ。

　目の前に、来た。

　自分は貴方あなたを護った。護ることが出来た。

　零士が笑うと、弓美香が悲痛な顔で涙なみだした。

　零士には、その涙の意味が分からなかった。ただ、何かが疼うずき──意識を持って行かれる。

　意識が、途と切ぎれる……。
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「獣吾、全てがお主の思うとおりになると思うでないぞ」

　観客席から勢いよくクラヒメが飛び降りると、そう告げて獣吾の脇わきを走り抜ぬけた。

「はっ、今いま更さらどうしようってんだ」

　腕を組んだ獣吾が、零士を抱だきかかえたまま降り立った弓美香を見る。

「叶零士の封印を施ほどこしたのは、確かにお前だ。でもなクラヒメ、今のお前にまた封印が出来ると思うか？」

「確かに儂わしにはもう無理じゃな。だがな儂も入学式からずっと考えておったのじゃ。そして、一つ希望があった。そうとも、封印する力を持つ者がここにおる」

「弓美香か……」

「そうじゃ。お主らクシナダの者を、遥はるか昔より支配する血を持つ巫み女こ姫ひめよ」

　クラヒメが弓美香の手を取った。

「クラヒメ様？」

　その意図が分からず、弓美香は首を傾かしげた。

「このままでは零士が元に戻ることはない。呑み込まれておるからな」

「はい……」

「《竜》が人間をなんと呼ぶか、知っておるか？」

「簒さん奪だつ者しや、ですね」

「そうじゃ。では、なぜ簒奪者と呼ぶか分かるか？」

「いえ、そこまでは……」

「その内の一つを、お主に教えてやろう」

　クラヒメが弓美香の手を、自分の胸に添そえる。

「まさかお前っ、おいクラヒメ！」

　獣吾が、あまり見せない焦あせりの声を上げる。

「黙だまってみておれっ。儂はお主の協力者であっても、配下ではないぞ。儂がどんな想おもいでお主に協力しておるか、よく知っておろう！」

「ぐ……む……」

　クラヒメの叱しつ責せきに、獣吾が呻うめいた。

「いいか弓美香。今からお主に、儂が持つ《竜》の力──異則の中から一つを与あたえる」

「クラヒメ様が持つ異則を……ですか？」

「うむ。儂が一〇年前に、零士の力を封印した異則じゃ。運良くお主と同じ青の竜力に属する故ゆえ、相あい性しようも良いじゃろう。そして何より、巫女でもあるしの」

「クラヒメ様、私にはさっぱり」

「人の中に希まれにおるのじゃ。《竜》の異則を簒奪出来るものがな。故に《竜》は人を簒奪者などと呼ぶ。ほれ、意識を集中せい。儂から奪うばうと、強奪すると念じるのじゃ」

「で、でも」

「お主を護るために人を捨てた零士を見捨てるのか！」

「……分かりました」

　弓美香は意識を集中させた。零士を護るために、自分に出来ることがあるのだとしたら、それは喜ばしいことだ。

　クラヒメから奪うと強く思う。

　零士のためだと思えば、強く、本当に強く思える。

　すると何かが精神に触ふれた。その何かを包み込む。いや、その何かがむしろ望んで弓美香の中に入ってきた。

　すぐに把は握あく出来た。

　それはまるで竜鱗機プラウダーに初めて乗った時のように、その何か──異則を弓美香は理解した。

「………………封印の異則ですか」

　呟つぶやいた弓美香に、クラヒメが微笑ほほえむ。

「そうじゃ。儂が持っている異則の一つ──いや、たった今、失った異則じゃな。これでお主は、世にも希な簒奪者の一人になったわけじゃ」

　クラヒメが、チラリと背後の獣吾を見てほくそ笑む。

「分かりました。これで……零士くんの中の竜を封印します」

「うむ、そうするが良い。お主とて、獣吾の配下ではないのじゃしな。いや、むしろ獣吾を従える存在なのじゃからな」

「てめぇら……」

　獣吾が顔に手を当てて、天を仰あおいだ。

　そんな獣吾に弓美香は一礼をする。彼の思惑おもわくはどうあれ、霧雨獣吾という男が人間を護ってきたのは確かなことなのだ。

　眠ねむり続けている零士の顔を見る。

　自分を護るために、人まで捨ててくれた男の顔だ。

「零士くん、私は貴方が人間でなくても平気よ。でも──やっぱり人間であることを捨てて欲しくは、ないかな」

　ゆっくりと顔を近づける。

　思いの外温かな唇くちびるの感かん触しよくが、弓美香にはとても心地ここちよかった。




　　　　※　　※　　※




　記き憶おくの中の少女が微笑みながら、自分にキスをした。

　その瞬しゆん間かん、零士は少女の名前を思い出した。彼女の名こそが杵築弓美香だ。弓美香こそが、零士が護ると約束した少女だった。

　そして《屠と竜りゆう戦争》が終結したあの日。

　竜りゆう槍そう師団に襲おそわれ、誘ゆう拐かいされかけた弓美香を、幼い零士は護った。

　自分を、いや、今日のように人を捨てて護ったのだ。

　自分に何が起きたのかは分からない。

　ただあの日を境に零士は弓美香の記憶を封ふうじられた。

《竜》と関係するあらゆるものから、引き離はなされて育ったのだ。

　でも、今はもう違ちがう。

　獣吾に唆そそのかされたのかも知れない。

　それでも零士は、自分で決めたのだ。

　もう一度決めたのだ。

　杵築弓美香を護るために戦うと──。








[image: ]








　終章




「今日からＡクラスに入ることになった三人を紹しよう介かい──する必要もないな」

　教師が途と中ちゆうで苦く笑しようした。その投げやりな紹介の後に、零れい士じと忍しのぶ、そしてレティシアは、どう考えても付け足した最さい後こう尾びの三席に着いた。

　模も擬ぎ戦の翌日だ。零士達は、模擬戦に勝利した権利としてＡクラスにクラス替がえさせられた。

　負けたエミリー達だが、その後の竜槍師団の乱入において、レティシア達と共に観客席を守り抜いた功績によってトイレ掃そう除じは免まぬかれた。しかも奇き跡せき的に、誰だれ一人大怪我をしていない。ので、エミリーがしっかりとこのＡクラスの自分の席にいる。

「ふふふ、雪せつ辱じよくを果たす機会が毎日転がっているなんて、私は幸せものですね」

　ブツブツ呟きながら、ず───────っとエミリーが零士を睨にらんでいるのだ。しかもわざわざ振ふり返ってだ。

「なあ零士」

　右みぎ隣どなりの忍が囁ささやいてくる。

「なんだよ」

「思うんだけど、下のクラスから上に行くってさ……勉強のレベルが上がって、むしろ罰ばつゲームなんじゃないかな」

「奇き遇ぐうだな。俺も今、そう思っていたところだ。もっとも俺は、あのエミリーと同じクラスってところにそう感じるんだけどな」

「気に入られたってことじゃないかい？」

「冗じよう談だんよしてくれよ……」

「しかし零士、お前はあの竜力があるんだ。Ａクラスで妥だ当とうだとアタシは思うぞ」

　左隣からはレティシアが囁いてきた。

「いやそれが、朝も試ためしたんだけどさ……ダメだ。いつも通りで、なんだか全然竜力が出ない。てか、もしかしたら前より出力落ちてるかも知れない」

「不思議な話だな……」

　レティシアが首を傾げた。

　ちなみに現在授業は中断している。

　何な故ぜって？

　リタが教師に詰つめ寄っているのだ。そう、レティシアの隣の席がいい、と。

「リタのシスコンっぷりも凄すごいな……」

「妹とはああいうものだろう？」

　レティシアが不思議な顔をした。

「いや、あれは普ふ通つうじゃ──んがっ!?」

「どうした、いきなりむせたりして」

「あ、いや、その、あははははは、なんでもない」

　適当に誤ご魔ま化かす。

　だって窓で竜鱗機プラウダーを装着した弓ゆ美み香かが浮ふ遊ゆうし、零士をじっと見つめていたのだ。誤魔化す以外、どうしろと！

「零士くん、うん、なんともなさそうね……でも、やっぱり心配だし、もうちょっと、もうちょっとだけね。ホントにあとちょっとよ！」

　弓美香が誰だれに言い訳するわけでもなく、ブツブツと呟いていた……。

「ああ───っ、あんなにレティさんと仲よさそうでっ。エミリーさんまでっ、うっそ、忍さんも？　うゔゔ、零士くんの見境なし─────！」








　あとがき




　本作をお手に取っていただき、まことにありがとうございます！




　こんにちは、橘たちばなぱんです。

　今作『落ちこぼれの竜りゆう殺し』は、橘にとって富士見ファンタジア文庫では二つ目のシリーズとなりました。

　とてもとてもありがたい話です。

　デビューして半年程度で業界の底に沈しずんで行くのかなぁと、そう思っていた橘がまさか二つ目まで出来るなんて、ビックリ仰ぎよう天てん驚ぎよう天てん動どう地ちです。

　こんな幸運に橘を導き、発刊までご尽じん力りよくして下された皆みな様さまに感謝致いたします。

　まずはステキなイラストを描えがいて下さっている呉くれマサヒロ先生に。表紙絵を見た時には、一気にテンションがあがりました！

　そして担当編集の萩はぎ原わらさんを始めとして、編集部、富士見書しよ房ぼうの皆様方に。

　ゲラ段階でも色々と赤入れてしまって申し訳ありません……。

　なにより、こんな機会が出来る最大の原動力である前作『だから僕は、Ｈができない。』シリーズ（まだ続いてますがっ）を買っていただいた読者の方に、感謝しております。




　で、次もこんな機会があるかどうか分からない折せつ角かくのチャンスですので、『だから僕は、Ｈができない。』とは、少々違ちがうテイストで書かせてもらっています。

『だから僕は、Ｈができない。』は男の子の妄もう想そう全開エッチなコメディなのですが、今作の『落ちこぼれの竜殺し』は少々シリアスなテイストを入れてみたつもりです。

　まぁ作者の脳みそと精神年ねん齢れいが変わるわけではないので、所々にお馬ば鹿かでエッチなものが入ったりはしてるのですが……。

　なんというか気分的には、美少女ゲームのシナリオライター（しかもかなりエロいの）をやってきた自分ではなくて、それ以前のＴＲＰＧとかＰＢＭなんかのマスターやってきた時の回路で書いています。

　ＴＲＰＧは割と有名というか、ドラゴンマガジンでもプッシュしている遊びなので、特に説明はいらないと思うのですが、ＰＢＭはいまや『ド』が付くマイナーな遊びとなってしまいました。

　橘が最初に文章書いてお金を貰もらったのがＰＢＭなのですが、寂さびしい話です。

　まぁそんなわけで、ＰＢＭのマスター時代には、容よう赦しやなくキャラクターとか殺したりしてたなぁと、そんなことを思い出しつつ書いております。

　あとオヤジ。

　もっさいオヤジとか、実は大好きです。

　ゲイとかホモとかそういう意味ではなくて。

　無ぶ精しよう髭ひげのオヤジさんが活かつ躍やくする話はいいですよねぇ。渋しぶい。渋いの大好き。

　ロビンソンとかもいい。

　渡わた辺なべ謙けんとかも大好きです。

　話がずれた気がします……。




　そうそうＴＲＰＧといえば、今作のイラストを描いてもらっている呉先生ですが、最近は彼の家でＤ＆Ｄ四版を遊んでいます。

　ちょうどこの後書きを書きながら、次はいつやろうかと調整している段階でして。

　そんなご縁えんもあって、今回お願いしております。

　というか、ヒロインの弓ゆ美み香かの造形が最初にあったので、呉先生ぴったりだなぁとは思ってました。

　で、お願いしたら素す晴ばらしいイラストで。

　本当にありがたい！




　しかし、今回の原げん稿こう作業は大変でした。

『だから僕は、Ｈができない。』の作業もかなり重なりまして、テイストが全まつたく違うだけに脳みそが大混乱。

　ゲラチェック段階で一カ所だけ、主人公の名前を取とり違えるミスを……。

　ものすごく恥はずかしかった。

　ゲラチェックはいっつも恥ずかしいんですが、格かく別べつに恥ずかしかった。

　まぁ今後も並行作業が続くので、なるべく早く慣れようとは思っています。

　そして、あまりサボらずにしっかりとしたペースで続刊もお届け出来ればなぁと。

　そんなわけで、二巻もなるべく早い段階でお送り出来ればと思っています！




　あー。

　まだ二ページもありますよ。

　どうしましょうね。

　後書きって本当にもう、苦手で苦手で。

　毎度毎度、原稿よりも時間が掛かかってしまいます。

　今回も、これで書き始めて七時間。

　七時間でようやく四ページとか、原稿でこんなペースだったら仕事になりません。

　…………。

　そういえば、この後書きを書いている今は九月の始めなのですが、この夏の昼食は主に素そう麺めんと蕎そ麦ばで乗り切りました。

　蕎麦つゆは自作です。

　どうも、市し販はんの蕎麦つゆが嫌きらいなんですよね。

　防ぼう腐ふ剤ざいが鼻につくというか、甘すぎるというか。

　ですので、昆こん布ぶ出だ汁しを取って、そこに花はな鰹がつおを一ひと掴つかみ投入。花鰹が沈む、三分くらいですかね。

　そこで本みりん少々と醤しよう油ゆを適当。

　それだけの蕎麦つゆです。

　これに素麺だったらすりごま。

　蕎麦だったらワサビを入れて、ずるずる啜すすってます。

　でもおかしいんです。

　痩やせない。

　むしろ太ってきてる。

　どういうことだろう……。

　忙いそがしくてジムをサボってるせいですね。ごめんなさい。




　……そろそろ埋うまりましたね。

　そんなわけで（どんなわけだっ）、今作『落ちこぼれの竜殺し』としばしお付き合いしていただければ幸いです。

　まだまだ色々な謎なぞや控ひかえている人物もおりますので、是ぜ非ひ是ぜ非ひよろしくお願いいたします！





二〇一二年九月吉きち日じつ　一週間くらい〆しめ切きりのない週が欲しい　橘ぱん
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